























































キルミルカタル

眼ノ宮瞳子の眼球探し




著者　緋色友架

イラスト　ukyo_rst











電子版　ファミ通文庫





本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。




本作品は、底本の表現や演出を考慮して本文縦組で制作しております。また一部のページを改変しております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。















　　目次




プロローグ　当たり前の〝殺〟人劇

幕　間　殺戮開死

第一章　殺〝刃〟鬼の邂逅～瓦解始動篇～

第二章　〝腐〟道徳の開花

幕　間　殺人開死

第三章　黒の〝狂〟宴

第四章　賽は〝殺コロ〟リと投げられて

第五章　〝故〟あっての真相

幕　間　殺伐開死

第六章　邪淫の罪は夜に〝切〟る

エピローグ　噓吐き少女たちの〝死ダイ〟アログ

後　章　アト〝餓〟キ








[image: ]













　人に刃を突き立てる感覚は、ボール紙に錆さびた鋏はさみを食い込ませるそれとよく似ている。

　人肉は意外に硬くて、人皮は案外柔らかい。

　切れる筈はずなのに切れなくて、それでも少しずつ切れていくもどかしさが実によく似ている。ある程度のところまで切り進めると、切る難なん易い度どが上がるのも、実は人体に通じ得る。人間には内ない臓ぞうやら骨やら、余分な内ない蔵ぞう物ぶつが玩具おもちや箱ばこみたいに詰まっているものだから、刺すだけでなく切ろうとすると、それなりの労ろう苦くを要するのである。

「………………っ！」

　地べたに寝転がり、藻も掻がき苦しむ男が俺を睨にらむ。

　俺が言うことじゃないが、いやそれにしても人にん相そうが悪い。街中を普通に歩いているだけで、職しよく務む質しつ問もんの魔の手が勝手に襲いかかってきそうだ。角張った面つらに、ピアスまみれの唇、血走った目…………は、俺の所せ為いか。

　なんともまぁ、悪そうな顔をしている――――殺されても、仕方がないくらいに。

「……、……っ！　………………!!」

　なにやら抵抗しようとしているが、それは叶うまい。

　抵抗の術すべは、既に刈り取ったから。

　俺が座ざ布団ぶとん代わりにしているこの男に、今や手足は存在しない。邪魔だから、切っておいたのだ。勿もち論ろん、得物はこんなちんけな、今この瞬間も男の胸をぐちゃぐちゃと抉えぐっている、ナイフなんかじゃあない。

　手足の切断には、後ろに転がっている鉈なたを使った。

　ちなみに、俺が最初に壊したのは、こいつの喉のどだ。少なくとも、声を出せない程度には破壊しておいた。悲鳴なんて耳みみ障ざわりな雑音を撒まき散らされては、堪たまったものではないからな。

　助けを求める手段の破壊。抵抗の手段の奪だつ取しゆ。そして、絶望的な死。

　あまり好きな殺やり方ではないのだが…………一応は、そういう依頼だしな。

　元より、『好きな』殺り方なんてもの、俺にはないのだけど。

「……っ！　…………!!」

「……なんで俺がこんな目に――――とか言いたそうな目ぇしてんな、お前。まさか自分が殺される理由に、心当たりがねーのか？　…………呆れた、こりゃ確かにクズだわ。死なねーと治る訳もねーわな、いや死んでも治んねーだろうけど」

　光量なんて、懐かい中ちゆう電でん灯とうにさえ及ばねーようなこの暗くら闇やみで。

　爛らん々らんと光る瞳がムカついて。

　煌こう々こうと灯る野心に苛いらついて。

　俺は思わず、溜ため息いきを吐き出した。

「お前、名前は笹ささ蓋ぶた孔こう輝きでいいんだよな？　いや、俺が人違いをするなんて可能性、経験上ほぼないんだが、念の為」

「…………!?」驚いたみたいに目を見開く男。ふむ、どうやら間違ってはいないようだ。仮令たとえ間違っていたところで、今更どうしようもないのだが。

　喉に一撃食らわせた時点で、賽さいは投げられていたのだから。

「それならよかった。ところでお前、大学生なんて身分でさ、随分と手広くやってるみたいだな。えーっと、詐さ欺ぎに恐きよう喝かつ、強ごう姦かん、それに自じ殺さつ教きよう唆さか」

「…………、……？」

　酸さん欠けつの金魚みたいに口をぱくぱくさせて、男は目を白黒させる。

「あー、つまりあれだよ。お前が同級生の刺し賀が光こう像ぞうを騙だまして金奪ったり、後輩の市いち浜はま睫しよう子こを脅して金奪ったり、中学生の駅えき銛もり窩か南なんをボコボコにした上で青あお姦かんとしけ込んだり、更に駅銛の彼氏だっつー白はく山さん愁しゆう眉びを脅して、自殺させたりって件についてだよ」

「………………!?」

　目に怒りの色が戻った、か。

　これだけ言っても、まだ殺される理由には不服らしい。

　こういう人間には、自分が悪いことをしたという自覚がないのだ。

　人を傷つけるのが、人の人生を台無しにするのが、呼吸と大して変わらない。誰も呼吸に罪悪感を持たないだろう？　それとまったく同じだ。

　バカは死ななきゃ治らないし。

　死んだ程度じゃあ、治らない。

　この世で最も重じゆう篤とくな病――――奇くしくも、俺と同じような症状の。

　御ご愁しゆう傷しようさま、とか、俺に言われたくはないんだろうなぁ。

「お前はさ、もう色々と見限られたんだよ。証拠も尻尾も摑つかませねーのは見事だが――――切り離せねーんなら、俺が殺ってやるよ」

「……!?　…………!!」

「喚わめくな、みっともねぇ」

　言って、俺はナイフを強く握る。

　そして、少しだけ腰を浮かせ、ナイフを思い切り手前へと引いた。

　胸の下を通って、腰の方まで一直線に。

　ナイフの刃を突き刺したまま、滑らせるように動かした。

「……!?　…………――――」

　たった、それだけ。

　それだけの動作で、男は呆あつ気けなく絶命した。

　口からげぼけぼと血を吐き出し、生前はどす黒かったであろう腹の中身を惜おしげもなく晒さらしている。意外なことに、肉も臓ぞう物もつも綺き麗れいなピンク色だった。

「…………最さい期ごまで、一欠片も反省しなかったなぁ、こいつ。まぁ、更生の可能性が少しでもある奴は、俺みたいな奴のところまで回ってこないか」

　ナイフをぶんぶんと振るいながら、俺はその場に立ち上がった。

　さっきまでは死に損ないを跨またいでいたのに、五秒後の今じゃ死体を跨ぐようになっていやがる。どちらが道どう義ぎ的てきに無礼かと言われると、返す言葉もない。最も道義に反しているのは俺なのだから。

　殺さつ人じん鬼き。

　人殺しの鬼。

　鬼とは人ならざる者――――つまり化ばけ物もの。

　呼吸と同等に殺人を、食事と同価値に殺人を、排はい泄せつと同程度に殺人を求める異形。

「……………………」

　どろどろと流れ出してきて、靴くつの裏を侵食し始めてきた笹蓋の血を、俺はズボンで拭ぬぐった。中学時代から愛用している、制服の黒ズボンではない。笹蓋が穿はいているズボンでだ。肉を踏みつけにする感触が、絶妙に気持ち悪い。ぐにゃぐにゃと、締まりもなく凹んでいくのが靴越しでも分かって、吐きそうになる。

　死体は、嫌いだ。

　じゃあ、殺人は好きなのか？　――――答えは、ノーだ。

　好きでもなければ、嫌いでもない。

　そんなことを考える隙間さえないくらい、俺にとって、殺人は当たり前のことだった。

　笹蓋孔輝という、この哀れな死し骸がいとなり果てた男が、あたかも呼吸のように人に迷惑をかけていたのと同様に、いや、それよりもっと酷ひどいことに、俺は呼吸のように人を殺す。人を人とも思わず、蚊かでも叩き潰すかのように殺す。

　呼吸に罪悪感を抱く人間がいないように。

　呼吸に快楽を覚える人間もまた、いない。

　人間じゃなくても、そんな奴は、いない。

　ただただ必要に迫られて、否応なしにやっているだけなのだから。

「……さて、と」虚きよ脱だつ感かんに襲われる自分を奮い立たせるため、わざとらしく俺は声を出す。「あとはこれを、串くし満みつのところに運べばお終いか。…………そういえばあいつ、こいつらの死体をどうしてんだろうな？　まさか料理に入れてたり…………やめよ。ちょっと気持ち悪くなってきた……」

　早くも漂い始めてきた死の臭いも手伝い、胸の奥からなにかが込み上げてくる。べったりと血で濡れた手で口を押さえたら、うん、余計に吐き気が酷くなってきやがった。

　嫌な想像を追い払うべく頭を振りつつ、学ランの内ポケットから携帯電話を取り出す。

「えーっと、あいつの電話番号はっと…………」

　グループ分けの為されていない、我ながらごちゃごちゃとしたアドレス帳。その中から、目当ての番号を探し出す。

　笹蓋孔輝を殺し終えたと、そう、一言報告を入れようとした、その時だった。




「そんなものを出す必要はないよ。だって、君の未来はもう、決まっているのだから」




「――――」

　思考はなかった。

　ただの反射だけ、至し極ごく自然で、最早ルーチンワークのようになった条件反射だけで。

　俺は、声のした方へ凶きよう刃じんを走らせていた。
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　俺が初めて人を殺したのは、驚くなかれ、保ほ育いく園えん児じだった時である。

　生まれて五年と二ヶ月と一七日にして、俺は、他人を殺してみせたのだ。

　勿もち論ろんその頃は、純じゆん真しん無む垢くな子どものこと、理由のない悪意とも理屈のない殺意とも、健全に無む縁えんであったのは言うまでもない。細かい動機なんてとっくの昔に忘れたが、多分、本当に下らないことだったのだろうと思う。

　いやそもそも――――当時から動機なんて、なかったのかもしれない。

　ともかく、俺は昼寝の時間、隣で寝ていた園児を殺害した。

　カッターナイフで、喉のどを一突き。

　悲鳴も上げないままに、びくびくとカエルみたいに痙けい攣れんして、そいつは死んだ。

　たった一つの失敗を除けば、稚ち拙せつで幼よう稚ちな、完全犯罪だった。

　生あい憎にくというか幸いというか、俺の周りは名探偵には恵まれなかったらしく、事件はそのままお蔵入りになった。土台、誰が思うだろうか。子どもというより、乳飲み子と称した方がまだ近い幼おさな子ごが、隣の園児を殺すだなんて。

　奇き々き怪かい々かいで、不可思議な残ざん虐ぎやく事件。

　とはいえ、所詮は人が人を殺しただけの話。俺の殺やったことはなんの変へん哲てつもない、ただのありふれたつまらない殺人でしかなかっただろう。実際、地元が一時騒然とした以外は、俺の生きるこの世界に変化なんてものは起こらなかった。

　世界には。

　マクロ視点では。

　ミクロな視野をもって見れば、俺が幼子の喉にカッターを突き立てたというただそれだけの行為は、甚じん大だいな変化を齎もたらしていた。

　被害者の親は泣き喚わめき、人生に絶望していたし。

　通っていた保育園は、瞬く間に瓦が礫れきに変わった。

　そして、一番変わったのは、この俺自身だった。

　あの日、初めて目の当たりにする絶対的な死を見て、直視して、それどころか作り上げておきながら――――俺は、なにも感じなかったのだ。

　疲れも、興奮も、罪悪感も、悦よろこびさえも。

　あるのは、全身を満たすかの如く膨ぼう大だいな、空くう虚きよだけ。

　人を殺して、それに罪悪感など覚えず、狂乱する周りを鬱うつ陶とうしいとしか思えず。

　俺は、切きり原はら刃じんは、その日から人間ではなく――――殺さつ人じん鬼きになった。
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「一〇メートルの距離を、一・二秒で詰めてきたか。ふふん、見事なものだね、刃じん」

　ギギギ、という耳みみ障ざわりな摩ま擦さつ音おんをＢＧＭに、涼やかな声が奏でられる。

　オルゴールのように響くそれに、しかし癒しの効果など粒つぶほども期待はできない。夜を染め抜いたような黒くろ髪かみに、月明かりに白く輝く柔やわ肌はだ。それらがコラボレートして生み出される余裕たっぷりの笑みは、寧むしろ俺にはストレッサーとしてしか機能しなかった。

　ナイフと壁とが奏でる不ふ協きよう和わ音おんに、俺の歯は軋ぎしりが混じる。

　声の主は、そんな俺に涼しい顔を向け、手元のストップウォッチを弄いじるだけだった。

「斬撃を繰り出すまで含めても、およそ一・五秒。今やまともな人間じゃ、君に狙われただけで即死確定だろう。まったく、ティンダロスの猟りよう犬けんかよ、君は」

　飄ひよう々ひようとした調子で奏でられる声。最後の意味不明な文句も含めて、なにやら楽しげに言っているものだから、俺の苛立ちは更に高まる。

　――――結果から言えば、俺の殺さつ刃じんは、そいつに届かなかった。

　避けられたのだ。

　身体をほんの少し傾けるだけの、動作とさえ呼べない所作で。

「しっかしさぁ、いきなり問答無用で殺しにかかるのは勘かん弁べんしてほしいなぁ。私の珠たまのような肌に傷がついたらどうしてくれるんだよ。君が責任を取ってくれるって言うなら、それはそれで構わないけれど」

「うるせぇ。目撃者がいたら、殺すのが当然だろうが、視み央お」

　そう毒づくと、何故かより一層楽しそうに少女――――郷さと弥み視央は笑った。

　不ふ法ほう投とう棄きされた、エアコンの室外機を椅い子す代わりにし。

　首を傾げるポーズを取って、俺の突きを回避している少女、郷弥視央。

　できることならば語りたくもない、俺の生しよう涯がいの汚点たる幼おさな馴な染じみ。

　矢や鱈たらとでかい胸、そして似合いもしない白と紺のセーラー服が作り出すシルエットに、鋭い視線を投げかけてみる。それが無駄だと知ってはいても、それをやらない訳にはいかないのだ。

　何故なら俺は――――郷弥視央のことが、大嫌いなのだから。

「俺たち殺さつ人じん鬼きにとって、一番怖いものはなにか、知ってるか？　殺人の最中に一番鉢はち合あわせたくないのはな、一般人の目撃者なんだよ。警察ならマニュアルこなそうとしてるところを殺せるし、同業者なら丁ちよう々ちよう発はつ止しで解決だ。だがな、一般人っつー素しろ人うとは、次の行動が読めないんだよ。なにをするのか分からねー不安分子、さっさと殺す以外に解決法があるか？」

「ご高説どうも、勉強になったよ――――尤もつとも、それでか弱い女の子一人殺せないんだから、殺人鬼が聞いて呆れるけどねぇ」

　からかうように笑うと、視央の八重歯やえばがケータイの光に触れて、狼みたいにキラリと光った。

「…………っ！」

　俺は、殺人鬼としての矜きよう持じなんてものを持っているつもりはない。

　所詮俺は、人を殺していないと生きていけないだけの異常者。呼吸や食事と同等の、殺人という生命活動を必要とするだけの異端者。そんな生態に、どんな高こう尚しようななにかしらを持てというのだ。無茶振りにもほどがある。

　けど、だからといって。

　人を殺せないことを嘲あざ笑わらわれて、それを受け流せるほどできた奴でもない！

「やめておきなよ、見ていて哀れだ」

　が、そんな憤ふん慨がいなど知ったことではないと、彼女はなおも笑い続けていた。

　視央の首に触れることが叶わなかったナイフ。俺はそれを、再び彼女に向けて振り翳かざしていた。肩口から胴体まで、アジの開きみたいに切断するつもりで。

　返り血を浴びるのは嫌だったけど、それ以上に、こいつの言葉を耳から摂せつ取しゆし続けることの方が気持ち悪かったのだ。

　――――なのに、彼女は二度目の殺刃を、事もなげに止めさせた。

　タクシーでも呼び止めるかのように、気怠げに挙げられた左手が、ナイフの進攻を阻はばむ。鋭い刃の食い込んだ指先から、薄く血が滲にじんでくる。












「っ…………て、めぇ……！」

「その様子だと、忘れてはいないようだね。ふふん、安心したよ。薄皮一枚で私との約束を思い出してくれるなら、この程度は安いものだ」

　言いながらも、視央はナイフに触れた左手をするすると伸ばしてくる。まるで獲物に絡からみついてくる蛇へびだ。中空で停止したナイフはもう、すっぽりと視央の手の中に握られていた。

　停止、した？

　違う――――停止を、余よ儀ぎなくされたのだ。

　経験則が、習慣が、固定観念が、視央が『約束』と呼ぶそれが、俺の凶刃を邪魔していた。

「ねぇ、我が親愛なる殺人鬼くん。切きり原はら刃くん」息子をべとべとに甘やかす母親みたいに、視央は怖おぞ気けが走るくらい優しい声で言ってくる。「君はさぁ、きっと私のことを殺したいんだよね。ふふん、気持ちは分かるよ。よぉく分かるさ。なにしろ私は、君のただ一人の幼馴染みなんだからね。それはもう、一二年にも亘わたる付き合いなんだからね。赤い糸どころか真っ赤な血ち飛沫しぶきで結ばれた、運命の二人なんだから、ねぇ」

「…………！」

　ギリギリと、歯軋りの音が激しくリフレインする。頭ず蓋がい骨こつが、内側から爆はぜてしまいそうだ。それほどまでに、こいつの言うことは腹立たしい。

　腹立たしくて苛立たしくて、そしてどうしようもなく正しい。

　一二年前――――そう、俺が最初の殺人を犯した、その日その時。

　俺が犯した、唯一で最悪の失敗。

　郷弥視央は、俺の殺人の目撃者だった。

「君を殺人鬼だと知っている人は数少ない。ひい、ふう、みい……ふふん、私が覚えている限りでたったの六人か。しかしその中でも、特に特別で確かくに格別なのが、この私という訳だ。そうだろう？　だって私は――――刃が殺人鬼だと、ばらすことができる人間だからねぇ。他の五人に比べれば、微々たるデメリットでもってさ」

「っ！」

　思わず、ナイフを握る手に力がこもる。

　――殺してしまえばいい。殺してしまえばいいんだ。

　切り刻めばいい。解体すればいい。腕を切り取ればいい。脚をもぎ取ればいい。首を狩り取ればいい。心臓を抉えぐればいい。肺を分解すればいい。腸ちようを寸断すればいい。脳のう髄ずいを粉ふん砕さいすればいい。視央を殺すなんて死なすなんて消し去るなんて簡単なことだ。

　にも拘かかわらず、俺の手は動かない。

　視央を、殺してくれない。

「……覚えていてくれるようでよかったよ。心も、そして身体もね」ストップウォッチを放し、開いた右手が、俺の頰ほおを柔らかく撫なでてくる。体温に乏しい、色さえも陶とう磁じ器きみたいなその指が、蛆うじ虫むしかなにかのようで、気持ち悪い。「そうだ、君に私は殺せない。殺しちゃいけない。どういう意味かは、分かるだろう？　私が死ねば、君が殺人鬼だという事実は、世界中が知るところとなるんだよ？　それでもいいのかな？」

「…………っ」

「そうだよね。いい訳、ないよねぇ…………ふふん。そう、知られちゃいけないんだよ、刃。だって君には、守りたい大事な大事な宝物があるんだから。私にしてみれば至し極ごくどうでもいいものなのだけど…………君にとっては大事、なんだよねぇ？　その砂さ上じようの楼ろう閣かくが」

　だから君は、私を殺せない。

　ぺろっ、と、血のように赤い舌が唇を舐なめる。つくづく蛇のような動作が似合う視央は、妙な艶なまめかしさを持った目で、俺のことを見つめていた。

　…………言われるまでもない。そんなの、当たり前じゃないか。

　俺が殺人鬼だと世に知れて、いいことなんか一つもない。

　寧むしろ悪いこと尽くめである。

　もしも知られれば、俺という存在は壊れてしまうだろう。殺人鬼としても、それ以外としても。

　だから、俺は郷弥視央を殺せない。

　殺したくても、殺せない。

「…………まぁ、どうしても刃が私を殺したいって聞かないんなら――――その時は、君に消えてもらうしかないんだけどね。あぁ、勿もち論ろん死んでもらうって意味だけど。でもそれは、私の本意じゃない」

　何故だか、分かるだろ？

　言うと、視央はすぅっ、とナイフから手を放した。頰に触れたままの右手は、まるで誘うかのように顎あごへと位置をずらしてくる。頰に似合いもしない桃色を添えて、視央は、甘ったるい瞳のままで言ってくる。

　迫るように。

　惑まどわすように。

　狂わすように。

「切原刃。私はね、君を愛しているんだよ」

「…………」

「大好きだぜ、この世の中で誰よりも。あの世を含めて誰よりも。殺人鬼、人殺しの鬼、人を人とも思わぬ人でなし。平気の平へい左ざで自分のために、自分だけのために人を殺す君のことを、私はすごいと思っているんだよ。逆立ちしたって真似できない。そんな異常極まりない刃のことが――――私は、大好きだ」

「…………バカバカしい」

　ほんの少しバランスが狂えば、すぐにでも唇が触れ合いそうな至近距離。蠱こ惑わく的てきな表情を見据えながら俺は、飽き飽きするくらい口にしてきた言葉を吐き捨てた。

　忌むべきことに幼馴染みという立ち位置を強制されている俺から見ても、視央は美人の類たぐいに入るだろう。七しち難なん隠す色白の肌、均整の取れたプロポーション、小悪魔的な雰囲気を醸かもし出す顔立ち。ほんの少し近づいただけで、豊満な胸が俺の胸板を撫でてくる。

　だが、俺はそんな視央に対して、なにも感じない。

　興奮もしないし、興味も湧かない。

　あるのはただただ、溢れんばかりの嫌けん悪お感かんだけだ。

　――――郷弥視央が、殺人鬼である俺のことを好いていることは、一二年前から知っていた。俺が殺人鬼であるということ以外は、周知の事実だったと言っていいだろう。迷惑なことこの上ないが。

　最初に殺人を目撃された時、当然俺は視央も殺すつもりだった。後先なんて、まるっきり考えていない突発的な行動。五歳児に期待するだけ野や暮ぼかもしれないが、しかし結論から言えば、俺はあの時、視央を殺しておくべきだったのだ。

　視央さえ死んでいれば、今以上の受難を引き起こすことはなかったのだから。

「お前だって、人を殺してきてるだろうが……」

「いやいや、私は別に、自分で手を下している訳じゃないしねぇ」邪悪な笑みを浮かべつつ、俺のことを舐ねぶるように、値踏むように見つめる視央。「変な謙けん遜そんしなくてもいいんだぜ？　何回も言っているじゃないか。私が君を放さないのは、愛とか恋とか好きとか寝たいとか、そういう感情の所せ為いだって」

「……………………」

「今日こそは、いい返事を聴きたいものなんだけどねぇ。こうして出逢う度たびに告白するのも――――もう、飽きてきたぜ？」

「…………チッ」

　視央は言いながら、どんどん俺の方に身体を寄せてくる。

　男子なら思わず喜ぶような状況に、しかし俺はどうしても、嫌悪感を拭い切れない。

　気持ち悪い。

　気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪いなにもかも気持ち悪い！

　一二年も俺の殺人を黙っている性しよう根ねが気持ち悪い。

　べたべた引っ付いてくる、その神経が気持ち悪い。

　死体にも血にも全く頓とん着ちやくしない精神が気持ち悪い。

　郷弥視央という人間存在そのものが、気持ち悪い。

「何度も、言ってんだろうが…………俺は――」

　噎むせ返るような鉄臭さが、今更のように鼻を突いた。

　すぐ背後には死体がある。俺が作り出した死体だ、俺が殺した人間だ。すぐさま無様に転がる芋いも虫むし型のそれが垂れ流す強烈な異臭が、嫌悪感の中に一いつ滴てきの理性を投下する。

　視央のことは、殺せない。

　俺の大事なものを、守るためにも。

　それでも、言わずにはいられない。

　この異常なまでの嫌悪感は――伝わらないとしても――言わずには、いられなかった。

　何回好きだとほざかれようが。

　何十回恋だと主張されようが。

　何百回愛を強く叫ばれようが。

　人の殺人を見て悲鳴一つ上げず、死体を嬉き々きとして眺め、俺の大事なものを壊さんばかりに脅きよう迫はくし、常に得意気な顔をして、人を人とも思わないで、殺人を面白がり、殺人鬼を愉ゆ快かいがり、秘密を独占して、なにか企んでいる素振りを隠そうともせず、胡う散さん臭くて陰湿で陰険で性悪な。

「……俺は、お前のことなんか」

　お前のことなんか、大嫌いだ。

　何度目になるか分からない、いつも通りの拒絶。溜まった苛立ちをまとめて吐き出すように、絶縁の言葉を投げようとした――――その時。




「ひゃうぅっ!?　うあ、あぅ……い、今ぬるっと、ぬるっとしましたよぉ…………」




　夜よ闇やみに突如響き渡った、聞き覚えのない声。

　それを合図に、俺の意識はスイッチ仕掛けの如く切り替わる――――
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　まるでなにも知らない子どものような、無邪気な響きさえ含んだ、鈴すずみたいに高い声。

　唐突に聞こえてきた声に反応し、俺は即座に死体の方を見ていた。ナイフを構えたままの姿勢で固まっていた腕など気にせず、首だけをねじ曲げて。

　微かすかな月明かりに照らされたそれを、俺は見たのだ。

「っ――」

　果たして、そこには――――一人の、真っ黒な服を着た少女が、蹲うずくまっていた。

　俺が殺した男の、その傍かたわらに。

　足元まで伸びる白髪を、キラキラと輝かせながら。

「――――」

　声も呼吸も、感情さえなかった。

　この時の俺は、思考なんて余計な荷物を、残さずかなぐり捨てていたのだ。

　右手には、視央の血で微かに濡れたナイフを握って。

　見知らぬ黒衣の少女を殺すべく。

　脳髄を経由しない反射でもって、俺は少女目掛けて飛びかかっていた。

「ほぇ？」

　間の抜けた声を上げる少女に、垂直にナイフを振り下ろす。

　どこの誰かは知らないが、そしてなんのつもりか知らないが。

　言っただろ？　殺人鬼の大敵は、一般の目撃者なんだ。

　だから――――お前は死ね。

「ひゃうっ!?」

　純白の脳天から、身体を二つに裂かんと繰り出した斬撃。

　小柄な少女を切り捨てるには、やや大振りだったかもしれないそれは。

　小さく悲鳴を叫んだ少女によって、避けられた。

「――――は、ぁ？」

　避けられた。

　避けられたのだ。

　俺の殺刃が、こんな通りすがりの誰かに、避けられた？

「ぐ、ぅぅぅううっ!?」

　悔しさに負けて、声帯が変な唸うなり声を上げる。

　顔を上げた少女には、恐怖の様相しか貼りついちゃいない。余裕のない、発狂ギリギリ手前での回避だったことは疑うべくもない。

　なのに、なのに何故、この少女の動きには、一切の無駄がない？

「うぉぉぉおおおおっ！」

　がむしゃらに振り回すナイフを、少女は全て避けていた。

　それも、その全てが紙一重での回避。怖がっているような表情の癖に、まるで俺の動きを全て見切っているかのように、的確極まりなくかわすのだ。

　いっそ、異様なほどに。

「くっ、そがぁっ！」

　単純に切りつけると見せかけての、突き。

　今まで数多あまたの人間を殺してきたが、フェイントなんてしてみせたのは初めてだった。

「ひ――――ふわぁぁっ!?」

　しかしそれさえも、少女にはかわされる。

　それどころか、そいつは俺が突きを繰り出した隙をついて、俺の脇わきをすり抜けていったのだ。

　もしも少女が刃物を持っていたら、俺が殺されていてもおかしくなかった状況。

　それを刹せつ那なでも許した自分自身が腹立たしく、許せなかった。

「こっ、のぉっ!!」

　目尻が裂けていく感覚が、瞳が血走っていく感覚が、ありありと分かる。

　雄お叫たけびを上げながら繰り出したのは、俺の最終手段、ナイフの投とう擲てきだった。

　渾こん身しんの力を込めて放ったナイフは、真っ直ぐに少女の後頭部へと向かっていく。まだ俺に対して背を向けている少女は、猛スピードで近づいている凶刃に気づいていない。

　――殺った！

　確かにそう思った。その筈だった。俺の予感は、完璧に的中する筈だった。

　なのに、それなのに。

「ひっ、きゃわぁぁっ！」

　奇妙な悲鳴を上げて、少女は身を屈めたのだ。

　後ろ向きのまま。

　俺に背を向けたまま。

　飛んでくるナイフを一いち瞥べつすらしないままに。

「な、はぁっ!?」

　思わず奇妙な声を上げてしまったのも、無理なからんことだろう。

　だって、あいつは俺のナイフを、事もあろうに見切ることすらしなかったのだ。

　慌てていた所為か、転ぶような無様極まりない避け方になっていたものの、それでも。

　背後から飛んでくるナイフを視認せずに避けるなど――――人間業わざではない！

「っ…………一体、どうなっていやがんだよ……！」

　ガィィンッ！　と嫌な音を吐き出して、ナイフが壁との正面衝突に敗北する。耳障りなＢＧＭは、ただでさえささくれ立った俺の精神を、毒薬みたいに蝕むしばんできた。

　苛立ち混じりの声を吐き出しても、疑問も不快感もまるで払ふつ拭しよくされない。

　既に少女の姿は、俺の視界から消え失せていた。一体どこへ行ったものか、皆目見当もつかない。視央に、今の少女。都合二回も殺し損ねるなんて、今までにないことだし、それに…………あっていいことでも、ない。

　空っぽになった手が、妙に虚むなしかった。

　まるで麻薬でも求めるかのように、俺の指先は自然と、学ランの内側に仕込んだナイフへと――

「おい刃。いきなり物騒なものを投げるなよ。私が傷ついたらどうするんだ」

　と。

　痛いくらいに歯を食い縛っている俺に、視央は無ぶ遠えん慮りよに声をかけてきた。

　ご丁寧に、ついさっき俺が投げたのであろう、欠けたナイフまでぶら下げて。

　死体と、殺人鬼と、そんな非日常と一緒にいるところを目撃されたという、危機感なんかとはまるで無縁な面をして。

「……なんだよ視央。今、それどころじゃ――」

「この私のことが二の次だなんて状況、ある訳がないだろうが。少しは物事の優先順位を考えてみろよ、刃。あと、もう一つ――」

　ぽい、と視央はナイフを放る。

　つまらなそうに、気け怠だるげに。

　その、そのやけに長い脚には。

「…………!?」

　スカートとソックスで彩られた、闇夜においてもなお目立つ純白の後ろには。

　あの白髪の少女が、黒のゴスロリ服を纏まとって立っていたのだ。

「……………………」

　怯おびえた子猫みたいに、彼女は視央の背後へ身体を隠すようにしながら、俺のことを見ていた。

　見つめていた。

　黒々とした革の眼がん帯たいを装着した少女が――――右の眼球、一つだけで。

「いきなり見ず知らずの女の子を殺そうとするなんて、酷ひどいじゃないか。私も知らない、血よりも真っ赤な他人ならまだしも、事もあろうに私の知り合いを殺そうなんて、流石に看かん過かできる範はん疇ちゆうを越えているぜ？　まだこの子には、死んでもらう訳にはいかないというのに」

　そう言って、視央は少女の頭をぐりぐりと撫でた。

　慣れた調子で、ツボを押さえた感じで。

　肝かん心じんの少女は、迷惑そうに目を細めるだけだったが。

「…………は？」

　言葉が、上手く出てこなかった。

　視央と、その白髪の少女が、知り合い？

　なんだそれは。どんな巡り合わせ――いや――どんな企たくらみだ？

　改めて、少女に目をやる。

「ひぅっ!?」

　…………どうやら、完全に怖がられてしまったらしい。睨んだ訳でもないのに、少女は視央の後ろにますます隠れてしまった。

　知り合い、ねぇ。

「……視央。じゃあこいつは、今殺さなくても当面は問題ない、と見ていいんだな」

「ふふん、随分と慎重なことだね、刃。臆おく病びようと言ってもいい。……睨むなよ、冗談だ。その臆病ささえ、君の殺人鬼性の一つなのだと思えば、その内に愛しさが湧いてくる」

　言いながら、視央は無言で、後ろに隠れていた少女を引っ張り出した。

　片方だけ露ろ出しゆつした右目はキッと閉じられ、リボンで彩られた首はぶるぶると振り回されている。…………見れば分かることだが、あの少女、俺に対して滅茶苦茶怯えているな。出会い頭に殺そうとしたんだし、無理もないっていうか当然の反応過ぎる。

　当たり前、過ぎる。

　過ぎるのだ。

　殺人鬼やら死体やらが日常である今の俺には、その当然が、逆に違和感となる。

「だがまぁしかし、刃だけを叱りつける訳にもいかないな。私も悪かった。この子が尋常ならざる意味で浮き世離れしているという事実を忘ぼう却きやくし、君との逢おう瀬せに耽たん溺できしていたこと。それについては正式に謝罪しよう。それと――――瞳ひとみ子こ」

　聞き覚えのない単語を視央が吐き出した瞬間、少女の全身は液体窒ちつ素そでもぶっかけられたかのように、ピシィッ、と固まった。

　瞳子――――それが、このゴスロリ眼帯少女の名前、か。

「この子も悪い。瞳子だって悪いんだ。私が待てと言っていたにも拘らず、勝手に餌えさに手を伸ばしたんだから。自業自得だな。うん、寧ろ瞳子が全部悪いと言ってもいいんじゃないか？　私のさっきの謝罪、撤てつ回かいしてもいいと思うんだけど、どうかな？　瞳子」

「はぅ、…………で、でも」

「言わなくていい。言い訳を許可した覚えはない無論反論を許した記憶もない。瞳子、今この場で為し得る最善の行動は、一体なんだと思う？」

「うぅぅ…………」

　歯は痒がゆげな顔をして、瞳子と呼ばれた少女は俺を見た。

　おどおどと。びくびくと。こわごわと。戦々恐々と。

　太陽を肉眼で見てしまったかのように、目を細めて。

「…………ご」

　今にも消え入りそうな声で言いながら。

　少女は――瞳子は――小さく、頭を下げた。

「ごめん……なさ、い…………えと、……殺人鬼、さん……」

「…………」

　殺人鬼、さん……。

　…………まさか、そんな呼び方をされるとは、夢にも思っていなかったよ。

「……俺は切原刃だ。殺人鬼さんじゃねぇ。……お前、名前は？」

「ふ、ふぇ？」

　ざりぃ、と小さく音を立て、瞳子は俺から少しでも距離を取ろうと奮ふん闘とうする。一向に下がってくれない脚は震えるばかりで、下手くそなギロの役割しか果たしていなかった。

　視線を嚙み合わせたまま、少女はお化けでも目にしたように固まっている。

　……自分で言うことじゃないが、今の俺はさぞかし恐ろしい目をしているんだろう。昔から目つきの悪さには定評があったし、今回の品ひん評ぴよう員いんも満足のようでなによりだ。

「……ひ、ひとみ、こ…………」

　ガチガチと、腐りかけのカスタネットみたいな音を奏でる歯が邪魔をして、瞳子は訥とつ々とつとした声しか紡げない。

　右目をうっすらと涙で潤うるませて、瞳子はようやくフルネームを口にする。

「わ、わたし……ひと、みこ…………めのみや……ひとみこ…………で、す……」

「？　なに？　今なんて……」

「眼めノの宮みや瞳子」聞き取りにくい声を補うように、視央が声優ばりに明めい瞭りような発音で付け足した。「彼女の名前は眼ノ宮瞳子といってね。我が家の食しよつ客かく、とでも言えばいいのかな。まぁこの辺のことは、話し始めるとキリがないし、別に私が今言う必要もないだろうからねぇ。情報開示は名前だけにしておこうか。この先は有料です、なんてね」

「……別に、こいつのことなんてどうでもいいんだよ」

　妙に思わせ振りな態度を取る視央に、俺の精神は更にささくれ立っていく。視央のにやにやとした笑みも、瞳子のおどおどした態度も、全てが全て気に食わなかった。

　今日は笹ささ蓋ぶた孔こう輝きを殺して、それでお終いの筈だったのに。

　こんなに苛立つ予定なんて、本来はなかったのに。

　――さっさと話を済ませよう。

　頭の中で、お題目の如ごとく復唱して――――俺は、瞳子に鋭い視線を投げた。

「お前、一体なにをしていたんだ？」

「っ、え、えと……」

　あからさまに目を逸らす瞳子。

　遭遇してから二秒で分かる、臆おく病びようを絵に描いたような性格の少女。そんな彼女が取る反応としては、まぁ順当な方だろう。俺が殺人鬼であることを考こう慮りよするなら、尚更に。

　だが、俺の眼光は錆さびつくことなく、瞳子に刺さり続ける。

　目撃者であり、得物に触れさせることさえ叶わない少女――――こんな奴を警戒しなかったら、殺人鬼失格の謗りは免まぬがれまい。

「お前が蹲っていたのは、俺が殺した男の傍そばだ。死体の近くだぜ？　気にするなって方が無理だろ。お前には、自分の行動を解説する義務がある。そうは思わないか？」

「う、…………あ、あの」

「お前は、自分が置かれた状況が分かんねーほど、バカなのか？」

「……………………っ！」

「……おま」「やぁれやれ、刃はせっかちだなぁ」

　と。

　押し黙ってしまった瞳子の横で、くすくすと囀さえずるように笑いつつ、視央が言ってきた。

　……相変わらず、喋るだけで人を不快にさせるのが得意な奴だ。学ラン内のナイフに伸ばしかけていた指に、一層の力が入ったのが分かる。

「……お前の方は、黙るってことをいい加減覚えてくれねーかなぁ？」

「お喋りは女子の生き甲が斐いだぜ？　おいそれとはやめられないよ――――それはともかく、もう少し物事をよく考えてみようね刃」小バカにするように腰を曲げ、俺の顔を下から覗のぞき込むようにして、視央は言ってくる。「この子が、眼ノ宮瞳子が、君のような怖い怖～い殺人鬼に、おいそれと事情を話すような子には見えないだろう？　なにしろ、人と話すこと自体が貴重だったんだからね、この子は」

「？　なにを言って…………いや」

　問い詰めようとして、しかしそこで俺は一旦思考を止めた。

　視央が遮さえぎるまでもなく、このままでは埒らちが明かないのは明白だっただろう。永久凍土に放り出されたかの如く震える瞳子が、そもそも話せるか否かさえ、今となっては怪しい。

「……んじゃあ、お前が教えろよ、事情。こいつが死体の傍でなにをしていたのか、知り合いのお前なら知ってんだろ？」

　視線と話題の矛ほこ先さきを視央に移した方が、まだ前進できそうだ――――そう判断して、俺は改めて、視央に向かって質問した。

　一体なにが狙いなのかは知らないが、眼ノ宮瞳子という少女をここに連れてきたのは、間違いなく視央だ。それも、よりによって俺が殺人を行っている真っ最中にである。

　つまり、こいつらにはなにかしらの目的がある、筈なのだ。

「勿論、知っているよ。私が事情も知らずに、小さな女の子をこんなところに連れてくる訳がないだろう。刃、君は私が誰なのか、今一度おさらいしてみるがいいぜ」

　果たして、視央は堂々と、俺に対して知っているということだけは自白した。

　知っているということ、だけ。

「――かといって、それをぺらぺらと、本人の了りよう承しようもなしに言いふらすほど、私は口が軽くない。君の犯行を一二年にも亘わたって秘していることからも、それは十二分に知れるだろう？　だから、瞳子が承認してくれない限り、私からその情報を開示するのは、難しいと言わざるを得ないなぁ。ほら、最近個人情報保護法が矢鱈うるさくてさぁ」

「……………………てめぇ」

　脳内でぷちぷちぷちぷち、血管が切れていく音がした。

　ダメだ、こいつとまともに会話できるなんて思うな。一丁前の立派なダイアログを期待するから腹が立つんだ。

　――――とはいえ、不確定要素をそのまま放っておくなんてことは、許す許さない以前に論外でしかない。視央の訳の分からなさ加減は昔っからだし、この場では放置するとして、問題なのは眼ノ宮瞳子だ。

　眼ノ宮瞳子。

　この風変わりな名前をした少女――――生かしておくという選択肢は、ないだろう。

　こいつは視央と同じく、殺人鬼である俺の目撃者だ。

　ならば、殺しておかなくては。

　一度はやり通そうとした指針をもう一度塗り固め、俺は、得物が詰まった学ランの中へと手を――

「明日」

　――と。

　唐突に、視央は指を一本立てて、俺にそれを示してきた。

「明日になれば、私も瞳子も、真実と事実と現実とを余すところなく、君に伝えると約束しよう。朗ろう々ろうと、嬉々として、喋ちよう々ちよう喃なん々なんと伝えようじゃないか。それでどうだい？」

「明日、だと……？」

　まるで挑発するように訊ねてくる視央。

　獲物を追い詰めた蛇のように、にかりと笑ってくる視央には、少なからず憤ふん懣まんが募る。盗ぬす人つと猛たけ々だけしいとは、正にこのことだろう。事情など聞かなくても、今すぐこの場で殺してしまえば、なんの問題もないのだから。

　しかし。

「…………本当に、包み隠さず話すんだろうな？」

「君が知るべきことは、最低限ね」

「……分かった」

　――結局俺は、視央の提示した時間に従わざるを得なかった。

　俺が殺人鬼だと知っていて、なおかつ、自分が死ねばその秘密をばら撒まく術すべを持つと豪語する視央。そんな奴の提案を、命令を、俺が無視できる筈がない。力関係は、完全に彼女の方が上なのだから。

　忌むべきことに、呪うべきことに。

「その代わり、明日話さなかったら…………殺すからな」

「おやおや、強気なことだね。言わなかったっけ？　私を殺したら――」

「お前じゃねーよ、瞳子をだ」俺は声色一つ変えることなく、平然と言った。「人間だってそうだろ。得体の知れないなにかは、殺してしまうのが手っ取り早い」

「それは怖いねぇ。なら、殺されない為にも最善を尽くさなきゃなぁ、瞳子」

「…………っ！」

　一人静かに息を呑む瞳子。その表情は、いっそ滑こつ稽けいなくらいに怯えていた。

　用心のために刺した意い趣しゆ返しの釘程度で――――笑わせるなよ、眼ノ宮瞳子。

　俺からすれば、死体の傍で蹲っていたお前の方が、よっぽど怖い。

「なんにせよ、譲じよう歩ほをしてくれたのはありがたいな。感謝するぜ、刃。その代わりと言ってはなんだが、そこの死体」

　胸の上で指を滑らせ、視央の右手が鋭く一点を指し示す。

　この場において死体と言えば、かつて笹蓋孔輝という名前だった肉にく塊かいしかないだろう。餌えさのお預けを食らった犬のように、舌を出して視央は言う。

「その男の死体については、私が処理しておこう。駄だ賃ちん代わりに、そのくらいのことはしてあげるよ。ふふん、なにしろ刃、君は殺人鬼なだけであって、人殺ししかできないのであって、死体の処理やら始末やらは専門外なんだろうしねぇ」

　いちいち発される酷い言い草に、心がささくれ立つのにも、もう慣れた。ダメージが軽減される訳ではないけれど。

　見れば、視央はいつの間にやら大型のリュックサックを傍らに寝かせている。察するに、あれに死体を入れて運ぶ算段なのだろう。俺も俺で、死体を始末する手段はあるのだけど…………まぁ、ここで断る理由にも、なりはすまい。

「…………あぁ。任せた」

　反論するのも面倒で、俺は短く返すだけだった。

　流石の俺も、疲れていたのだ。

　返事代わりににやりと笑いながら、視央がリュックサックを片手に死体へと駆け寄ってくる。すれ違いざま、リュックの中を覗いてみると案の定、大量の保冷剤と共に、俺の切り落とした男の手足が四本、綺麗に収まっていた。既に回収済みだったとは、本当に手早い奴である。

　視央の後ろをとてとてとついていく瞳子は、しかし、その血ち塗まみれの四し肢しに怯えることはない。どういう感性をしているんだろう。ナイフを持っていない殺人鬼が、死体よりも怖いだなんて。

「………………はぁ」

　疲れた。

　言う代わりに特大の溜息をわざとらしく吐き出して、俺はすたすたと歩き出す。

　元より、死体は好きじゃないのだ。

　だから、進んで死体の処理を買って出る視央の神経なんて、理解できないし。

　それに追従した瞳子のことも、分からない。

　知りたくも、ない。

「……気持ち悪ぃ」

　人のことを言えた立場ではないけども。

　それでも堪たまらずそう吐き捨てて、俺は殺人現場を後にした。
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　日常、と聞いてなにを思い浮かべるだろうか。

　これが例えば平凡な高校生だったとしたら、当たり障りもなく答えるのは容易たやすい。授業、部活、友達とのお喋り等々。社会人にしたって同じことで、授業が仕事に、部活が飲み会に変わったりする程度だろう。あとは人にもよるが、所いわ謂ゆる趣味が入るくらいか。

　さて、ここで一つ厄介な点がある――――俺は、殺さつ人じん鬼きだ。

　切きり原はら刃じん＝殺人鬼。この式は、いつ如い何かなる時でも成り立つと言っていい。所謂普通の『人間』とは、いっそ分けて考えてみるのもありかもしれない。殺人をしなければ生きていけない――――そんなのは、真っ当な人間とは言えないだろう。そんな化ばけ物ものの日常は、他の人間とは決して相容れないものになりはしないだろうか、というのが問題である。

　とはいえ、幸か不幸か、殺人鬼と雖いえども俺は、人間として生を受けている。

　殺人鬼としての切原刃が、殺人を日常とするのと同様に。

　人間としての切原刃は、誰もが思い浮かべる平凡な日常を過ごしている。

　例えば、今年で一七になる切原刃が当然通うべきであろう高校にだって――――俺はきっちりと、通っているのである。

　平々凡々に、至し極ごく平和に――――いっそ傍ぼう若じやく無ぶ人じんにも。

「切原ちーんっ、お願いがあるから起きてほしいのだけれどもっ」

「…………ぁんだよ」

　――――誰かの声がして、俺は意識を微睡まどろみから拾い上げる。

　急に明度を増した視界に映り込んでくるのは、薄いベージュの床に煤すすけた天井。落書きまみれの黒板が端っこを陣取り、あとは一面、机と椅子と同級生の大海原だ。

　紛れもなく、俺が通っている私立加か賀が峰みね高校、二年四組の教室である。

　時刻は、八時一〇分過ぎ。俺が登校してきたのは、朝の七時半だったから…………なんだ、まだ四〇分しか寝られていないじゃないか。畜ちく生しようめ。

　朝っぱらから人の睡眠を妨ぼう害がいしてきやがったのは、視界のど真ん中に陣取った、オーソドックスな白と紺のセーラー服姿の女子生徒。俺の右隣に座る、よーく見知った顔の奴だった。

「…………なんだ、恋こい思しか。チッ」

「き、切原ちーん…………お顔、怖いよー……？」

　失礼なことに、寝起きの顔を見ただけで震え上がる少女――――虹にじ神がみ恋思は、助けを求めるように左右を見渡していた。

　そりゃ、俺の顔だって怖くもなるわ。

　真面目に学生をやっている俺は、昼間に人を殺すことができない。必然的に、殺人鬼としての日常を、日課をこなすのは夜の時間帯になる。

　つまり、朝は非常に眠いのだ。

　まさか授業中に寝る訳にもいかないし（いや、寝るけどな？　大たい義ぎ名めい分ぶんとして、の話だ）、そうすると学校で寝られる時間など限られてくるだろう。家でだらだら惰だ眠みんを貪むさぼっていたら、俺の性格的にほぼ遅刻確定コースだろうし…………この朝の時間というのは、なかなかに貴重なのである。

　にも拘かかわらず…………恋思め。隣の席だからってべたべたしてきやがって。ウザい。

「で？　お願いってなんだよ恋思。俺の睡眠時間を削ってまでしなくちゃならないものなのか？　あぁ？」

「……切原ちん、家でどんな生活してるのさ」何故だか俺の右横で仁王立ちする恋思が、呆れたような目を向けてくる。「わたしは夜の九時には寝てるから、朝でもこんなに元気の子なのに」

「……………………」

「夜更かしはめっ、だよ」

　悪戯いたずらっぽい笑みを見せ、びしっ、と指を立てる恋思。説教紛いのことをしている時まで、こいつは飽くなきまでに楽しそうである。

　…………言える訳、ねーよなぁ。

　深夜まで殺人に没ぼつ頭とうしていて、だから夜はロクに寝ていないだなんて――――そんなこと、口が裂けても言える筈はずがない。

　学校での俺は、ほんの少し愛あい想そうが悪いだけの、ただの高校二年生なのだから。

「で、お願いなんだけどさ切原ちん」自分の机に腰掛けるというマナー違い反はんを犯しつつ、恋思はわざとらしい明るい口調で言った。「切原ちんさ、一時間目の授業で小テストがあるの、覚えているよね？」

「ん？　あぁ……あれか」

　今日が何曜日なのか思い出すのに手間取ったが、俺はなんとか頷うなずくことができた。

　火曜日の一時間目、国語の授業では、毎回小テストが実施される。所謂、漢字テストという奴だ。カタカナで書かれた部分を漢字に～、とかっていうテンプレートなもの。出題されるのは教科書で扱った漢字だし、別に難しいものでもなんでもない。

　少なくとも、意識から外せてしまう程度には、簡単なものである。

「あれがどうかし――」「お願いします切原刃さまっ！」

　土下座まで行きかねない勢いで、バレーボールサイズの頭を振り下ろす恋思。

　妖怪けらけら女の親類なんじゃないかってくらいに笑っていた顔に、今や笑みはない。真剣な眼まな差ざしが、俺のことを射抜いてくる。ただならぬ雰囲気を発しながら、恋思は、頭を下げたままにこう言ってきた。

「どうか…………どうかこのわたくしめに、漢字テストの範囲を教えてくださいっ！」

「さて寝るか」

「見捨てないでっ！　ねぇわたしを見捨てないでよ切原ちぃんっ！」

　本気で泣きついてくる恋思を振り払い、再び居眠りの体勢に突にゅ「お願いお願い教えて教えてお願いだからわたしを見捨てないで諦めないでもう少し付き合ってってばぁっ！」うっわ本気でうぜぇまとわりついてくんなこらっ！

「女の子に頭下げさせといてスルーは酷ひどくないかなっ!?　どうすんのさこの空気っ！　恋思ちゃんのこの溢あふれんばかりの熱意はどこに向かえばいいのかなっ!?」

「勉強に向けさせろよ。あと離れろ。ウザい。暑い」

「だから勉強する範囲が分かんないんだってばぁっ！」

「んなこと言われても…………俺、別に範囲気にして勉強してねーし」

「……切原ちん、国語だけは成績いいもんねー。ちぇっ、役立たずめっ」

「恋思、それは本人が言うから許されるのであって、他人が言ったら鉄てつ拳けん制せい裁さいの対象だ」

　そして、お前にはこの言葉を授けてやろう――――有言実行。

　男女平等に極めて賛成な俺は、女性にも容よう赦しやなく拳こぶしを振るう。頭頂部に思い切り拳げん骨こつを食らった恋思は、しかしそれでもへこたれる気配は見せなかった。

「ぐぬぬぬ、こうなれば…………へーい罪つみ忌きちーんっ！」

　今までのやり取りはなんだったんだと、苦言を呈さずにはいられないほどの速度で俺を見限った恋思は、すぐさま、今度は俺の前に座る奴へと声をかけた。

　これまたオーソドックスなブレザーを着込んだ女子生徒は、ショートカットの髪をぴくりとも動かさず、「なに？」と短く応じていた。今まで黙もく々もくと机に向かっていた彼女、きっと今日の授業の予習でもしているのだろう。真面目で大変よろしいことだ。












「罪忌ちん罪忌ちん、あのね、漢字テストの範囲を――」

「ダメよ」

　が、真面目な奴とは得てして融ゆう通ずうが利かない。

　岡目八目の俺が予想していた通りの、取り付く島もない返事。にべもなく断りの言葉を口にした上、彼女は――――学級委員長・罪忌輪りん廻ねは、堂々と説教を始めてしまった。

「大体虹神さん、あなたがテストの範囲を知らないのは、単なる自業自得でしょう？　真面目に勉強していないから、こういうことになるのよ。自分の失敗に他人を引き摺り込むなんて、失礼だとは思わないの？」

「ぅ…………そ、その、罪忌ちん……」

「言い訳は結構。なにも聴きたくはないわ」厳しい態度を崩すことなく、罪忌は言い放つ。「これを機に、ちゃんと勉強するようになりなさいな。努力をしない者に成功はない…………私も切原も、虹神さんが努力するようにならない限り、手は貸さないから」

「…………罪忌ちん、先生よりも怖い」

　それに関してはまったくの同感だな。後ろから見てるだけでも怖いわ。

　けど、言っていることは正論。

　人に頼るより先に、自分で精一杯の努力をする――――これは当然のことである。

「……っ、えーいこうなったら彩あやの井いちんでもいいやっ！　彩井ちーんっ！　漢字テストの範囲教えてーっ！」

　…………尤もつとも、説教もする相手を間違えればただの雑談だけどな。

　全然聴いちゃいねーし。欠片も身になってねーし。

「ん？　なんだ？　誰か美少女が俺を呼んだかっ!?」

　そして、呼ばれた方は第一声から残念極まりないな。

　とうとう自分の一個前に座る男子生徒、彩井リライトにまで助けを求めたか、恋思よ。フランス人と日本人のハーフ、人呼んで『残念イケメン』の金髪青年、彩井リライトに。

「はいはーいっ！　わたしっ！　この超絶美少女、虹神恋思ちゃんが呼びましたっ！」

「チッ、なんだよ恋思かよ。っつーかなんだ漢字テストって？　それは食えるものか？」

「第一声から残念だったよ彩井ちんっ！」

　どっちもどっちだろバカコンビ。

　そうツッコもうと口を開いた矢先。

「「……………………」」

　バカコンビが二人揃そろって、ぐるりと俺の方へ向き直ってきたのだ。

　そのキラキラ光る四つの目は、明らかになにかを期待している眼差しで…………難なんに巻き込まれぬよう、もう一度眠りに就「「お願いします切原さまぁっ!!」」うおぉっ!?　なんかゴキブリ辺りを彷ほう彿ふつとさせる体たい捌さばきで、このバカコンビ、俺の机に齧り付いてきやがった!?

「お願いだよ～切原ちんしか頼れる相手がいないんだよ～」

「そうなんだよ切原～、頼むよ～、祟たたるよ～？」

「なにしれっと脅迫してんだ彩井」

　あと、男が軽々しく語尾を伸ばすな。ぶっちゃけキモい。

　……、………………よしっ。

「…………教科書の四七ページから五〇ページだよ」

「……そっか、教えてくれないよね。うん、そうだよね。罪忌ちんの言う通り、だもんね。自分で努力しない人間に、利益があるようなことをしてはくれないってぇえええええええええええ、え、え、え、本当っ!?　本当なの切原ちんっ!?」

　また典型的なギャグを…………お笑い芸人でも目指してんのかお前らは。

「あぁ、それと五二ページからも出るとか言ってたなぁ。そこら辺、念入りに勉強しといた方がいいんじゃねーの？」

「「お、おぉぉぉ…………あ、ありがとうございます切原さまっ！」」

「じゃ、今度数学の宿題が出た時は代わってくれよ」

「「委い細さい承知いたしましたぁっ！」」

　双子でもこうはならねーだろってくらい、声を揃えて言ってくる恋思と彩井。

　二人はそのまま、愚ぐ直ちよくにも教科書を開いて勉強を始めてしまった。授業まで残り数分しかないのに、無駄な抵抗が好きな奴らである。俺が教えてやったページを開いて…………ほどなくして、恋思が「？」と首を傾げ始める。

「…………あの、切原ちん。ここ、漢字全然ないんだけど。っていうか章立てのページなんだけど。『第二章　評論』としか書いてないんだけど」

「そりゃそうでしょうよ」お節介にも首を突っ込んできたのは、勉強が悪足掻きになる前に潔いさぎよく中断を英断した、罪忌輪廻だった。「虹神さん、それに彩井。今、切原が教えた範囲って、全部出で鱈たら目めよ？」

「へ？」「は？」

　あ、ここは流石に揃わないのか。

　なんて、暢のん気きな感想を持っていると、見る見る内に鋭さを増していく四つの瞳が、俺のことを睨みつけてきた。担かつがれたのだと勘付いた恋思は、目に涙さえ浮かべている。

　……いやいや、こんなことで泣かれても。

「き、切原ちぃん……！」

「…………恋思、それに彩井。お前らに一つ、いいことを教えてやる」

　丸い刃の如き視線に晒されながらも、俺は悠ゆう然ぜんとした姿勢を崩さない。

　俺が殺人鬼だから――――では、ない。今の俺は高校生、どこにでもいる普通の学生だ。そのスタンスを、この場で崩すつもりはない。

　殺人鬼の時は殺人鬼らしく――――人間の時には、人間らしく。

　その二つがあってこそ、俺の人生は成立する。

　両面ともが掛け替えのない、俺の人生の一部である。

　だからこそ、俺は学校にいる間、極力殺人鬼にはならない。

　ただの人間として、学生として、自席に悠々と腰かけているのだ。

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくで。慇いん懃ぎんでもなくただただ無礼に。

　からかう腹積もりしかないままに、俺はにやりと笑ってみせた。

「勉強しない方が悪いし――――だから、騙だまされる方が悪いんだよ」

　その瞬間、掠かすれたチャイムが響き渡る。
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「おーいお前らー。なーにやってんだー。席着けー席ー」

　がやがやと、一角だけが賑にぎやかな教室に、間延びした声が響いた。

　見れば、正面の教きよう壇だんには、既に担任の教師が到着し、出席簿をバチ代わりに教壇の演奏を行っていた。眠そうな顔に、煙草たばこで黄色くなった目と歯。やる気の欠片も感じられないぼさぼさ髪は、羽織ったスーツの上着によって、辛うじて威い厳げんを保っている。

　彼の名前は、贄にえ波なみ…………先生。確か、下の名前が百も舌ず迅はや。だった気がする。

　この一〇分間、恋思がなんとか打開策を見出さんとしていた、かの漢字テストを出してくる教師である。

「っ、贄波せんせー！」一発逆転を諦めていない恋思が、わざとらしく大きな声を出した。「い、今廊下を下着姿の女子高生が走っていましたよっ！　追いかけないとっ!!」

　…………いやいや、どんな苦し紛れだよ。

　それで担任教師の気を逸らそうとか…………色々な意味で最低だな、恋思。

「おーそーか。先生は布切れよりも中身の方が好きだからなー、どうでもいいわー」

　スルーする贄波先生も、これはこれで最低な対応だな。

　セクハラで訴えられても文句は言えねーぞ。うちのクラスメート共は、揃いも揃って大爆笑しているだけだが。

　笑い声が方々に散りながら、やがて静せい寂じやくが教室を包み込んでいく。憂ゆう鬱うつそうな溜息を吐いた先生が、やがて気の抜けた声を吐き出してきた。

「うーっし、全員席着いたなー。欠席者はなーし。連絡事項なーし。特記事項あーり。どいつもこいつも耳かっぽじってよぉく聴いとけよー」

「「「「はーい」」」」

　小学生みたいにいい返事が発されるが、贄波先生はにこりともせずに流していた。

　俺は勿もち論ろん、返事なんかしていない。ガキじゃねーんだし、その場のノリを解することが必ずしもいいこととは限らない。世の中には悪ノリという言葉も存在するのだ。

　――――とまぁ、こういうのが、こういう時間が延々と続いているのが、俺の日常。

　人間としての切原刃が、過ごしている日常だ。

　騒がしいし賑にぎ々にぎしいし、姦かしましいし喧やかましい。常に睡眠不足がついて回る、面倒臭いことが多々ある生活である。なにより、人一人でも殺してしまえば、即座に崩れてしまう脆ぜい弱じやくな時間。

　こうしている今だって、俺の中では膨ぼう大だいな殺意が、溢れ返りそうになっている。抑え切れない莫ばく大だいな生存本能が、無理矢理に顔を覗のぞかせてくる。それらを抑えつける度に襲い来る、心臓を鷲わし摑づかみにされるような不快感。これに耐えるくらいなら、今すぐにでもこの教室を血の海に沈めてしまう方がよっぽど楽だろう。

　けれどこの日常は、掛け替えのないものだ。

　少なくとも最低限、生命維持活動としての殺人よりは、呼吸や食事と同レベルの殺人よりはずっとずっと、生きていると感じられる。壊そうだなんて、とても思えないほどに。

　殺人鬼としてしか、俺は生きられないけれど。

　人を殺してないと、俺は死んでしまうけれど。

　人間としての生活も、俺は、望んでいる。

　それは例えるなら、人にん魚ぎよに憧れる人間のようなものだ。海の中で暮らしたいと思うそいつは、しかし酸素がなければ生きられまい。故ゆえに何度も何度も、海面に上がって息継ぎをしなければならない。その癖、潜もぐっている間は息苦しくて仕方がない。

　けれども俺は、その息苦しさを押してでも、ここにいたいと思う。

　生きているだけじゃ、死んでいないだけじゃ、生きているということにはならないから。

「えーっと、なんだっけかなー…………そうそう、このクラスにー、転入生がやってきやがりますんでー、おれの手間が増え…………じゃなかった。みんな優しくしてあげて、ついでにおれの負担も減らしてくれー」

　私情挟みまくりだな、この駄だ教きよう師し。

　…………ん？　え？　今、なんてった？

「……先生？　転校生って…………マジ、ですか？」

「マジだよ、なんで俺が噓吐くと思ってんだこらぶち殺すぞ」

　誰からともなく発せられた質問に、ガチギレの表情を浮かべる贄波先生。

　短気過ぎるだろ。いや、普通は疑うよ。

　転入生って……六月のやや肌寒い季節に、そんな奴が来るものか？　やや季節外れな感が否めないし、それにここは…………世にも悪名高き、加賀峰高校だぞ？

「あー、転入生は女子なー。よかったなー男子諸しよ君くん。残念、でもなさそーだな女子諸君」

　心底面倒なだけらしく、やる気の失せ果てた声を出す先生。

　しかし、先生からの報しらせを受けて、教室は一気に色めき立っていた。何人かの男子は「いやっほぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」などと叫びつつ、机の上でダンスまで披ひ露ろうしている。ちなみに主犯は彩井だった。死ぬほどどうでもいい。

　…………そこまでいいことなのだろうか、転入生が来るって。

　そりゃ、滅めつ多たにないレアイベントではあるだろうけどな。大体、この私立加賀峰高校は、はっきり言ってバカ学校である。こんな場所にわざわざ転入してくるなんて、よほど頭が悪いか、世間に疎うといかの二択だろう。

「んじゃー呼ぶぞー。おーい、入ってこい転入生ぇー」

　転入生の名前を覚えていないらしい贄波先生は、廊下に向けて無ぶ遠えん慮りよな声を放つ。

　熱気が最高潮にまで盛り上がった教室に、その転入生は、どこか怯えたように入ってきた。きょろきょろと辺りを見回しながら、ゆっくりと、地じ雷らい原げんでも歩くかのように。

　が。

「…………!?」

　そいつの姿を見た時、俺は声も出せないほどに驚いた。

　立ち上がることも、叫ぶこともできないほどに。

「……あ、あの…………」

　おどおどと、不安げに首を忙せわしなく動かしながら、そいつは言う。

　私服制という規則を最大限に生かした、黒いフリルだらけのゴスロリ服を着込んで。

　冗談みたいに長い白はく髪はつを棚引かせ。胸の前で、楓かえでみたいに小さな手を組み。

　左目を眼帯で覆い隠した少女が。

　他でもない――――眼めノの宮みや瞳ひとみ子こが。

「わ、わたし……め、眼ノ宮、瞳子、です。…………そ、その……あ、あんまり、人と話した、こと、なくて、……だから、その…………えっと……」

　小刻みに震え、顔中に貼りつく汗を篩ふるいにかけるように落としつつ、怖々と声を出す。




「……あ、あんまり……話し、かけない、で……くだ、さい。よ、よろしく、です……」




　少女の嘆たん願がんは、当たり前のようにフラグとして屹きつ立りつし、教室は歓喜の渦に包まれた。












　耳を塞いでも意味がない凄まじい喧けん噪そうの中、俺だけは、静かに呆然としていた。

　愕がく然ぜんとしていた。

　眼ノ宮瞳子。

　昨日、俺の殺さつ刃じんから生せい還かんし、死体の傍で蹲うずくまっていた、郷さと弥み視み央おの知り合いである少女。

　恙つつがなく流れる筈だった俺の日常に、払い難い暗雲が立ち込めてきた気がして――――俺は無意識に、胸元に仕込んだナイフへと、手を伸ばしていた。
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「ねぇねぇ眼ノ宮さん、その服ってどこで売ってるの？」「というかどこ高？　前いたのはどんな学校だった？」「あ、あの、その……」「うわ髪さっらさらっ！　なにこのキューティクル憎いっ！」「ほっぺぷにぷにだよぉ、可愛いよぉ」「好きな映画ある？　ちなみに私はこの『十三日の」「苦手な教科とかないか？　なんなら俺が教えてやるぜ？」「はいはいナンパ目的の男共は散れウザいっ！」「……え、と」「部活とかなにに入る予定？　なんなら私と一緒に陸上部へ」「俺と共に帰宅部世界一を」「汝なんじの秘ひ儀ぎは我が血統の業わ技ざに依よりて暴かれん！」「はいはい黙った黙った」「ち、ちなみに……好きな性別、は……？」「眼ノ宮さん、お昼一緒に食べようよっ！」「こ、この時期に転入って、なにか訳が……」「学校探検行かないっ!?　転入してきたばっかじゃ分かんないこと多いっしょ？」「なんなら町ごと案内してやろうか？　オレ様のバイクテクで」「瞳子ちゃん、ちっちゃいよね～。ちゃんと食べてる？」「いやいやこのミニマムサイズこそが可愛らしくて魅力的なのだろうがっ！」「ロリコンは黙ってろそして死ね」「…………」

　――――以上、辛うじて聞き取れた範囲で組み上げた、眼ノ宮瞳子転入直後のダイジェスト音声である。現在進行形で素材が増え続けているので、完成版を放映するのは当分先の予定になるだろうが。

　一時間目と二時間目の授業の合間に存在する、たった一〇分の休み時間。

　そんな間かん隙げきを縫うようにして、我が親愛なるクラスメート共は、瞳子の机に群がっていた。それはもう、道端に落ちている飴あめに集たかる蟻ありが如く。

　幸いにして、俺の席は一番窓側の列。転入生である瞳子は、自動的に廊下側の最後尾に追いやられているので、俺の元まで人が来ることはない。騒音にさえ目を瞑つむれば、もとい耳を塞ふさげば、俺の周囲は平和そのものだった。

　周囲は。

　外側だけに限った話を、してしまうのならば。

「ほんっと、高校生って言ってもガキよねぇ」

　一つ前の席に座りつつ、呆れたような声を出す少女に、俺は視線を向ける。

　罪忌輪廻。絵に描いたような委員長タイプの彼女は、生温かい目で喧騒を見つめていた。頰ほお杖づえを突きつつ、薄く笑う罪忌に、俺は「……そうだな」と同意の声を返す。

「たかが転入生で、あれだけ舞い上がっちまうとは、我が同級生ながら情けないぜ」

「気持ちは、まぁ分からなくもないけどね。眼ノ宮さん、可愛らしいし」

　言いながら、俺たち二人はそいつを眺める。

　眼ノ宮瞳子。

　不自然な時期にやってきた、転入生。

　……昨夜、死体の傍で蹲っていた少女。

「…………可愛らしい、ね」

　罪忌の言葉を反はん芻すうしてみて――――まぁ、その点に関しては頷いてもよいと思った。

　実際、瞳子の容よう姿しは大変に可愛らしいものだった。視央のような、この世の男の大多数が好みそうな、謂いわば魅力ある姿ではない。幼さの残る顔立ち。立ち姿。そして見目姿通りの稚いとけない動作。小動物を思わせるおどおどした態度。

　可愛らしい。それ以外の言葉は不適当だとさえ思える。

　それ故に、余計におぞましい。

　何故俺の殺刃を的確に避け得た？　何故視央はこいつを連れてきた？　何故こいつは、今ここにいる？

　俺の日常に――――人間の日常に。

　殺人鬼ではない、人間であるこの俺の日常に――――

「……？　どうしたの切原、なんか顔色悪いけど」

「…………別に、なんでもねーよ」

　深みに嵌はまりかけた思考から、俺はなんとか、自分自身をサルベージする。

　…………今は、殺人鬼の時間じゃない。殺人鬼の居場所でもない。だから、殺意が湧わき立つようなことを、考えちゃいけないんだ。

　今は人間としての俺の生を、謳おう歌かする時間なのだから。…………きっと他人から見れば、なんの意味もない線引きなんだろうけど。

「にしても、罪忌。お前はあいつ、眼ノ宮瞳子のこと、気になんねーのか？」話題と意識、双方を逸らすための浅い質問。なんの意図もなく俺は、なんの気なしの言葉を口にする。「転入生に群がる学生集団っつーのは、ある種の風ふう物ぶつ詩しみたいなもんだと思うが、お前は例外か？　罪忌輪廻さんよ」

「同じく例外の切原に言われたくはないよ」字じ面づらほどに不機嫌ではない台詞を吐きつつ、罪忌は母親かなにかのような目をして続けた。「まぁ、うん。本音を言っちゃえば、興味津々かもね。こう見えて、可愛いものは人並みに好きだし。けどさ、私はほら、学級委員だから」

「……？」

「まとめ役なんだし、さ。率先して転入生の迷惑になるような行為は、できないって」

「そりゃ、立派な心がけで」

　隣のクラスの狂った学級委員にも聞かせてやりたいね、その台詞。

　転入生なんてレアケース想定しないでいいから、俺にだけは最低限迷惑かけんなよって、あの女め郎ろうに。

「そう言う切原だって、興味、あるんじゃないの？　眼ノ宮さんにさ」

「……否定はしねぇよ」ただし、肯こう定ていもしない。

　何故なら罪忌の言う『興味』と俺の中の『興味』は、決して相容れないものだから。

　俺が抱いているのは、眼ノ宮瞳子への危き惧ぐ、警戒、そして殺意の下準備だけ。

　この空間にいる大多数が共通して持っているような、健全な好奇心とは無縁だった。

「そ。まぁあの連中みたいに迷惑も顧みずに猪ちよ突とつ猛もう進しんするようなら、私が止めるけど」

「いや、やんねーからそんなガキじみたこと」

「どうかなぁ？」にやり、と悪戯っぽく笑い、罪忌が俺の目を覗き込んでくる。「切原は、このクラスん中じゃ大人びてるしなぁ。クールで、余裕ぶって、本心とか隠してそう」

「気紛れで人をからかってんじゃねーよ。そこまで『興味』はねーって」

「どうだろうねぇ。刃はこう見えて案外むっつりなところがあるし、転入生のロリっ娘ちゃんに案外ぞっこんかも」

「だから、そんなことは――――って、え？」

　奇妙な違和感が、俺の全身を強こわ張ばらせていく。

　罪忌は、罪忌輪廻は、男子のことは名字呼び捨てで、女子のことは名字にさん付けで呼ぶ人間だ。実際俺だって、ほんの五秒前には『切原』と呼び捨てられたばかりである。

　俺のことを下の名前で呼ぶ奴なんて、このクラスには、一人も――

「あ、郷弥さんじゃん」

　と。

　罪忌の口から、酷く簡単に、その名前は吐き出された。

「…………っ」

　彼女の声が聞こえた瞬間、俺は勢いよく後ろへと振り返っていた。

　きっと無意識にだろう、手元に転がっていたシャープペンシルを握り締めながら。

　背後に立つ、白と紺のセーラー服を着込んだ郷弥視央を、思い切り睨ねめつけた。

「……てめぇ、なんでここに来てんだよ…………！」

「おいおい、冷たいことを言わないでくれよ刃。昨今、リアルでは大分貴重な幼馴染みなんだぜ？　もっと友好的な空気を出してくれよ」

　薄ら笑いを浮かべた視央は、眼光を鋭くする俺を小バカにするように言ってくる。

　……何故だ。何故、お前がここにいる。

　俺の教室に。俺の居場所に。人間である俺の場所に。

　ざわざわと苛立つ心が、胸の奥で暴れ騒ぐ。今すぐに全身を掻き毟むしって、多過ぎる血液を排出したい気分だった。

「こら切原。いきなり怖い目になんのやめなさいって。相手は女の子なんだよ？」

　そんな俺の心中を知る筈もなく、罪忌は諫いさめるような言葉をぶつけてくる。

　背中目掛けて放たれる、視線と言葉のダブル攻撃。居心地を急速に悪くしていくそれが、どうにか俺を人間として留めていた。

　殺人鬼ではなく、普通の高校生活を送る、人間として。

「……罪忌」

「なんでもなにも、そりゃ別に来るでしょうが。郷弥さん、同じ学年なんだし。確かに、普段うちには滅多に来ないけど、他のクラスにだって友達多いんだよ？」

　当たり前だ、俺が来るなっつってんだからな。

　この女狐とは、夜中や休日に嫌というほど顔突き合わせてきてんだ。平日の、真っ昼間の、人間として生きる学校でまで会っていられるか。ストレスでぶっ倒れちまう。

「ふふん、言われてしまったものだねぇ」歯をギリギリと食い縛る俺を見下ろしつつ、さも楽しそうに視央は言う。「私も、もっと気軽に訪ねてこられたらいいんだけどね。ふふん、今日は刃にも内緒で来ちゃったし、驚かせ過ぎちゃったかな？」

「あー、いいよいいよ郷弥さん。こんな奴にいちいち報告とかしないでさ」てめぇ、ナチュラルにクラスメートをこんな奴呼ばわりすんなやコラ。

「悪かったねぇ。ふと風の噂で、転入生が来たとか耳にしてね。物もの見み遊ゆ山さんに寄ってみたんだけど…………どう形容すべきか。ねぇ罪忌さん、転入生というのは黒くろ山やまの化物だったかな？」

「形容するとしたら、お人形さん、かな？　今はバカ共に埋もれちゃってるけど」

　社交性抜ばつ群ぐんの『いい人』オーラを満まん遍べんなくばら撒く視央。それを見ているだけで、俺は吐きそうになるほどの不快感を覚えていた。殺意を堪えているのとは、また別の。

　少しでも苛立ちから目を逸らすべく、瞳子の席へと視線を向けると…………成程確かに、瞳子の姿は集い集まったクラスメート共によって覆い隠されていた。時折隙間から、足あ掻がくように震えるフリルが見えるが、あれが瞳子だろうか。六月だというのに、最早おしくらまんじゅう状態である。

　…………なんだ、あのバカみたいな姿。本当に昨日、俺の凶器をかわしたのと同一人物かよ。実は裏でこっそり入れ替わってんじゃねーだろうな？　まるでか弱く弱々しい、単なる普通の女子生徒じゃねーか。

「あ！　ねぇねぇ瞳子ちん、その眼がん帯たいってなんなのかな!?」

　と。

　聞き慣れた声が教室中に木霊する。ここまでの大声を躊ちゆう躇ちよなく、そして周囲への配はい慮りよなく発せられる奴など、如何にバカばかりのこのクラスと雖も一人しかいるまい。…………というか、一人で充分だそんな奴。

「…………へ？」

「だから、その眼帯っ！　カックイーじゃん超イかしてるじゃん！　革製でお洒落しやれだしその割に瞳子ちゃんには似合ってないし――――ねぇ、それ外して見せてっ！」

　無遠慮な声を上げる主犯格、虹神恋思は、そのまま人の山へと埋もれて見えなくなっていく。どうやら最深部にいる瞳子へと、直接干渉を試みているようだ。

　だがしかし、眼帯、ねぇ。

　確かに気になるアイテムではあるだろうな。瞳子の、少女より幼女と表現するのが近い矮わい軀くに、ゴスロリ服はよく似合う。おどおどした態度も同様だろう。そんな中、誂えたような幼女キャラのその中において、眼帯だけが異様なのだ。

「や、だ、ダメ……です……！」

「えーっ!?　いいじゃんちょっとだけーっ！　減るもんじゃないよ汚さないしーっ！」

「こ、これだけ、は……ほ、本当、に……！」

「おーねーがーいーっ!!」

　段々とエスカレートする言い争い……と称するにはやや知能指数の足りないやり取り。控え目な幼よう稚ち園えん児じと図々しい小学一年生の喧けん嘩かを見ているようだ。いや、喧嘩にすらなってはいないのか。

　……たかが眼帯を外すことの、なにをそんなに嫌がるのだろうか。しかも、理由も言わずに『ダメ』の一点張りで。

「はぁ……もうっ、しょうがないんだから虹神さんは」

　どこか疲れを滲ませた声を上げると、罪忌は唐突に、その場ですっくと立ち上がる。ガリガリと頭を掻き毟るその仕草は、優等生な彼女には似合わず乱雑だった。

「止めてくるね、あの子。流石にやり過ぎだわ」

「うん、そうだね」背筋に寒気が走るほどお淑しとやかな声が、背後から聞こえてきた。「転入生の彼女も、本気で嫌がっているみたいだし。己所不欲勿施於人おのれのほつせざるところひとにほどこすことなかれ、ってね」

「？　え、と……そ、それ、よく分かんないんだけど…………相変わらず、郷弥さん博識だよねぇ。尊敬するよ。この前だって――」

「ふふん、私なんてまだまだだよ。それより、転入生を放っといて大丈夫なのかい？」

「わわっ、そうだった」

　言って、罪忌は慌てて駆け出していく。流石に机やら鞄やらの障害物がある教室内で全力疾走はできないが、競歩選手も斯かくやとばかりの速足は、あっという間に瞳子の元へ到達していた。

　置いてけぼりを食らった形の俺は、視央と二人、教室の逆端に残される。

「罪忌輪廻さん、本当にいい子だねぇ。そうは思わないかい？　刃」

「……眼ノ宮瞳子の、あの左目」

　問いかけを無視する形で、俺は視央に向かって言葉を発する。

　既に罪忌はこの場にいないのだし、変な気を回す必要はあるまい。人当たりのよい頼れる女生徒を演じている女め狐ぎつねの、その化けの皮を剝はがさんばかりに俺は、視央のことを強く睨みつけた。

　敵意だけを剝き出しにした目で。

「あの眼帯の裏…………なにを隠してる？」

「ん？　なんだ刃、学校でそんなに怖い目をするなよ。まるで殺人鬼みたいだぜ？」

「っ……お前が、原因だろうが」

　殺人鬼と人間は、相容れない――――殺す側と殺される側は、共存し得ない。

　それを重々承知だからこそ、人間の場所である学校で、殺人鬼の俺を覗かせたのだ。

　俺の平穏な日常に、これ以上余計な要因を入り込ませないために。

　人間としての日常を、守るために。

　人間と殺人鬼、双方が混ざり合う不調和に顔を顰しかめながら、俺は続ける。

「形なり以外は少し内気な転入生を装っちゃいるが、それでも、あの眼帯は異様だろ。溶け込み方は見事なもんだと褒ほめてやりたいけど、でもあいつは――」

「昼休み、瞳子と一緒に屋上に来なよ。刃」

　俺の話など一切聞かず、あくまで自分のペースでことを押し進める視央。

　よく言えばマイペースなのだろうが、こいつのは恋思なんかのそれとはまるで違う。明確な意図の、或あるいは悪意の下もと、無理矢理にでも事態は進行させられるのだ。

　濁だく流りゆうのようなうねりは、俺に逆らう暇すら与えない。

「君が望むと望まざるとに拘らず、話しておかなければならないことは山積みなんだ。学校で殺人鬼側の話をするのは気が引けるだろうけど…………まぁ、今更だろうしね。勿論、来なくても構わないよ？　その時はそれ相応の手段を取るだけ、だからね」

　本当に、たったそれだけを言い放って。

　視央は静かに、足音一つ立てないで、俺の教室から出ていった。賑やかな瞳子の後ろをすり抜けて、誰にも気づかれず、俺の視界から消え失せたのだ。

　残されたのは、心臓を鑢やすりで削られているかのような、不快極まりない感覚だけ。

　笑顔に不満顔、感情が読み取れないくらい賑やかな騒ぎたちが――――何故だか俺には、遠いものみたいに思えていた。
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　私立加賀峰高校には、屋上への立ち入り禁止令がある。

　理由はご多分に漏れず、安全性への配はい慮りよ。しかし、カタカナの『ロ』みたいな形をした校舎の屋上は、安全対策など既に何重にも施されている。二メートル近い柵さくも完備されているし、中庭へ繋がる空くう洞どう部分には、ご丁寧にネットまで張られているのだ。その所せ為いだろうか、生徒のみならず教師の間でも、この禁止令は大分軽んじられている。

　結果としてそこは、睡すい魔まと戦い抜いた勇ゆう敢かんな騎士たち（笑）の休息所と化していた。

　見晴らしのいい、コンクリートで舗ほ装そうされたそこでは、音声は全て筒抜けになる。

「それでいいんだよ。いや、それがいいんだよ」

　そんな屋上の片隅。

　スカートを穿はいている事実に欠片も配慮せず、視央は堂々と体育座りをしていた。

　時刻は一二時二四分。一時間の昼休み真っ只中。

　授業が終わってすぐに移動を開始した俺と、そんな俺に連行された形の瞳子は、揃って屋上の柵に寄りかかっている。ステンレス製のそれは、二人分の体重がかけられてもびくともしなかった。

「ここみたいなオープンスペースでは、周囲から入ってくる情報量が多過ぎる。人間じゃあ処理し切れないほどにね。余程集中しない限り、私たちの話している内容など、頭に入ってきやしないんだ」

「…………そんなもんかね」

「昔から言うだろう？　木を隠すなら森の中、ってね」

　得意気に言いながら、視央は昼飯であろう菓子パンを一口頰張った。メロンパンのクッキー生地が小気味よい音を立てて砕かれ、もぐもぐと咀そ嚼しやくされていく。

　その隣で、いつでも走り出せるようにという配慮からなのか、片足を僅わずかに浮かせた瞳子が、小さな口であんパンを齧かじっていた。眼帯を俺の方に向けながらも、なおも感じられる臆おく病びような視線。昨夜の段階から、瞳子の警戒はまったく和らいではいないらしい。

　まぁ、それが自然か。

　俺と眼ノ宮瞳子とは、殺人鬼と目撃者の関係でしかないのだから。

「……まぁ周りに聞かれてないならなんでもいい――――それより、話してもらうぞ、視央。眼ノ宮瞳子のことを、つまりはこいつのことを、全部」

　らしくもない命令を口にする俺の声は、自分でも分かるほど、震えていた。

　…………今の俺は、酷く不安定だった。

　人間である『切原刃』が生きている学校で、殺人鬼である『切原刃』の話をしている。殺人鬼として、視央と言葉を交わしている。この矛む盾じゆんが、堪らなく気持ち悪いのだ。

　本来なら、殺人鬼が踏み入れることなど叶わない、平和で生き生きとした人間の聖域。

　首輪と鎖くさりで繋がれているかのように、そこから連れ戻されそうになる感覚――――あぁ、早く早く、この状況を終わらせてしまいたかった。

「ふむ、任せておきなよ刃。私を誰だと思っている？」手にしていたメロンパンを口へ放り込み、頰袋を膨ふくらませつつ視央は言う。「腹が減っては戦いくさはできぬ。だが、腹さえ満たされれば国一つでも滅ぼしてみせる。それがこの私だぜ？　君との約束を果たすことくらい、昼飯後さ」

「いつから俺の腐れ縁は、胃袋キャラになったんだよ……」

「腹が減るのは仕方がないさ、生物の本能なんだし。ふむ…………しっかしなぁ、いざこの段になるとどうしたものか……」

「？」

　何故だかわざとらしく考え込むようなポーズを取って、視央は黙り込んでしまった。

　パンを咀嚼する音だけが響く、居心地最悪の沈黙。

「……まぁ、こういうのは実物を見てもらうのが手っ取り早いか。刃は殺人鬼なのだし、大抵のグロ画像は平気だろう？　だから――――瞳子」

　なにかを諦めたように頷くと、視央はちら、と視線を瞳子へと送った。

　すると、瞳子は少しだけ俯うつむき、片方しかない目に陰を滲にじませた。肯定と取ってよいのだろうか……眼帯のある左側しかまともに見えないので、余計に判断がしづらい。

　ハムスターみたいに膨らんだ頰が、嚥えん下かと共に小さくなる。すっかり空になったビニール袋をポケットへと詰め、瞳子はゆっくりと、俺の方へと向き直った。

「……えと……その……」

　言葉を探すように、視線を彷徨さまよわせる瞳子。苛立ちは募るが、ここで更に脅しをかけたら、ほぼ永久に口を利いてこないであろうことは、昨夜の時点で学習していた。

「えと…………殺人鬼、さん」

「それ、クラスじゃ絶対に呼ぶんじゃねーぞ」

　もしも口を滑らせたら、二度と喋れないように口を綴とじてやろう。ホッチキスで。

「あの、その、えっと…………お、お願いが…………」

「お願い？」

「……わたし、のこと……嫌いに、ならないで…………ください、ね……？」

「？」

　嫌いにならないで？

　いや、そもそも好きにも嫌いにも、まだ気持ちは傾いちゃいないんだが…………。

　一回殺し損ねている分、苦手意識はなくもないけど。

　――――と、そうこう考えている内に、瞳子はそっと、動き出していた。

　触れれば割れてしまいそうな十指を、左目を包む眼帯へと伸ばしていったのだ。

　そっと、ゆっくり、なにかを恐れるかのように、瞳子は眼帯の紐を解いていく。

　俺はそれを、じっと見ていた。瞳子が、眼帯を外すのを、ずっと、じっと。

　彼女の右目に、尋常ならざる意志を感じて。

　…………やがて、眼帯は取り外され、瞳子の左目が露あらわになる。

「、っ!?」

　それを見た瞬間、俺は思考が止まるのを感じた。

　――なんだ？　これは。

　確かに俺は、視央の言う通り、大抵のグロテスクなものは見てきている。触ってきている。作ってきている。だから、生なま半なかなものでは驚かないし、気持ち悪いとも思わない。

　そんな俺が、久し振りに感じた。

　生きている人間の、性根でも性格でもない、純じゆん然ぜんたる見た目を――――気持ち悪いと。

「……ど、どうで、すか…………？」

　俺を真っ直ぐ見つめながら、瞳子は訊ねてきた。

　彼女の左側は、高いフェンスで区切られた虚こ空くう。誰も見る者がいないそちらへ目を避難させて、瞳子は、じっと俺の方を見ていた。

　ちゃんと左右揃った、両方の眼球で。

　ただし――――明らかに人間のものではない、不気味極まりない左目で。

「お、お前……それ…………」

「……やっぱり、……気持ち、悪いです……よね……？」

　不器用にはにかみながら、瞳子はほんの少し俯いた。

　瞳子の左目。

　それは、なんというか、一番直ちよく截せつ的てきな表現をするならば――――眼球、だった。

　人間の黒目に、昆こん虫ちゆうの複眼と、猫の細い目と、カメレオンのギョロギョロした目と、蝙こう蝠もりの小さな目と、イルカの円らな目と、死体の腐った目と、廃人の落ち窪くぼんだ目に、漫画みたいなやけにでかい目と、蝸牛かたつむりの角みたいな目と、妖怪の無数の目と、邪神の巨大な目とを混ぜ合わせたような、そんな眼球だ。

　酷く濁った、形容し難い色彩。それぞれがまるで脈みやく絡らくなく、出鱈目な方向を向いている四つの瞳。視線の行く先がまるで読めないそれは、全てが全て、この世のなにもかもを軽けい蔑べつするような輝きを灯していた。

「義眼……？　いや、それにしては、あまりにも……」

「字が……その、ちょっと違うん、です…………。わたしのは……偽にせ物ものの眼って書い、て……偽ぎ眼がん……」

　偽眼――――偽物の、眼。

　上手いネーミングだと思う。確かにこんなのは、まともな人体の一部位とは言えまい。断ずるまでもなく、飽くなきまでの、偽物である。

　可愛らしい少女の眼がん窩かに収まっているのが、この上なく不釣り合いなほどに。

「あの、えと……殺人鬼さん、昨日…………わたしを、殺せ、ませんでし、たよね……？」

「……………………」

　……なんか、本人から面と向かって言われると、結構ムカつくな。

　ここが学校だという事実も相乗効果を生み出して、余計に苛々する。

「それ…………この、偽眼、の所為、なんです。わたし…………多分、見ることなら……誰にも、負けませ、ん……」

「……見、る？」

「つまり、瞳子に見えないものはないってことさ」

　訥々と、しかも要領を得ない言葉を紡ぐだけの瞳子では埒らちが明かないと思ったのか、視央が口を挟んできた。

　退屈しているようにも、呆れているようにも聞こえる声音。こちらを一切見ることなく、視央は一気に言ってくる。

「その偽眼というのは、瞳子の母親、眼ノ宮愛まな子この傑けつ作さくでね。性能はこの世のどんな呪われた眼よりも、瞳子の元の眼球よりずっと素晴らしいものだよ。三六〇度全方位を見渡す視界の他、可か視し光こう線せん以外の光も残らず見透かすし、聞いた話ではこの世にあらざる者さえ見ることができるとか。――――ここまで言えば、いくら君とはいえ納得せざるを得ないだろう？　君がたかだか女一人を殺せなかった、その理不尽を」

「……取り敢えず、物凄い眼なんだってことだけは分かった」

「語ご彙いが貧困だねぇ。理解度が危ぶまれるよ」

　放っとけ。いきなり早口で捲まくし立てやがって。

　――それにしても、眼ノ宮瞳子。

　こいつはつまり、こんな奇妙な眼を持っているから、俺の殺刃から逃れ得た訳か。全方位を見られるような奴には、背後からの攻撃なんて大して有効とも言えないだろうな。

　……さて、しかし問題はここからだ。

「それについてはもういいものの……なんでそんなものを持ってんだ？　瞳子」

「……あ、んと…………」

「もっと言うなら、瞳子――――お前が元々持っていた左目は、どうしたんだ？」

「……………………」

　気まずそうに目を逸らした瞳子は、俺の質問に答えようとはしなかった。

　だが、最も重要な問題はこれだろう。視央が言うところの『瞳子の元の眼球』。

　いくら黙もく秘ひ権けんを行使しようと、こればっかりは話してもらわなきゃ――

「それが、今回の話の肝きもでもあるのさ、刃」

　不意に耳に飛び込んできたのは、やけに弾んだ声だった。

　最早そちらに顔を向けることもあるまい。いちいち人の話を横取りしていく視央は、今度は勿もつ体たい振ぶるような前振りをして、何故か楽しげに言ってくる。

「今瞳子が有している偽眼も相当に特別だが、元々の左目もまた、尋常ならざる特別仕様でね。魔ま眼がんと呼ばれたそれは、持ち主を不幸にするという曰いわくつきのものだったのさ」

「…………は？　魔、眼……？」

　辿たど々たどしい発音で、俺は視央の言葉を鸚おう鵡む返ししていた。

　魔眼、魔眼、…………魔眼？

　なんだ？　その現実離れした、おおよそあり得ない響きの単語は。

「魔眼とは、眼ノ宮の一族の間で時折発症する、特異体質の一つでね」俺が目を白黒させていることにはまるで構わず、視央は話を進めてしまう。「持ち主は必ずと言っていいほど、不幸と言う他ない最さい期ごを迎えることになるそうだよ？　例えば、これは今から六〇〇年ほど前の話なんだけどね、最初に魔眼を持って生まれた眼ノ宮家の人間は、全身を切り刻まれ達だる磨ま状じようのまま数ヶ月放置されて生きたまま鳥獣に身体を――」

「ちょ、ちょっと待て視央っ！」

　理解が追い付かず、俺は珍しく懇こん願がんするような大声を出していた。

　一瞬だけ、屋上中の視線（といっても大した数ではないのだが）が俺の左半身になみなみと注がれるのが分かったが…………ものの五秒もすれば、皆何事もなかったかのように、自分たちの世界へと回帰していった。

　レーザービームみたいな視線を嫌というほど浴びて出た冷や汗を拭いつつ、俺は言う。

「……悪ぃ、全っ然これっぽっちも理解できないんだが…………まず、なんだ？　眼ノ宮家？　それに魔眼って、不幸を齎もたらすって、そんな眉まゆ唾つばな話を……」

「信用できないって？　ふふん、殺人鬼がなにを抜かすのやら」

　俺の狼ろう狽ばいを道端で力尽きた蟻の死し骸がいの如くスルーして、視央はやや呆れたように俺を見る。体育座りの視央に、上目遣いで見下される…………いつもなら血管がダース単位でぶち切れる所業だが、今の俺に、そんな余裕はなかった。

「例えば罪忌輪廻ちゃんみたいな、生粋にして純粋にして混じりっ気なしの一般人からすれば、殺人鬼だって魔眼だって偽眼だって、似たようなものだよ。全部が十じつ把ぱ一ひと絡からげにファンタジーの世界さ。どちらも非現実的という意味じゃ、大差なんてない」

「……だ、だけど」

「自分はファンタジーの住人じゃないとでも言うつもりかい？　この場合、当事者である君の意思なんて、実はまったく関係ないんだよね。私が言っているのは一般的な、謂いわばこの世界そのものを視し座ざとした時の話だぜ？　イレギュラーが割り込んでくるな」

「…………」

「……もう、いいから君は黙って納得しときなよ」説明が面倒になってきたのか、投げやりな態度を隠そうともせずに視央は言う。「理屈とか論理じゃない。納得するしないの問題じゃない。眼ノ宮家という異常な家系はあるし、魔眼だって存在するんだよ。現にほら、そこの可愛らしい眼ノ宮瞳子ちゃんには、この世のものとは思えぬ偽眼が嵌め込んであるだろう？　そこにある現実さえ信じないっていうのは、リアリストの姿勢じゃないなぁ」

「……………………」

　言われてしまえば、返す言葉もない。目の前に、眼ノ宮瞳子という現物がある以上、認めない訳にはいかないのだろう。

　見るだけでも気持ちが悪い、吐き気さえ催す人工の眼球、偽眼。

　こんなものがあるのだから――――人を不幸にする魔眼くらい、あっても不思議ではあるまい。…………結局納得せざるを得ないのは、少し癪しやくだけど。

「……あ、あの、殺人鬼、さん……！」

　修正する気皆無な呼び名が、また俺のことを呼んでくる。

　もう一度くらいは釘を刺しといた方がいいのだろうか――――憂鬱な思いを感じながら、真っ正面にいる瞳子を見ると――――彼女は、真っ直ぐに俺を見つめていた。

　正常な右目だけではない、あのおぞましい偽眼までもがだ。

　一際大きく醜みにくい、おどろおどろしい眼が一つ。それに付ふ随ずいして好き勝手蠢うごめいている、小さな瞳孔が三つ。

　たった一人の少女と相対するのに、数百の聴衆を相手取るような緊張さえ覚える。

「殺人鬼さん…………お、お願いが、あり……ま、す……」

「お願い……？」

　言われるまでもなく、俺には瞳子の言わんとしていることが分かった気がした。

　この状況で、この展開で、俺に頼むことなんて一つしかないだろう。

「それは…………お前が持ってた魔眼を、俺に捜してほしい、ってことか？」

「…………」

　返答はない。ただ、瞳子は俯くよりも遙かに大きく、首を縦に動かしていた。

　持ち主を不幸に導く魔眼を、捜す。

「察しがいいねぇ、刃」俺の勘かん繰ぐりを読んでか知らずか、視央は感心したかのように大仰な声を出してきた。官能的なその身体を強調するかのように、彼女はゆっくりと立ち上がる。「君はもしかして、超能力にでも目覚めたのかな？　だって、私も瞳子も、まだ一言も言ってないぜ？　瞳子が元々持っていた魔眼が、瞳子の手元からなくなってしまっただなんて…………もしや刃、瞳子の心を透視でもしたのかい？」

「妄言吐いてんじゃねーぞ女狐が」

　艶なまめかしく、獲物を舌先で弄もてあそぶ蛇のように言葉を吐く視央。そんな彼女に、俺は猜さい疑ぎ心しん丸出しの視線しか向けることができなかった。

　話の流れとしては当然だろう。ここでまるっきり違うことを頼まれたところで返事に困るだけだし、順当で真っ当で正当な結論である。――――だからこそ、それが違和感となるのだ。

　異常な癖に正常な反応。

　人じん智ちを超えたものに対する人智に収まる対応。

　それになにより――――こんな簡単なことのために、視央が動く筈がないのだ。

　徹底的に自己中心的、己の快楽のためなら他人の犠ぎ牲せいを一切厭いとわない、残酷無双の快楽主義者。人殺しを一二年も黙認し続けている人非人。

　そんな視央が、眼球一つを欲しいという少女のために、力を貸すか？

　怪し過ぎるし、おかし過ぎる。

　一二年にも亘わたる苦渋と辛しん酸さんの歴史が、否応なしに警告を叫んでいる。

「視央…………お前、一体なんのつもりだ」

「なんのつもりって？」

　惚とぼけるように白を切る視央。だが、いつも通り意地悪く微笑む目を誤魔化すことは、とてもできてはいなかった。

「偽眼だの魔眼だの眼ノ宮家だの、そんな訳の分からないオカルトファンタジーに、お前が関わってるって時点で胡散臭いんだよ。大体、女の子一人が目ん玉欲しがってるからって、素直に協力するような奴じゃねーだろ、お前は」

「……私は君にどう思われているのかな？　流石に恋する乙女心がショックを受けているのだけど」

　今度は割と本気でショックを受けたらしく、視央は世にも珍しいしょんぼり顔を覗かせていた。毒気のないこいつの表情というのも、見ていてなんだか調子が狂う。

　そもそもの話、俺は現状維持第一主義者だから。

　普段と違う異質なものを見るのは、こう、気分が悪い。

「まぁつもりというか企みというか…………今回の件については、やや罪滅ぼしのウェイトが高いかな。この可愛らしいお嬢さんに対しての、ね」

　そのまま、更に珍しい照れた顔へと変へん貌ぼうした視央は、頰に爪を滑らせつつそう言った。

　…………罪、滅ぼし？　なんだそりゃ。またこの世において郷弥視央に最も似つかわしくない言葉が出てきたものだ。そんな殊しゆ勝しような志こころざし、こんな女にあって堪るか。

「順を追って話してあげるよ刃。そもそもの始まりにはね、私の父親、郷弥殿てん真まが関係しているんだ」フェンスから身体を起こし、蛇のように瞳子に絡みつきながら視央は言う。「君とも親交の深かった郷弥殿真はね、職業・研究者だったのさ。いい年こいてまだ学問の徒。永年留年の成れの果てだよ。ったく、我が親父ながら恥ずかしい」

「研究者…………殿真のおじさんがか？」

「そう。それもただの研究者じゃあない。そんじょそこらの恥はじ晒さらし程度じゃ済まないぜ我が親愛なるクソ親父は。彼が研究していたのはね、そのものずばり、人の不幸だったのさ」

「……不幸を、研究？」

「バカバカしいと思うだろう？」

　自嘲的に、自じ虐ぎやく的に、露ろ悪あく趣味でもひけらかすように視央は言う。

　郷弥殿真――――殿真のおじさんとは、俺も小さい頃からの付き合いだ。天然なのか狙っていたのか、所々が抜けている変な中年だったけど、人懐こくって優しいおじさんである。性格が性悪の一言で済ませられるような視央と遺伝子的に繋がっているとは、とても思えない好人物という印象しかない、が。

　そんな殿真のおじさんが、不幸を研究していた？

　なんで、どうして…………いや、それ以前にどうやって？

「金にもならない愚ぐにもつかない、なんの役に立つかも分からない研究だったけど、本人的にはアホらしいことに大真面目だったらしくってね。瞳子の実母、眼ノ宮愛子と一緒に、共同研究まで行っていたのさ」

「共同研究……？　それって」

「決まってるじゃないか。人に不幸を齎す眼球――――即ち魔眼のことだよ」

　浮世離れした言葉たちが、まるで紐を通した数じゆ珠ずのように繋がっていく。

　瞳子が生来持っていたという魔眼。その性質を聴くに、成程確かに不幸の研究を生なり業わいとする殿真のおじさんからすれば、格好の研究対象だろう。そして、眼ノ宮愛子――瞳子の母親――は、あのグロテスクな偽眼の制作者。研究畑の人間だったとしても、不自然ではない。

　ならば、つまり。

「……こいつは、瞳子は、殿真のおじさんの実験台だった、ってことか…………？」

「言葉を選べよ青少年。本人が目の前にいるんだぜ？　ま、実際その通りだけれども」

　上から目線の、絶妙にイラッと来るお言葉が飛んでくる。

　受け取り拒否を示すべく目線を下へ傾ければ――――そこには、瞳子がいる。小さな身体を、今にも倒れてしまいそうなほどに振動させて、彼女はそこに立っていた。

　眼帯を握り締めた手を、唇の前でぎゅうっと組んで。

　わなわなと、無数にあるだろう瞳を残らず震わせて。

　足元まで伸びる白髪を、全身に隈くまなく絡みつかせて。

「ほらほら、刃が物騒な単語を出したから、瞳子が怯えてしまったじゃないか。あのクソ親父は、瞳子から無理矢理に魔眼を引き抜いて、昔は烏の濡れ羽色だったこの子の髪を真っ白に染め上げたという前科持ちなんだぜ？　まぁ、今の髪色も似合っているから構わないけどね。ふふん、小刻みに震えているから、低周波マッサージ器みたいだな。気持ちいいぞ、瞳子」

「…………み、視央ちゃん……離れて、ください……よぉ」

「固いことを言うなよ、私と君の仲だろうが」

「……はぅぅ」

　小柄な瞳子を包み込むようにしながら、視央はにたにたと笑う。抱き締められている瞳子は、少し恥ずかしそうに目線を逸らしてみせるが、どうやら彼女にしてみると、それが精一杯の抵抗であるらしい。

　……なんで俺、こいつらの百合画像を見せつけられてんだよ。

「…………さっさと話を続けろ、視央」

　正体不明の苛立ちをどうにか抑えつけながら、俺は話の続きを催さい促そくする。

　聴きたい訳じゃない、が、どうにも引っ掛かるのだ。

　今の話からすれば、別に魔眼はどこに行った訳でもない。瞳子から引き離され、引き剝がされただけで、在り処は分かっているのだ。魔眼を研究対象としている、殿真のおじさんと眼ノ宮愛子。その二人が持っているに決まってるじゃないか。わざわざ俺に、魔眼を捜してほしいなどとお願いすること、ない筈だ。

　それでも、捜してほしいということは――――つまり。

「魔眼を捜してほしいって、わざわざ俺に頼むってことは…………視央。殿真のおじさんは、一体どこに行ったんだ？」

「またもや正解」

　俺の質問に、視央は地球破壊を促進するエアコンの如く涼しい顔をして応えた。

　答えた訳ではなく――――だから更に、俺の苛立ちは累るい積せきされていく。いい加減、俺だってキャパシティが限界なのだが…………胸元のナイフが、嫌に恋しく思えてきた。

「流石だよねぇ、刃、流石過ぎるぜ惚ほれ直しちゃうよ」ぐりぐりと瞳子の頭を撫なで回しながら、視央は歯を見せて笑う。「お察しの通り、我が親愛なる親父殿はただ今現在この瞬間、絶賛行方不明中なのさ。二ヶ月ほど前に眼ノ宮愛子の行方が分からなくなって、次ついで親父殿が失踪したから、そうだな、うん、一週間くらい前の話かな？」

「一週間…………長いな」

「まぁ別に、あんな中年一人いなくても、私は生きていけるから不自由はないけどね。親なんて、所詮私たちにとっては寄生対象なんだし」

　誰がお前の心配なんざするかボケが。

　とはいえ…………矢張り引っ掛かる。

　大方、魔眼を持っている筈の殿真のおじさんが出しゆつ奔ぽんしてしまい、魔眼諸もろ共とも行方が分からないというのだろう。口ではああ言っている視央だが、彼女個人の生活能力の低さは、俺がこの身をもって知っている。授業でどう誤魔化しているのかは知らないが、料理とか洗濯とか掃除とか、そういう家事全般が一切できねーんだよな、こいつ。

　だから、郷弥殿真を捜してほしいという依頼だったなら、まだ分かる。おまわりさんに頼めと言いたいけれど、しかしまぁ、殿真のおじさんの素性を知らされた今となっては、納得できなくはない。

　問題なのは、言い方なのだ。

　何故こいつは、『魔眼を』捜してくれと頼んできた？

　殿真のおじさんではなく、あくまでその付属品である、魔眼をだ。

　大体そういう依頼なら、眼ノ宮瞳子と魔眼の存在が、あまりにも余分ではないか。

「殿真、さん……多分……もう、しんじゃって、ると……思い、ます……よ……？」

　と。

　久々に口を開いた瞳子は、辿たど々たどしい発音でそう言った。

「…………お前、なに言って――」

「魔眼、は……持ち主に、不幸を、齎し、ます……」ついさっき聞いたフレーズを、しかしより一層の重みを持って瞳子は言う。「……それは、眼ノ宮以外の、人、だと…………余計に、なんです。だから…………きっと、殿真さんは、もう……」

「…………死んでる、ってか？」

「…………」小さく、こくん、と瞳子は頷いてみせた。

　殿真のおじさんが、死んでいる。

　なんの確証もない言葉だったが――――しかし、ズキリと胸が痛んだ。

「でも…………だからなんだっつーんだよ」

　俺はもう、いい加減にうんざりしていたのかもしれない。

　偽眼に魔眼、眼ノ宮家という現実離れしたお伽とぎ話ばなし。幼い頃から知っている殿真のおじさんが、既に死んでいるかもしれないという推測。その殿真のおじさんが不幸の研究者だったという意味不明な事実。

　俺の維持したい現状が、どんどん崩れていきそうで――――肺が詰まったように、息苦しくなってくる。

「殿真のおじさんが、魔眼を持って出ていって、しかも死んでいるかもって…………そんなの、俺にどうしろって言うんだ？　俺は、ただの殺人鬼だ。人を殺すことでしか生きていけないだけの人外だ。失うせもの捜しなんて探偵みたいな真似、俺にできると思ってんのか？」

「そんなことを頼もうだなんて、微み塵じんも考えちゃいないよ、刃」唐突に口を開けた視央は、まるで俺を小バカにするようににやりと微笑んでみせた。「人には向き不向きがあることくらい、私は分かっているしね。それに刃、殺人鬼である君に、そんな感傷なんて似合わないぜ？　君が一体、今までどれだけの人間を、文字通りに切り捨ててきたと思ってるんだよ。そんな資格、君にあるとでも？」

「……………………」

「君は今まで通り、好き勝手に人を殺せばいい」

　視央の言葉が、脳髄に染み込んでいくのが分かる。

　甘い、琥珀色の蜜みたいに濃厚な思考。麻薬が如き優しい言葉たち。溺れていくのを勧すすめるような、甘美で、蠱こ惑わく的な字面たちだ。

　意識的に歯は軋ぎしりを立て、脳内を雑音で満たしていく。

　そうでないと、視央のことが大嫌いな俺でさえ、呑まれてしまいそうだから。

　――――やがて、なにかを諦めたように肩を落とした視央は、「まぁ君にしてもらいたいことなんて、本当にそれだけのことなんだけどね」と何故か呆れたように言ってきた。

「……どういう、ことだよ」

「魔眼を捜してほしいというのが、瞳子の頼みだというのは本当さ。そして、魔眼がなくなったのはうちのクソ親父の所せ為いだし、私が手伝うのも吝やぶさかじゃない。とはいえ、捜すのに最も適しているのは、刃、君なんだよ。そうだろう？　瞳子」

　問いかけられた瞳子は、こくりと、ほんの小さな頷きを返してきた。

　……生あい憎にくだがさっきも言った通り、俺は探偵じゃない。寧むしろそれに追われる立場の、殺人鬼である。失くした眼球一個を捜し出すなんて、そんなことができる訳――

「魔眼にはね、寄き生せい能力があるんだ」

「……は？　え、寄生能力？」

　――なんて。

　幾度となく繰り返される思考を遮さえぎるように、視央は再び、聞き覚えのない滅茶苦茶を言葉にしてきた。

「考えてもみなよ、刃。たかだか人を不幸にする程度の眼球が、なんで魔眼なんて仰ぎよう々ぎようしい名前で呼ばれていると思う？　その不幸が、その存在が、悪魔と同等以上に禍まが々まがしいからなんだよ。魔眼の齎す災厄は、持ち主が死んだ程度じゃ終わらない。魔眼を宿した人間が死ねば、魔眼は新たな不幸の犠牲者を求めて彷徨さまよい歩く――――具体的に言えば、その時近くにいた人間に取り憑くんだよ」

「…………！」

「もう分かるだろう、刃？」魔眼が収まっている筈だった瞳子の顔に指を滑らせつつ、視央は艶めかしく言う。「親父殿が仮に死んでいたとしても、魔眼は他の誰かに引っ付いて、今も不幸を誘っている可能性が高いのさ。そうだね例えば――――道を歩いていたら、見知らぬ殺人鬼にたまたま殺されるとか、そんな不幸をさ」

「…………成程、な」

　ようやく、合点が行った。

　今現在、どこにあるかも定かじゃない魔眼に、しかし俺なら遭遇できるかもしれないという訳だ――――ならば確かに、探偵などよりよほど俺向きの案件だろう。

「つまり、だ。君には今まで通り、好き勝手に人を殺してほしい。ただそこに、この瞳子を同行させてほしいのさ。偶然に、不運にも、不幸にも、魔眼の所有者が刃に殺されることがあり得るんだからね。…………勿論、断ってくれてもいいぜ？　瞳子を連れ歩くなんて、君にとってはリスクしかないだろうしねぇ」

「……かといって断れば――――俺が殺人鬼だって、世界中にばらす気だろ」

「うん、まぁそれでもいいんだけどね。でもそんなことをしても、意味がなくなるんじゃないかなぁ」

「……？」

「君が断ったら、魔眼捜しは私がやらせるだけだからさ」どっちに転んでもまるで構わない、面白さこそが正義と言わんばかりの邪悪な笑みで、視央は言う。「親父殿が魔眼を持って消えたんだとしたら、まだ一週間程度しか経っていないしねぇ。取り敢えず、この町の人間全員を殺してしまえば、多分出てくるんじゃないかと思うんだよねぇ。まぁ、可愛い可愛い瞳子ちゃんのためだと思えば、その程度は苦なんかじゃあない」

「――――っ!?」

　たかが、たかが眼球一つ見つけ出すために、町一つを殺し尽くすと言うのか？

　いや、でも強あながち冗談ではない。視央自身は性格がねじ曲がっているだけの女子高生だが、こいつがそういうことをできるのを、俺は嫌というくらい知っているのだから。

「お前…………最悪、だな」

「お褒ほめに与り光栄だぜ。で、どうするんだい刃。瞳子からの依頼、受けてくれるかな？」

　とっくに返事が決まっている問いかけを、視央は意地悪く言葉にしてくる。

　答えの中に、俺の意志が介在する余地はない。

　否定を口にすれば、俺の過ごす人間としての日常は、綺麗に醜ひどく消え失せるのだ。俺の一番嫌がることを、的確に突いて翻ほん弄ろうする。郷弥視央の、最も得意とする策略だった。

「…………分かった、よ」既に決定づけられていたのだろう返事を、台本を読むかの如く唱えてみせる。「協力、すりゃいいんだろ。要するに俺は、好き勝手に人を殺せばいいだけ…………そうだよな？」

「…………！　は、はい……！」

　瞬間、瞳子の顔が向日葵ひまわりの如く輝いたように見えた。

　眩しいくらいの満面の笑み。キラキラと、満天の星空みたいに煌きらめく瞳。

　今まで見てきた眼ノ宮瞳子という少女の姿。その中でも最も嬉しそうで、最も感情に溢れてて、そして最も可愛らしく。

　普通にそこら辺で歩いていそうな、ただの少女みたいに微笑んで。

　瞳子は、まるで魔法の呪文でも唱えるかのように言うのだった。




「こ、これから……よ、よろしく、お願い、し、ますね…………殺人鬼さん……！」
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　五歳の浅知恵で、俺は初めて殺人を犯した。

　それを余すとこなく目撃され、弱みを握られることのダメージを痛いほどに学んだ俺は、それからは専もつぱら、人目につかない場所で殺人を行うようになった。

　最初の殺人が、楽しかった訳じゃない。

　快楽でも中毒でも依い存ぞんでもなく、俺はただ当たり前のように、人を殺していた。

　さながら、呼吸でもするかのように。

　他人にとってそれがどれだけ異常でも、他ならぬ俺にとっては、人を殺すことはなんの不自然もない日常の一コマだったのだ――――我ながら、おぞましいことに。

　きっと、誰とも共有できないだろう。

　人を殺さないと息苦しく、生き苦しいだなんて感覚は。




「へぇ、こりゃ見事だな」




　そんな風に世を拗すねていた、七歳の冬。

　コートに手袋、ニット帽という重装備に身を包んだ俺は、包丁でもって男の腹を掻かき混ぜていた。雪も降っていない癖くせに、庇ひさしからは氷柱が伸びているような寒い日。白昼堂々と、陽も当たらない路地裏で、俺は小汚いホームレスのおっさんを殺していた。

　いつもと同じように。なんの特別もない、呼吸みたいに。

　ただ一つ違っていたのは、再三の警戒にも拘かかわらず、俺の殺人は、またもや目撃されてしまったということか。

　地面を血で染め上げる、俺の殺人行為。

　その狂気の様子を、陰気なダークスーツの男が見つめていたのだ。

「…………!?」

　初めは驚いて、それからすぐに殺そうとした。

　当然だ。目撃者の厄やつ介かいさ加減は、この身をもってよく知っている。妙なことを言われる前に消してしまおう。それが、視み央おの件から学んだ俺のスタンスだった。

　しかし、結果として俺は、それを断念せざるを得なかった。

　男の手に握られていたのは、無骨なフォルムをした、黒光りする鉄の塊かたまりだった。

　所謂いわゆる、拳けん銃じゆう。

　実物を見るのは初めてだったものの、一瞬で本物だと確信できた。銃口を向けられた俺には、停止という選択肢しか残されていなかった。












「……あんた、なんなんだ」

「そういきり立つな。今日、俺は非番でな、厄介事や揉もめ事を起こす気はないし、止める気もない。お前のことを、咎とがめる気もない」

　銃口を向けたまま、努つとめて軽い調子で言う男。

　寸分狂わず俺を狙っているのに、男は俺の方など見ていなかった。そいつが一いつ心しん不ふ乱らんに見ていたのは、俺が殺した死体だった。

　顔も名前も、氏うじ素す性じようもまったく知らない、たまたま行き合っただけの真っ赤な他人。

「お前が殺したんだよな？　それ」

「……そうだけど」

「お前、こいつになにか恨みでもあったのか？」

「恨みがなかったら、殺しちゃいけないのか？」

　子ども心ながら、俺はその時、本気の疑問を口にしていた。

　確かに俺は、足元で解体されている男に恨みなんてない。というか、そもそも面識がない。恨みなんて、どう頑張っても抱きようがないのだ。

　でも、だからといって殺しちゃいけないのだろうか。

　一体どういう理由があれば、人を殺しても構わないのだろうか。

　七歳という稚いとけない年頃にしては、やや不釣り合いな疑問を、俺は絶えず抱えていた。

「…………歳はいくつだ？　坊主」

「坊主じゃねぇ」苛立ちを覚えていた俺は、目つきを鋭くして言った。「俺には、切きり原はら刃じんっていう名前がある。あと、歳は七つだ。覚えておけ」

「いい名前だな。ただ、誰だれ彼かれ構わず名乗るのはやめておけ。このご時世、お前みたいな可愛い坊やには、一定数の需要があるからな」

　幼い子供が知る必要のない世界を、遠慮なく開示してくる男。

　そのある意味巫ふ山ざ戯けきった姿勢に、いよいよ俺は堪かん忍にん袋ぶくろの緒が悲鳴を奏でているのを感じた。相手が銃を持っていようと、当たらなければ意味はない。まだ小柄だった体たい軀くを活かして、突貫でも仕掛けてやろうかと、そんなことを真剣に考え始めた。

　正に、そんなタイミングだった。

「俺の名前は、足あし洗あらい邸やしき串くし満みつという」

　唐突に、男はそう名乗ったのだ。

　拳銃を懐に仕舞い、穏やかな笑みまで添えて。

「串満、と呼び捨ててくれて構わない。足洗邸なんて、クソ長ったらしいしな。いちいち呼んでいたら、舌を嚙かんじまう」

　丸腰になった男――――串満は、苦笑混じりに言った。

　いきなり刺々しい雰囲気が霧む消さんし、得物まで仕舞われてしまったのだ。俺は思わず包丁を取り落とし、目の前に佇む串満を凝視していた。

「……なんだ、なんなんだよ、あんた……」

「不審な奴に対する警戒は、正しい反応だな。そうだな、どこから話そうか…………取り敢えず、俺は警察官だ」

　チャキン

　落とした包丁を拾い上げ、いつでも刺せるように構えてみせる。串満は分かりやすく慌てふためき、両手を前に出して「どうどう」とか言っていた。

　人を動物扱いするなよ、仮にも警官が。

「非番だと言ったろうが、仕事はしねーよ。ったく、血の気が多い奴だ、ますます丁度いい」

「…………？　なにを」

「なぁ刃。お前、この世界をどう思う？」

　両の手を広げ、串満はえらく漠ばく然ぜんと訊いてきた。

　この世界。

　俺たちが生きる世界を、どう思うかと。

「俺は、腐っていると思う」問いかけてきた癖に俺の答えを待つことなく、串満はそのまま続けた。「七歳ということは、小学生か。なら、ニュースの一つくらい見るだろう？　どこのチャンネルでも、毎日殺人事件のニュースばかりだ。お前、そういう事件の犯人共がどうなるか、知っているか？」

「……警察に、捕まる」

「大半はな。逃げ果おおせている奴もいるし、中には自殺する奴もいる。で、だ。捕まった殺人犯は、裁判に掛けられる。刑を決められ、刑務所で過ごすことになる――――俺は、そういうのがバカげていると思う」

「…………？」

「だって、おかしいだろう？　人を殺そうが家を燃やそうが金を奪おうが女を犯そうが、捕まった犯人は身柄を保ほ護ごされ、刑務所という安全が保障された場所に入れられる。被害者のことを、誰も守ってやらなかったにも拘らず、だ。これじゃダメなんだよ、人間を罰するっていうなら、更生やら矯きよう正せいやらを考慮してはいけないんだ」

「……………………」

「罪を犯した人間は、死をもって裁さばかれなければならない。平和な人間世界のために」

「…………は、ぁ」

　意味など分かっちゃいなかったが、勢いに押される形で、俺は頷いた。

　今から思えば、なんと壮大なことを言う奴だったのだろう、串満は。

　世界のためだなんて、今時どんな宗教家だって口にしない大たい言げん壮そう語ごだ。あまりに白々しく響く言葉面とは裏腹に、俺の心はざわざわと揺れていた。

　野心家とも、大おお法ぼ螺ら吹ふきともつかない、不思議な男の、その言葉で。

「話していて分かる。お前は、自分の行いを悪いと思っちゃいない。食事や睡眠と同じ、極々自然なことと捉えている――――それでいい。その感性を忘れるな。人はな、罪悪感を抱いた瞬間から、罪人になるんだ。それを知らないお前は、世界で最も無む垢くな処刑人になれる」

　そう言って伸ばしてきた手は、やけにゴツゴツとしていて、傷だらけだった。

　その癖、妙に青白く、生気に乏とぼしくて。

　この世の全てに絶望していると、雄ゆう弁べんに語る手だった。

「罪人には、その身を保護される資格なんてない。無慈悲に、残忍に、殺されて生しよう涯がいを終えるべきだ。…………俺に協力してくれ、刃」

　そう言う串満の表情は、いっそ恐ろしいくらい、晴れやかだった。

　人混みの中から、ようやく友達を捜し出せた子どもみたいに、あっけらかんとした笑顔。差し出した手も表情も、殺人鬼に見せるようなものではあり得なかった。




「この世の死ぬべき罪人の情報をくれてやる。お前は、そいつらを殺してくれ。正義と安あん寧ねいと秩序の名の下もとに、罰を与えて殺してくれ。その代わり、俺はお前のどんな犯行も隠し通そう。罪つみ人びとたり得ないお前の純粋は、この俺が守ってやる。――――どうだ？」




　人を殺してくれと頼まれたのは、これが初めてだった。

　取引も、契約も、駆け引きも、全てが全て初体験。

　七歳だった俺は、迷わずにその手を取った。

　この瞬間、世界には最悪の殺人鬼、つまりこの俺が降こう誕たんしたということになる。時刻は忘れもしない、午後三時二四分。

　でき過ぎなくらいの、殺人の時間だった。
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　あんまりあいつの話ばかりしていると、ともすれば俺があいつのことを好いているんじゃないかと邪じや推すいする輩やからが現れないとも限らないので、ここらでもう一回しっかりと言っておいた方がいいと思うのだが――――俺は、郷さと弥み視み央おのことが嫌いだ。

　五つの時分からずっと、絶えることなく。

　それでも、嫌いであるにも拘かかわらず、俺が絶えず視央のことを気にしなくてはならないのは――――殺人を見られたという、その弱み故ゆえだ。

　本当、過去に戻れるなら五歳の俺を切り殺してやりたい。よりにもよって視央に見られたということが、俺の人生をどれだけ重じゆう篤とくに狂わせたと思っているんだ。畜ちく生しようが。

「そんな俺が、視央のことで最も嫌いな一面が、平気の平へい左ざで前言を翻ひるがえす、節操のなさだ」

「ひぅっ!?　ななな、なんで、すか？　いきなり声、出し、て……」

　うん？

　あぁ、背が低い所せ為いで視界に入りづらいから、すっかり忘れていた。今俺って、瞳ひとみ子こと二人で歩いていたんだっけ。

　つい癖くせで独り言を呟いちまった。

「……んだよ、この程度でいちいち驚くなよ」

「い、いえいえっ!?　その、べ、別にびっくりなんか、して、ない、ですよ？」

「すぐバレる噓うそを吐くな」

　なんて分かりやすいんだろう、こいつは。

　そんな分かりやすい少女と俺、二人っきりで歩いているのは、人影も街灯も乏しい裏通りだ。時刻は午後一一時過ぎ、太陽は沈み切り月が鎌かま首くびを擡もたげる、殺さつ人じん鬼きの時間帯だ。

　ただし、俺は今日、諸事情によって殺人を封じられているが。

　具体的に言うと、背中に背負っている荷物――――昨日俺が殺した男の死体の所為で。

　バラバラに分解され、無残な肉にく塊かいとなってリュックサックに収まっちゃいるが。

　昨日、視央に始末を頼んだ筈はずの、あの不良大学生、笹ささ蓋ぶた孔こう輝きの死体。

　……思い返せば視央の奴、『処理』だの『始末』だのとは言っていたが、一度たりとも『処分』という言葉は使っていなかった。日本語って難しいな畜生め。

「でも…………ん、ごめん、なさい。……わたしが、視央ちゃんに……ちゃんと、言って、おけば……」

「お前に謝られたって、挨あい拶さつに困るんだがな」

　お人好し加減を覗かせる瞳子に、俺はそっけなく返した。

　まぁ、こいつの会話能力を見る限り、とてもじゃないが視央を説得し得たとは思えない。まずは読点抜きで、まともな会話ができるようになってから物を言えという話だ。

「……なんか、殺人鬼さんと視央ちゃん…………羨うらやましい、です……」

「は？」

　羨ましい？

　なにがだ？　脅きよう迫はく者しやのいる環境が、一体どうしたら羨ましく思えるんだ？

「あう…………ご、ごめんなさ、い……」

「だから謝られても…………っつーか、どういう意味だよ。なにが羨ましいって？」

「その、えと……なんだか二人って…………お互いのこと、すごくよく、分かってるんだなぁ、って…………そう、思ったんで、すけど……」

「……どーだろーな」

　お互いのことを、分かっている、ねぇ。

　そう聞くと仲なか睦むつまじい良好な関係に思えるけれども、内実は結構複雑だしなぁ。

「わたしは……視央ちゃんしか、知らないから……」

「そりゃ、えらく狭い交友関係だな。いくら殿てん真まのおじさんの実験台だったからって、視央にだけべったり張りつく必要はなかっただろうが」

「？　……あぁ、えっと…………わたし、外に出たこと、なかったんで……」

「へ？」

　なんだそりゃ。

　外にって…………あれか？　引きこもり？

「わたし、生まれた時、から、……視央ちゃんのお父さんの、実験台…………でした、から。……その、外には出して、もらえなかった、んです……」

　……あぁ、そういうことか。

　そう、だよな。考えてみれば、現代日本じゃ人体実験なんて究極の御ご法はつ度とだろう。それを、眼めノの宮みや瞳子の魔ま眼がんを無理矢理に奪うなんてことを、裏では平気でやっていた人だ、監かん禁きんくらいしているのが当然か。

　ずっと、家以外の世界を知らないで、こいつは、生きてきたのか。

「……お前、親はどうしたんだよ。監禁なんて、そんな状況を、お前の母親は――」

「あ、あはは……お、おかあさんも、変な人、でしたから……」

「…………ロクでもねー親だな、そりゃ……」

　調子が、狂う。

　――――落ち着いて、状況を振り返ってみろ。眼ノ宮瞳子。今俺の隣にいる少女。昼間と変わらない、ゴスロリ服に眼がん帯たいという似合いもしないファッション。見た目こそただの少女だが、こいつはおれにとっては危険人物でしかない筈だ。

　偽ぎ眼がんという異能を持ち、俺が殺人鬼だと知っている。

　本当ならば、今すぐにでも消さなければいけない相手だ――――それができないと、やってはいけないと分かっていても、生存本能が凶器に這はい寄る手を止めようとしない。

　なのに、なのに俺は。

　生涯のほとんどを監禁されて過ごし、外界に触れてこなかった瞳子に対して――――確かに、同情している。

　可哀想だと、思ってしまっている。

「…………チッ」

　胸むな糞くそ悪い。

　いつから俺は、目撃者という警戒対象に対して情けをかけるような、お優しい奴になったんだ。殺人鬼なんていう、恐るべき化ばけ物ものの分際で。

　自分自身の内面の変化が、苛いらつくし、ムカつく。

「っ……ふぇ？」

　俺は無言で、瞳子の頭を摑つかみ、思い切り後ろへ引いてやった。

　優しさとか思いやりとか、そんなの一切感じられない所作。首の骨を折らんばかりの勢いで曲げたにも拘らず、瞳子は意外な柔軟性を発揮し、見事な海え老び反ぞり状態のまま歩き続けている。

「な、なんで……すか？　あの…………殺人鬼、さん？」

「うるせぇ、黙って見ろ」

「み、見るって、なに、を…………あ」

　ここまで来てようやく、瞳子は気がついたらしい――――頭上一杯に広がる、宝石をばら撒まいたかのような夜空の輝きに。

　各々の温度に応じて好き勝手に光る星々は、きっと瞳子の目にはさぞや色鮮やかに映っているのだろう。生まれて初めて見る星空ならば、なおのこと強烈に。

「す、ごい……です…………こんなの、初めて、見ました……！」

「はっ。ご大層な眼ぇ持ってる癖に、お前はなんにも見たことねぇんだな」

　純度一〇〇パーセントの皮肉を返しても、瞳子の表情は変わらない。星空に釘くぎ付けになった目は、星よりも更に目映く輝いているのだ。だらしなく緩んだ面つらを見る限り、今ならきっと労なく殺せるだろう。近辺の町を津々浦々、人を殺すべく彷徨さまよい歩いた経験を持つ俺が太たい鼓こ判ばんを捺おす、この町の無駄に豪勢な星空には、その程度の魅力ならある。

　…………まぁ、易やす々やすと殺す訳にもいかないのが、渡と世せいの辛いところなのだが。

「……っふふ」

　と。

　身体を逆Ｌの字型に曲げられているのに、瞳子は苦しげな様子も見せずに、笑った。

「……なに笑ってんだよ、瞳子」

「ううん…………、殺人鬼さん、わたしの思った、通りの、人、なんだなぁって、思って……そしたら、つい……」

「…………チッ」

　だから、調子狂うんだって。

　なんでこいつは、つい二四時間前には自分を殺そうとしてきた奴に対して、こんな朗ほがらかに接してこれるんだ？　何故にここまで隙だらけでいられる？　こちとら、眼ノ宮瞳子という得体の知れない何者かに、さっきから警戒を剝き出しにしているんだが。

「…………この、バカが」

「そ、そんなぁ…………」

「照れんな。にやつくな。腰とかくねくねさせんな」

　堪たまらずに吐き出した一言に、何故だか瞳子は妙に嬉しそうな反応をしていた。

　今のどこに照れる要素があったよ。

「大体お前、黙って俺についてきてるけど、今回の行く先、まだ伝えてなかったよな？」

「ふぇ？」流石に姿勢が喉のどに負担のかかるものになってきたのか、発音が幼児化した疑問符が返ってきた。「行く先って……テキトーに歩いて、そして人をころすだけ、ですよ…………ね？　目的地とか、別にない、ですよね？」

「アホか。だったら俺は、こんなクソ重い荷物を背負っちゃいねーよ」背中のリュック、これ何キロあると思ってんだよ。成人男性一人分だぞ。「こいつを本来届ける筈だった場所に持っていくんだよ。この男を、笹蓋孔輝を殺すように依頼してきた、あいつの元へ」

「あいつ…………誰、ですか？　視央ちゃん、教えてくれ、なくて……」

「名前は足あし洗あらい邸やしき串くし満みつ。現役の警察官だよ――――あくまで、表向きは」

　そう、あいつの職業は、謂わば仮初めのそれだ。

　串満の裏の顔、それは――




「裏じゃ殺人鬼を束ね、犯罪者を狩っている悪魔だ。あいつのところにゃ、殺人鬼も不幸もうようよしている筈だぜ」




　仕事の完了通知と、魔眼についての情報収集。

　その両方を同時にこなせる魔ま窟くつへと、俺たちは一歩一歩、着実に進んでいった。





†






　例えるならそれは、ドラマでよく見る大銀行の倉庫みたいだった。

　表札レベルの大きさしかない、看板とも呼べない看板が一つ、レンガ造りの壁に引っ付いている。趣味の悪い色をした文字たちが、『Killer's BAR』という気き障ざな名前をひけらかしているが、それに目を留める者は一人もいない。そもそも人通りが少ない裏道に、隠れ家のように現れる階段。リフォーム必至なそれを下りて辿り着くのは、暗証番号を入力しなければ開かない大仰な扉。

　そんな謎なぞの店こそが、なにを隠そう足洗邸串満の、殺人鬼を集める集会場。

　殺人を主眼とする俺の日常の、中核を成す場所なのだ。

「本当は、お前みたいな奴をここに連れてきたくは、なかったんだけどな……」

　カチカチと、暗証番号を入力しながら俺はぼやく。きっとこの声も聞こえている筈だろう瞳子は、俺の後ろで小さな身体を更に小さくして佇たたずんでいた。

　――――完全会員制バー『Killer's BAR』。

　犯罪者を俺たちが殺し、死体は串満が処分する。それによって、追うべき犯罪者そのものを消失させ、事件を強引にでも終結させる――――ある意味犯罪者よりも犯罪的な、冒ぼう瀆とく的てき過ぎる手段をもって犯罪を消滅させる異常の牙が城じよう。

　この場所が生まれたのは、今からおよそ一〇年前。俺と串満が、偶然出遭ったのをきっかけにして、だ。出遭った当時には中年のおっさんでしかなかった串満が、よりにもよってバーの店主を始めるだなんて、これっぽっちも考えちゃいなかったが…………人間、なにがどうしてどうなるのか、分かったものではない。

　彼の目的は、一貫して変わらないが。

　殺人鬼である俺たちを使って、犯罪者を狩ること。

　法に頼らず、自ら罰を与えることを、あの狂人は志こころざしている。

　…………まぁ、それを体よく利用している俺が、どうこう言える筋合いはねーけど。

「よぉ、串満。一昨日振りだな」

　ロックが解除された扉の向こう。

　落ち着いた感じの、ほんの六席しかないカウンターに腰掛け。

　ようやく俺が発した自然で軽い挨拶を受けて、奴は――

「……ふん。俺としては昨日、ちゃんとしっかり確実に会っておきたかったんだがな。お前、年々素行が悪くなっていないか？　刃じん」

　――足洗邸串満は、そんな風に説教から始めてきやがった。

　黒と白の、まるで喪も服ふくみたいな色合いをしたバーテン服。如い何かにも叩き上げの警察官だという厳めしい顔に、それはスーツよりも更に似合っていない。なのにシェイカーを振る手て捌さばきは完璧で、今もあの中じゃ、極上のカクテルが作られているのだろう。

　やべ、涎よだれ出てきた。

「……………………」

　きゅっ

　夜よ闇やみに紛れて便利だから、なんて安直な理由で着ている学ランの裾すそを、傍かたわらの瞳子が小さく握る。

　小さく、それでいて力強く。

　不安と警戒をまったく隠すことなく、席にさえ着かず。

「ん？　……刃、お前」

「なんだよ。あぁ、いやその、昨日来れなかったのには訳がだな」

「お前、いつから誘ゆう拐かいにまで手を出すようになったんだ？」

　おぉっと、これはまた予想外の反応が来やがったなぁ。

「しかも、相手が小学生って…………流石にそれは、俺の庇かばい切れる範はん疇ちゆうを越え――」

「しょ、小学生じゃありませんっ！」

　うぉお、またもや予想外の方向からのツッコミだ。

　耳のすぐ横で轟とどろいた音量に、俺は正直驚いていた。このちんまい身体のどこに、こんな大声を出せるような機能が備わっていたのだろうか。串満の言う通り、小学生程度にしか見えないようなこの矮わい軀くに。

「わ、わたし、今年で一五、歳ですっ！　もう、もう大人ですっ！」

　いつの時代の男子だよ。元服は一〇〇年以上前に廃すたれているだろうが。

「っつか、一五歳でどうやってうちの高校に……視央の奴、どんな手練手管を駆使しやがったんだか……」

　それにしても、一五歳……成程、実年齢は俺よりも下、という訳か。一五歳だという予備知識の下もとで見てみれば……いや、ダメか。それにしたって小さいし、幼いわ。

　後先考えずに叫んじまう辺りとか、特に。

「大体っ！　わたし、わたしは殺人鬼さんに、誘拐なんか、されて――」




「…………うるせーなー、殺すぞ？」「キヒッ、キヒヒヒ、バラバラにしちゃおっかぁ？」















「――――っ!?」

　次なる叫びを上げんとしていた瞳子の口が、あんぐりと開いたまま停止させられた。

　彼女の左手側からは無骨なマグナムが。

　右手側からは、血で万まん遍べんなく錆びついた鉈なたが。

　それぞれ伸ばされ、瞳子本人から生せい殺さつ与よ奪だつの諸権利を没収していたのだ。

　……まったく、ここをどこだと思っているんだよ、このお姫様は。

「あ、あ、あ…………」

「…………黙れば、いい。騒がしいのは、苦手だ」

　銃じゆうを突きつけていた男は、言葉少なにそう言うと、目の前のグラスを一口に呷あおった。

　すぅ、と下げられた銃に、しかし瞳子はまだ緊張を隠せない。当然だ、偽眼なんて裏技がなくても、男から発される膨ぼう大だいな殺意を、見逃すことなどできないだろう。

　全身を包み隠すトレンチコート。年齢不詳の、妙に低い声。

　常に退屈そうに顔を顰しかめているのは、この変わり者のスタンダードな姿勢である。

「久し振りだな、海かい域いき。相変わらずのぶっきらぼうで安心するぜ」

「馴れ合いは疲れる。傷の舐なめ合いは汚い。足の引っ張り合いは邪魔だ」

　威圧感すら含んだ声で言いながら。

　殺人鬼――――波は止と場ば海域は、グラスの中で氷をくるりと遊ばせた。

「人は須すべからく一人で生き、そして一人で死ぬべきだ。周りの人間など、単なる障害物でしかない。道の小石を蹴飛ばすことを、どこの誰が咎とがめようか。私は、孤高と孤独こそが人間のあるべき姿なのだと気づいた。だから、寄りつく羽虫は殺し尽くす――――いつだったっけなー、貴様にもこんなことを言ったよなー、刃」

「いきなり距離を詰めてくんなよ。口調を木っ端微塵に砕きやがって」

　背中の荷物を脇に下ろしつつ、俺はからかい混じりにそう言ってやった。無論、海域は構うことなどなく、溶けてきた氷を口に含んでいく。自分から絡からんできた癖に、薄はく情じような奴である。

　とはいえ、海域――――波止場海域。

　この『Killer's BAR』結成当初からの付き合いがある、馴な染じみの殺人鬼だ。最初からこいつは、人間をみんな同じ、自律行動をするだけの肉だと思っているからだろうか、遠えん慮りよ容よう赦しや忌き憚たんなしに子供扱いをしてこなかったのは、よく覚えている。人付き合いを嫌悪してはいるが、話せば面白いし、なにより面倒見がいい。

　総合すれば、かなりいい奴である。殺人鬼だけど。

「さ、殺人鬼、さん……」

　直す心積もりが垣間見えることすらない呼び名で、瞳子が俺に呼びかける。

　その名前だと、ここには当て嵌まる奴が多過ぎるぞ――――なんて、普段の俺ならツッコミを入れるんだろうが、しかし、今回は別だな。

　なにしろ、絡んでいる奴が絡んでいる奴だし。

「キヒヒヒヒッ、やぁだなぁ可愛いなぁ。そぉんなに可愛い声で鳴かれちゃったらぁ、僕ってば我慢できなくなっちゃうなぁ。あんっ、もぅ……はぁ、はぁ、くちゅくちゅしてきちゃったよぉ…………可愛いなぁ、食べちゃおっかなぁ――」

「ひっ、ひぁ……さ、殺人鬼さ」

「乱々みだら、その辺にしておけ」

　瞳子がまたうるさい悲鳴を上げるその前に、俺はこの場にいる、もう一人の殺人鬼を制さんと声を上げた。

　鉈で瞳子の首を狙っている、ロクでもない赤帽子レツドキヤツプを。

「そいつは俺の連れだ。傷でもつけようもんなら、今この場で、てめぇをぶち殺すぞ」

「キヒヒヒヒッ、あれあれどうしたのかなぁ？　殺人鬼、殺人鬼、殺人鬼の中の殺人鬼である切きり原はら刃くんにしては、やけに気が立っちゃいないかなぁ？　キヒッ、もしかしてぇ、この子って刃くんのコレだったりするのか――」

「そろそろ黙れよ、撫なで胎はら乱々」

　チリン、と風鈴みたいな音が響いたのは、俺が脅し文句を口にしたのと同時だった。

　俺の左手には、さっきまで学ランに忍ばせていたサバイバルナイフ。切っ先を真っ直ぐ、すぐ横に座る殺人鬼に向けているそれは、俺のお気に入りの得物だった。

「…………刃くん、本気ぃ？」

「本気になってほしいのか？」

　俺が凶器まで取り出したのは予想外だったのか、やや引き攣つった笑みを浮かべながら殺人鬼――――撫胎乱々は言ってくる。

　鉈の照準は、一向に瞳子から外れない。乱々が得物を動かせば、俺が即座に乱々の首を刎はねる。その程度の芸当ができるくらい、彼女は長い付き合いで承知しているのだ。

　だから、挑発するような台詞とは裏腹に、乱々は一ミリたりとも動けない。

「……冗談だよぉ」殺気のぶつかり合いが一〇秒ほど続き、折れたのは当然の如く、乱々の方だった。「ごめんねぇ、悪気はなかったんだよぉ。僕好みの可愛い女の子がぁ、隣で姦かしましかったからさぁ、つい」

「つい、で人に凶器向けんなよ。あと、性別に則った上で恋をしろ」

「キヒッ、それは刃くんに惚れてもいいってことかなぁ？」

「寝言は死んでから言え」

　お前なんかが彼女になったら、俺は色んな意味でもたねーよ。

　ともあれ、撫胎乱々。

　こいつは、彼女は、外見だけならそこそこの美少女だ。胸のボリュームは視央と比べるべくもないが、うなじ丸出しのポニーテールといい、全体的にガードの緩い服装といい、男性の目線を引きつけてやむことはないだろう。

　それが、彼女の手口なのだが。

　撫胎乱々――――自称、『死体に恋する殺人鬼』。

　海域が生きている人間を嫌うが故に殺人を犯すのに対し。

　乱々は死んでいる人間を好むが故に、その凶刃を振るう。

　生きているのも罪深いほど、歪み切った性欲を満たすために人を殺す死し姦かん愛好者。夜な夜な男を惨ざん殺さつし、その死肉を使って自らの欲望を満たす色しき情じよう狂きよう――――こんな奴に惚れられたら、待っているのは三さん途ずの川だ。冗談じゃねぇ。

「しかし刃、その娘むすめは誰だ？　いつもの性悪女に比べて、毒気もなにも足りていないな」

「キヒヒヒヒッ、確かにねぇ」しげな海域に続いて、鉈を胸元に仕舞いつつ、乱々も声を上げる。「視央ちゃんも可愛くって好きだけどぉ、この子とは初対面だねぇ。是非是非お知り合いになりたいなぁ。あ、もしかしてこの子も殺人鬼ぃ？」

「んな訳ねーだろうが。…………こいつは、その視央からの預かりものだ」

　瞳子を紹介するのに適切な言葉が思いつかず、取り敢えずそんなことを言ってみる。

　横目で瞳子の様子を窺うかがってみるが…………うわ、ダメだなこりゃ。すっかり怯え切っちまってる。海域に乱々め、余計なことをしやがって。

　…………とはいえ、改めてよく考えてみると、こんな殺人鬼共に、人じん格かく破は綻たん者しやの狂人共に、偽眼だの魔眼だのの話題を出すのはそもそも不味いかもしれない。妙なベクトルで興味を持つ可能性の方が高そうだし、最悪、瞳子を殺しにかかるかも分からない。

　欲望に非常に忠ちゆう実じつな、乱々辺りは特に。

「……刃、注文は？」

　思わず黙り込んでしまった俺の対応が不満だったのか、それとも店に入ったにも拘らず駄だ弁べってばかりなことに業ごうを煮やしたのか。

　慣れた手つきでグラスを磨きながら、串満が訊ねてきた。

「お？　あ、あぁえっと、俺はいつものでいいや。瞳子、お前は？」

「っ!?」

　びくぅ！　と瞳子が震えたのは、学ランの裾が振動したので容易に分かった。

　ビクつき過ぎだろ。数分前には、不安になるような無防備っ振りを披ひ露ろうしていた癖に。

「あ、あう、あう…………」

「……取り敢えず、茶でも飲んどけ一五歳。話はそれからだ――――なぁ、刃」

　口をぱくぱくさせるだけの瞳子に回答を期待せず、さっさと切り替える串満。

　…………話、ねぇ。

「本当、なにもかもお見通しって感じだな、串満。その勘かんの鋭さ、少し怖いくらいだ」

「殺人鬼っていうのは、基本的に一匹狼だからな」感心して呟く俺に、串満は無感情に淡々と語る。「一緒に連れてくる誰かなんていうのは、大抵裏がある奴に決まっている。郷弥視央然しかり、な。…………どうせその娘も、なにやら狙いがあるんだろ、刃」

「……瞳子、座れ」

　もう何度目になるだろうか、学ランの裾がまたも大きく揺れ動いた。

　だが、甘やかすことはない。元から俺と瞳子はそういう関係性にないのだし――――それに、俺は殺人鬼だ。

　人を殺すのが当然だなんて嘯うそぶく、俺みたいな奴に頼るっていうのは、世界の暗部に触れることである。なのに、この程度で怯ひるんだり、ビビったりするんなら、最初から俺に向けて、手なんか伸ばすべきじゃない。

「座れ、瞳子。立ちっ放しじゃ、話しづらい」

「う…………」

　促うながす言葉を繰り返しても、なお躊ちゆう躇ちよするように首を緩やかに振る瞳子。

　否定の意を示すというよりは、俺の両側に座る殺人鬼二人を交互に見ているようだ。もうすっかり、警戒心の塊かたまりである。

　…………あれ？

　待てよ。俺だって立ち位置的には、海域や乱々と変わらないんじゃないか？

　未だもって俺の裾を放さないっていうのは、どういう意味なんだ？

「……安心しろ。この店じゃ、刃にん傷じよう沙ざ汰たは御ご法はつ度とだ。警戒しなくても、そいつらに妙な行動は取らせん」貫かん禄ろくのある串満の低音が、独特の響きを持って店内に響き渡る。「早まった行動をした奴は、俺が殺す。…………尤もつとも」

　言いながら、串満は何故か俺を、嫌な感じの笑みを浮かべながら見てきた。

　…………なんだよ、気色悪ぃ。

「その必要は、どうやらなさそうだな。お嬢さんには、俺よりずっと有能なボディガードがついているらしい」

「っ、……えへ、えへへへ」

　なんか瞳子が笑っている。それも、緩みまくりにやけ切った表情で。

　…………なんだこいつ。意味分からん。

「じゃ、じゃあ…………座り、ます。あと、ごちそうさま、です」

　何故だか串満相手にそんな所しよ信しん表ひよう明めいをして、宣言通りに瞳子は席に着いた。

　ただしそこは、俺と海域の間ではなく、ましてや俺と乱々の間でもない。強しいて言うなら、海域と乱々の間と、そうとでも言えば納得してくれるだろうか。

「…………おい、瞳子」

「？　どうかし、ましたか？　殺人鬼さん」

　素すっ惚とぼけた面して訊いてきやがるこいつに、俺は呆気に取られていた。

　眼ノ宮瞳子が、腰を落ち着けるのに選んだ場所――――それは、俺の膝の上だった。

「……いや、これはねーだろ。っつーかねーよ。降りろさっさと」

「へ？　で、でも……あの、殺人鬼さん。その…………わたし、座るところ、が……」

「俺の隣でいいだろうが！　何故に俺の膝の上!?」

「で、でも…………」

「いいからさっさと――」

「……………………」

　うるうるうるうる

　効果音をつけるなら、およそこんな感じだろうか。いっそ水でもぶちまけたかのように潤うるんだ右目が、俺のことを一心不乱に見つめていた。

　今にも泣きそうな調子で。

「キヒヒヒヒッ、ひっどいなぁ刃くんはぁ。女の子がぁ、膝の上に座りたいだなんてさぁ、ご褒ほう美びシチュ以外の何物でもないのにぃ…………あっ、なんなら僕が代わってあげよっかぁ？」鬱うつ陶とうしい声を送ってくるのは、言うまでもなく乱々。いつかその声帯を切り刻んでやる。

「あの…………瞳子、席なら俺の両脇に空いているんだが……」

「……………………」

「……………………」

　無言のまま、見つめ合うこと数秒。

　……正直に言おう。俺はこの体勢から今すぐ解放されたいと思っている。殺人鬼と目撃者――――それも、奇妙で得体の知れない能力持ち。そんな訳の分からない少女を、膝の上に乗せるなんて、殺人鬼どころか生命体として、信じがたい暴ぼう挙きよじゃないか。

　けど、しかし…………。

「…………分ぁったよ。好きにしやがれ畜生が」

　吐き捨てて、そうして淡い希望も理論も全て擲なげうった。

　仕方がない、仕方がないんだ。海域にしたって乱々にしたって、知り合ってすらいない間柄で、しかも被害者と加害者の相関図だ。同じ殺人鬼でも、面識のある俺の方が安心できるんだろう。

　……うっかりと同情の念なんかも、抱いちまったし…………絆ほだされた方が負けだ。

「で？　そのお嬢さんは誰なんだ？　名前、職業、住所、年齢の順に答えてくれ」

　と、いざこざの原因を作るだけ作って傍ぼう観かんしていやがった串満が、唐突にそんなことを訊いてきた。

　警察官の性さがなのだろうか…………そつなく飲み物まで出していやがった。瞳子用のお茶に、俺用の特製バナナジュース。……本当、幼少期の好みは慎重に選んだ方がいいわ。まさか未だに引き摺られるとは。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

「悪ぃ、串満。こいつは視央からの預かりものでな。詳しいことは言えないんだが、諸事情あって、俺はこいつを連れ歩いている」

「諸事情、とはなんだ。そんな幼女を夜中に連れ回す理由が生まれるほどの事情とは」

「悪いが守秘義務って奴でね、事情については言及できない」噓だがな。偽眼だの魔ま眼がんだのに妙な興味を持ちかねない奴らが隣にいる状況こそが本当の原因なんだけど。あと、幼女呼ばわりについては無視で。「悪いがこれも、視央との取引なんでな。とはいえ、俺も情報がなくて困ってるところだ。よければ少し手ぇ貸してもらいたいんだが――」

「しかし、それでもなにをしているか、それくらいは話してもよいだろう？　刃」

　無表情を貫く串満に代わって質問してきたのは、左手に座る海域だった。

　いつの間にか注ぎ足されていた酒は、しかしもう半分以上はなくなっていた。結構強い酒の筈なのに（実際、アルコール臭がきっついのである）、顔色一つ変わっちゃいない。

「あの女の性格の悪さは重々知っているつもりだが――――それにしても、行動の説明さえも封じる横おう暴ぼうはすまい。尤も、ビビってんなら仕方ねーけどな」

「……何年経っても、お前のキャラを理解できる気がしねー」

　口調からしてブレ過ぎだろうがよ。

　しかしまぁ、確かにその通りだな。なにをしているかも知らないままじゃ、情報収集も芳かんばしい結果を生みはしないだろう。言葉尻を濁にごして、言葉面をぼかして、オブラートで何重にも包んでおけば問題あるまい。

「……俺と瞳子がやってんのは、ちょっとした捜し物だよ。こいつが持っていた、ちょっとばかり大事な代しろ物ものを、捜しているだけだ」

「キヒッ、なにを捜しているのかはぁ、訊いても答えてくれなさそうだねぇ」

「当たり前だろ」主に乱々、お前の性癖の所為でな。

「それで、遠えん路ろ遙はる々ばるこんな腐敗の温おん床しようまで、当てになるかも分からない情報求めて？」

「……なぁんか文句がありそうだな、乱々。言いたいことがあるなら、遠慮なく言ってくれて構わないんだぜ？」

「いやいや別になんでもないよ～…………とか、言いたいところなんだけど、生あい憎にくねぇ」

　言いながら、乱々は目の前のグラスには目もくれず。

　大胆に露出した胸元をもぞもぞ動かし、得物の鉈を胸から取り出してみせた。

「ちょおっと気に入らないんだよなぁ。そんな不確定に、役に立つかも分からない情報を叩き売りするなんて、僕の美学には合わないんだよねぇ」

「あぁそうかい。奇き遇ぐうだなぁ、俺もお前のことは気に食わないんだよ」売り言葉に買い言葉。相手の異常性に狙いをつけて、俺は意地の悪い口調で言ってやる。「男の死体ばっか求めてる色情魔はタイプじゃねーし、一人称が『僕』っつーのもあざと過ぎんだろうが。どのファン層狙ってんだよ美学とかほざくな変態が」

「…………やろっかぁ？　刃くぅん」

「……いいねぇ、この辺でそろそろ、目障りな奴を消しておくのも悪くない」

　言った時には既に、俺の手には鋭いナイフが握られていた。

　いつ取り出したのか、全身に仕込んだナイフのどれを手に取ったのか、それさえも曖あい昧まいなままに、得物を構える。瞳子が邪魔で動けないなんて、そんな不利は関係ない。そんなものは誤差としてさえ認定せず、丸ごと呑み込んでしまうのが俺の殺刃である。

　一秒、二秒…………重苦しい静寂が辺りを支配する。

　やがて、どちらともなく手が、指が。

　大気中を蠢うごめく殺意が、僅かに動きを見せた――




「いい加減にしろ、刃、乱々。お前ら、ここで人生終了したいのか？」




　――ただしそれは、殺人鬼でもなんでもない。

　鬼より鬼な人でなし、足洗邸串満のものだった。

　横目で睨むようにして見ると、串満はシェイカーの代わりに、なんともやる気に欠けた調子で拳銃を握っていた。

　二人を同時に殺さんばかりの覇は気きを、たった一つの銃口が容よう赦しやなく放っている。

「…………串満」

「言った筈だ、店内じゃ刃傷沙汰は御法度。仮令たとえお前だろうと、違反するなら殺すぞ」

「……………………」

　互いに譲ゆずることを知らない睨み合い。

　蛇と蛙かえるならすぐ決着はつくが、向かい合っているのは毒どく蛇へび同士だ。埒らちが明く訳がない。

「……やーめたっとぉ」

　そんな無意味な拮きつ抗こう状態に終止符を打ったのは、意外なことに、乱々だった。

　名前の通り、乱れに乱れた性格の癖に。

　いつの間に小利口になっていたのか、乱々はおとなしく鉈を服の中へ仕舞った。

「早死にはしたくないしねぇ。それも、たかだか刃くんをからかうなんて下らない理由でさぁ。所詮この世は、生きた者勝ちなのだよぉ」

「……殺人鬼やっている時点で、そもそも負け犬だろうが」

　吐き捨てて、俺もナイフを学ランに仕舞い込む。耳が嫌なむず痒がゆさを訴えるような風切り音だけを残して、ナイフは誰の視界からも消え去った。

　……いや、それは違うか。俺がポケットに忍ばせたナイフだって見えている奴がいる。

　俺の、膝の上に。

「ず、ずずー…………ぷはっ」

　眼ノ宮瞳子。

　謎多き人工眼球、偽眼を有し、見ることに関しては誰にも負けないと豪ごう語ごする少女。

　世が世なら世界征服を目論む悪の組織にでも狙われてもおかしくない奇き々き怪かい々かいは今――――俺の膝の上で、烏龍茶をストローで吸っていた。

　溶け出た氷の成れの果てまで、全て。

「……瞳子、お前」

「ふ？　あれ？　殺人鬼さん、どうし、ました？」

「……いや、なんでもない」

　…………いい根性してるよな、こいつ。

　隣どころか肉薄した距離で、丁ちよう々ちよう発はつ止しの修羅場が演じられているっていうのに、よくもまぁ落ち着いて茶ぁ飲んでられたもんだ。いつからここまで肝きもの据わった娘っ子に生まれ変わったのかねぇ。

　ったく、こういう特殊な人類を相手にするのは、本当に疲れる。

　…………しかし、今日はこの辺りが限界だろう。こんな状況で魔眼云うん々ぬんの話など――――無理に決まっている。

「……空気、悪くしちまったかな。俺らはそろそろ、お暇いとまさせてもらうわ」

「妙な気を回さなくてもいい。お前が来る前から、ここの空気なんて汚れ切っている」

「んじゃ尚更だろ」足元に転がるリュックサックを踵かかとで蹴って、俺は嘯く。「こんなもの持ち込んで、空気汚染はますます酷いんだ。本当さっきから、血色と死色の虹色で、気持ち悪くて仕方ねーんだよ」

　我ながら、言い訳めいた言い種だ。

　だが、わざわざ本当のことを話すこともあるまい。相互不干渉は、この店どころかこの世界で、長生きをするのに不可欠だし。

「ほれ、帰んぞ」

「へ？　あ…………」

　空のグラスを引ひっ手た繰くり、次ついで残念そうな声を上げた瞳子を持ち上げてやる。

　どちらかといえば小脇に抱えた感じだけど。俺にお姫様抱っこをするような優しさなど、期待するだけ無駄なのだ。椅子から降りて、計算も面倒だし、テキトーに一〇〇〇円札を一枚、テーブルに叩きつける。

　釣りは要らん。取っとけ。どうせ大した額がくはないだろうし。

「あぁ、最後に一つ、お前らに訊いときたいことがあるんだがよ、海域、乱々」

　振り向くこともせず、俺は問いかける。

　二人が反応したことくらいは、気配でもって察知できていた。だから、いっそふてぶてしいとさえ映るであろう質問を、俺は背中を向けたままに言った。

「お前らさぁ、最近人を殺したくなった時はないか？　例えば、どっかの誰かとすれ違った時、とか」




「世迷い言をほざくなよアホが。私が人殺しなのは、未み来らい永えい劫ごう変わることはない」

「僕の発情期は一生中だよ。そんな当たり前をわざわざ訊くなんて、どうかしているよ」




「…………そう、だよな」

　殺人鬼としては文句なしの及きゆう第だい点てん。

　しかし、情報源としては無価値に等しい言葉を叩きつけられて。

　俺と瞳子は、この世の伏ふく魔ま殿でんを後にしたのだった。





†






　――甘かった。

　それが、『Killer's BAR』からの帰り道、俺が唯一抱いた感想である。感想であり、反省。この一言だけで、今日の失態は充分に表せるだろう。

　認識も、危き惧ぐも、甘過ぎたのだ。

　いくら俺にとっては顔馴染みとはいえ、相手は殺人鬼。人を殺すことを人生の至上命題に位置付けるような狂人共だ。俺が他人のことをどうこう言えた口ではないが、奴らには奴らの生き方がある。それに対して、俺は認識が甘かったとしか言えないだろう。

　殺人鬼、なんて化物じみた言葉から連想されるほど、俺たちは豪快な生き物ではない。寧むしろ臆おく病びようで、慎重で、猜さい疑ぎ心しんが強いと称して過言ではないだろう。そうでなければ、日常的に殺人を犯すなんてこと、人生中続けられる訳がない。

　いくら俺や海域、乱々には、串満という死体処分係がいるとしてもだ。

　堅実に、確実に、着実に生き続けることを望むあいつらに対して、情報を伏せたまま聞き込み調査なんて、甘かったのである。

　相手は異常殺人者。偽眼や魔眼について触れれば必ず、変なベクトルで狂きよう喜き乱らん舞ぶすると踏んだのが、間違いだったとは思わないけれど。

　しっかし…………本日は収穫なし、か。

　できる限りさっさと依頼（というか命令）を果たして、この得体の知れない女の子とはおさらばしたいんだけどねぇ。おちおち人を殺すこともできやしねぇ。

「…………あの、殺人鬼、さん」

　と。

　夜な夜な繰り返される俺たちの蛮ばん行こうによって、すっかり血の臭いが染み付いた路地裏を歩いている途中、瞳子が、俺に話しかけてきた。

「なんだよ。あぁ、手掛かりがなんにもないことについてだったら、別に謝んねーぞ」

「い、いえ、それについては別に……気にして、ないんです、けど……」

　けど？

　含みのある引きを残し、瞳子は人目を気にするかのようにきょろきょろと首を振る。心配しなくても、この辺に人通りなんてほとんどない。住宅地ばかりの我らが寄より宇う木き町では、夜に出歩くバカなんて犯罪者と殺人鬼と、世情に疎うとい奴しかいないのである。

「……不思議な、人たち……でしたね。……海域さん、と、…………乱々、さん。それと、串満さんも」

　話し方の流りゆう暢ちよう具合が、明らかに親愛度と比例していた。

　海域には一度脅されているし、乱々には散々絡まれたしなぁ。苦手意識を持っているのは当然か――――尤もそれは、決して悪いことではないが。

「不思議な人、ね」簡素と言えば簡素、的外れと言えば的外れな評価を口にし、俺は溜息を吐く。「あんな奴ら、人なんて言ったら、人間様に失礼だろうが。あいつらは化物だよ。狂って壊れて、終わってる」

「……？　で、でも」

「それは勿論、俺を含めての話だぜ？」

　茶化すように言って、俺は自じ嘲ちよう気味に笑みを浮かべてみせる。

　…………狂って、壊れて、終わってる、ね。我ながら散々な言いようだ。その言い草じゃ、一番ぶっ壊れているのは他ならぬ俺だというのに。

　生まれた時から殺人鬼。人殺しを糧かてとする殺人鬼。愉悦さえしない殺人鬼。

　乱々には快楽という目的がある。海域には孤独であり続けるという目的がある。他の殺人鬼にだって大なり小なり、本能に基もとづいたなにかしらの理由はあるものだ――――なのに、俺にはそれがない。

　殺される側としては堪たまったものじゃないだろう。なんの理由もなく、つまりなんの意味もなく殺されるのだから、化けて出たって浮かばれまい。それでも俺は、殺人をやめられない。

　自分の意志で心臓の鼓こ動どうを止めることなど、誰もできないのとおんなじで。

「さ、殺人鬼さんは……壊れてなんか、いません、よ？」

　なのに。

　瞳子は何故か、その歴然たる事実を否定しようとしてくる。

「確かに、ちょっと、狂ってるかもしれ、ないです、けど…………壊れて、ないし、終わってもない、です。だって……だって、殺人鬼さんたち、わたしと、普通にお喋り、してました、よね……？」

「……………………」

「普通の人と、えと、くらすめえと？　の人たちと、おんなじ、でした。…………ちょっと、怖かった、ですけど」

「…………本当、お前はバカだな」

　呟くことしかできねぇ。

　普通の人？　俺や、あいつらがか？　笑わせるなよ眼ノ宮瞳子。お前のご大層な目はどこまで節穴なんだ。人を殺すことでしか生きられない俺たちが、人を殺さずに生きていける人間と、同じである訳がないだろう。

「……とはいっても、流石に乱々の奴がどうしようもなくやばいってことくらいは、気づけてたろ？　あいつの目、見てたか？」

「…………」かっくんかっくんと、首の骨が抜けそうな否定をしてくる瞳子。

「……よく見ておけ。殺人鬼っつーのはな――――こう、目が違うんだよ」

　溜息と同時に、俺は一旦目を閉じた。

　言っても分かんねー奴には、見て分からせる他にないだろう。

　だから俺は――――一瞬だけ、我慢するのをやめた。

　常日頃から、無理矢理に抑えつけている殺意の奔ほん流りゆう。臓ぞう腑ふを丸ごと支配するかの如きそれらを俺は、一時に解放したのだ。

　瞼まぶたの裏で微かに見える、轟ごう々ごうとした流れとうねり。毛細血管の幻が脳に見せつけてくるのは、流血のイメージ。肉塊の夢想。次々に思い浮かぶイメージが、指を、脳を、心臓を、全身全てを震わせて――――あぁ――




　――殺したくなってくる。




「っ…………!?」

　目を見開いた俺を見て、瞳子は、丁度昨夜と同じように、怯えた顔を見せていた。

　ぴったりと、寄り添うように付き従っていた癖に、今やもう俺から距離を取りたくて仕方ないとばかりに脚を震わせている。小枝のように細い腕は顔と胸を懸命に守護し、抉こじ開けられた瞳どう孔こうは露骨なまでの恐怖で溢れんばかりだ。

　俺が浮かべている、殺人鬼の目。

　どす黒い殺意の目だ。身勝手な殺気の目だ。貪欲な殺人の目だ。罪深い殺害の目だ。

「理解、したか？」自分でも驚くくらいの冷たい口調で、俺は言う。「これが殺人鬼だ。人殺しをなんとも思わない化物だ。変な勘違いをするなよ？　俺たちは普通じゃない」

　普通じゃ、ない。

　自分で言ってても、それは物悲しい響きを持っているように聞こえた。

「人を殺すことに、なにも感じない。罪悪感も痛つう苦くも労ろう苦くも苦痛も苦難も、なにもないんだ。今はたまたま、殺してもいいような奴を殺しているだけで、だから正義の味方でさえない。俺たちはみんな、殺せれば誰だっていいんだからな…………っはぁ」

　言って、俺は再び目を閉じた。

　話している間にも、止め処どなく溢れ出てくる殺意。俺の本性に、俺の本能に、理性で強引に蓋ふたをする。反乱するように眩め暈まいや息苦しさが襲ってくるが、それでも俺は、それらの不快感ごと全てを呑み込んだ。

　これ以上気を緩めていると、本当に瞳子を殺してしまいそうだった。

　いや、瞳子だけじゃない。もう誰でもよかった。殺せるものなら誰でも殺してしまいたかった。

「……………」

「……怖い、か…………」

　ゆっくりと瞼を持ち上げ、無理矢理に呼吸をしながら俺は瞳子に問うた。

　気遣っているのではない、寧ろその逆だ。殺人鬼を怖がってくれたなら、それはそれで本望。俺の殺人についてこないようになれば、別にそれでいい。無駄にこんな息苦しさを味わうなど、二度と御免被こうむりたいのだし。

　視央がなんのつもりで、こいつを俺に引っ付けたのかは知らないが。

　俺はいつも通りに、呼吸をするように人を殺していればいいだけなのだから。

「……怖い、です。怖いです…………けど」

　だが。

　瞳子は、足下を震源とする局地地震でも起きているかのように震えながらも、俺の方へ、じりじりとにじり寄ってきたのだ。

　右目だけで、真っ直ぐに俺を見つめながら。

「けど…………さ、殺人鬼さんの、だったら……平気、です……」

「は…………？」

「だ、だって殺人鬼さんは、その……な、なんとなく、いい人って、気、します、から」

「……………………」

「殺人鬼さん……わたしに、話して、くれました、よね？　その、殺人鬼、っていう人の、ことを」訥々とした口振りで、しかし確信に満ちた言葉たちを、瞳子はゆっくり紡いでくる。「気づいて、ました……？　殺人鬼さん、乱々さんや海域さん、串満さんのこと、話す時…………少し、嬉しそう、でした」

　嬉し、そう？

　生まれてすぐに監禁されてた人間がなにを――――と言いたいのに、経験則がそれを許さない。

　瞳子が監禁されていたのは、視央の家。その間、ずっと視央と関わり合っていたのだ。あの、常にへらへらと笑い微笑み嘲ちよう笑しようしている、郷弥視央とである。ネガティヴな感情が欠落しているんじゃないかというくらいに笑顔しか浮かべないあいつを見てきた瞳子の言葉は――――否定、しづらい。

　俺は、あいつらのことを語る時…………嬉しそう、だったのか？

　思いつく限り、悪口しか言ってねーと思うんだが。

「視央ちゃんは、大好きなものに、対しては……すごく、口数が多いん、ですけど…………殺人鬼さん、その逆、っぽいですね」

「…………放っとけ」

　顔を背けたまま、俺は前進する。

　――――眼ノ宮瞳子は、今までのやり取りを見る限り、普通の少女でしかない。

　偽眼という異能を持ち、魔眼という異常を捜している彼女は、しかし監禁されていたとは思えないほどに普通だった。最早例えではないのかもしれないが、クラスメートを殺人現場に駆り出しているような、そんな居心地の悪さがある。

　普通の理屈、普通の論理、普通の感性を、殺人鬼である俺にまで適用してくる。場違いで的外れな、異常において異端な少女―――――つまりは、普通な訳だ。

　こんなただの少女を、何故視央は俺にくっつけた？

　罪滅ぼし？　魔眼捜しの手伝い？　そんな噓臭い理由が、郷弥視央という少女の中で罷まかり通るようには思えない。

　一体なんなんだ？

　郷弥視央の、本当の狙いは――

「あ、れ？　あの…………殺人鬼、さん？」

　ふと、横で歩く瞳子の足が止まった。

　長考に没ぼつ頭とうしていた俺は、呼びかけられた反射で立ち止まる。中途半端に投げ出された左足が地面を踏み締めるより先に、右足が慣れ親しまされた場所を如実に語っていた。

「なんだ、もう着いたのか。案外早かったな」

　両足を地面につけ、右手側に聳そびえる巨大な建造物に目をやる。

　さながら西洋のお城のような、絢けん爛らん豪ごう華か極まる造りのお屋敷がそこにはあった。純白に赤紫と、色のセンスは最悪なものの、芝生が生えた庭に無数の窓。さぞや位くらいの高い人間が住んでいるのだろうと、淡い夢想を誘発する佇まい。

　鉄でできた門もん扉ぴにかかった表札には、『郷弥』と、明みん朝ちよう体たいの文字が恭うやうやしく並んでいる。

　…………同姓の別人ではないんだよなぁ、これ。

　そう、なにを隠そう、目の前にある豪ごう奢しやなお屋敷こそ、あの郷弥視央が暮らしているという住居、郷弥邸なのである。

　……まぁ、このくらい広いお屋敷なら、瞳子一人、監禁しておく部屋くらいあっただろう。今更になって、なんとなく納得できる。してどうこうなるものでもないが。

「予想してたより、『Killer's BAR』から早く出ちまったからな。まぁ明日も学校あるんだし、今や一介の高校生になった瞳子としては、早めに寝といた方がいいだろ」

「で、でも…………あの、きょ、今日は」

「？」

「今日は、し、しないんです、か？　…………ひと、ごろし」

「……………………」

　媚こびるように、下手くそな上目遣いで俺を見る瞳子。

　まるで、今すぐ人を殺してほしいとでも言いたげな、誘惑に満ちた瞳。なんの変哲もない、普通の少女にしか思えないこいつが浮かべるには、不相応に蠱こ惑わく的てきだった。

　なのに、彼女はまるで食事をねだるかのように自然体で。

　それが更に、俺の中で不審を増大させていく。

「……お前みたいな目立つ奴がいると、殺やれるものも殺れねーからな」

　それだけ、冷たく言い放つと、俺は足早に自宅へと向かった。

　今日はこれ以上、瞳子の顔を見たくなかったのだ。

　状況にそぐわないちぐはぐな対応。ただの少女と変わらないような、的外れな信頼。油断だらけで隙だらけな挙動。そして、それを連れてきたのが視央だという懸念材料。

　これ以上考えてたら、頭がおかしくなりそうだ。

　ただでさえ、中途半端に殺意を帯びさせられた今では、尚更。

「…………チッ」

　なにに対するものかも分からない舌打ちをして。

　頭痛と吐き気を綯ない交ぜにしたような不快感を引き摺りながら。

　俺はひたすらに、なにも考えなくていい夢想の世界を求めて歩いていった。
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　少し、昔の話を。

　郷さと弥み視み央おが、どういう人間かというお話だ。

　今まで散々、俺はあいつについて語ってきたと思う。性格が悪いとか性根が悪いとか性分が悪いとか性質が悪いとか、とにかく散々に言いまくってきた。

　何度でも言おう、何度でも繰り返そう――――俺は、郷弥視央のことが大嫌いだ。

　どいつもこいつも、あいつの見た目とか、猫を被った物腰の柔らかさとかに騙だまされているが、それを見る度に俺は苛立つ。ムカつく。憤ふん懣まんやる方ない思いに襲われるのだ。

　あいつの本性は、蛇であり狐きつねである――――毒どく蛇へびであり、女め狐ぎつねである。狡こう猾かつで、目的のためには手段を選ばない。尤もつとも、俺はあいつがなにを目的としているかなんて、なにも知らないが。知りたくもないが。

　そんな悪女に秘密を握られ、一二年間もいいように使われ弄もてあそばれてきたのは、俺の人生において間違いなく最悪の出来事であろう。

　――――とはいえ、俺が従わされていたのは、実はそれだけが理由ではない。

　俺の殺人を知りながら黙っていた視央は、それだけで殺人幇ほう助じよの罪に問われかねまい。串くし満みつや乱々みだらなどに比べれば微々たるものであるとはいえ、デメリットがある手段を切り札にしておくほど、あの女は甘くない。

　もっともっと直接的で、分かりやすいカード。

　俺はそれを、八年前にまざまざと見せつけられたのだ――――
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『どこだぁっ!?』『逃がすんじゃねぇぞっ！』『ガキが、舐なめやがってっ！』『袋にしちまえっ！』『湾に沈めたるぞゴルァッ！』『刻んで豚の餌えさにしたろかぁっ！』『引ん剝むいて売り飛ばすぞてめぇっ！』『市中曳き回しの刑じゃボケがぁっ!!』

　耳を澄ますまでもなく聞こえてくる、怒ど号ごうに次ぐ怒号。発想だけなら立派な猟りよう奇き殺さつ人じん犯はんになれそうな男共は、なにかを捜して、路地裏をうろうろと蟻ありのように徘はい徊かいしていた。

　なにかというか、まぁ、俺なのだが。

　当時小学三年生。串満と共に『Killer's BAR』を始めてしばらく経った頃のこと。

　四件の強盗殺人に、数え切れないほどの余罪。その主犯格である暴走族『辜コ武ブ羅ラ出デ醒ザ威イ亞ア』のヘッド、四し十じゆう雀から臥が蓮れんを殺害するよう、串満から依頼されたのだ。

　大した労苦も必要ない木っ端仕事――――そう、思っていたが。

『……………………チッ』

　まだ小さかった身体を活かし、誰の目も届かないような死角に身を潜めながら、俺は忌いま々いましげに舌打ちをしていた。

　――どうして、こうなった。

　噎むせ返るような埃ほこり臭さの中、俺は苛立ちながら混乱していた。

　誰もこんな少年が、暴走族の首しゆ魁かいを殺そうとしているだなんて、夢にも思わない筈はずだ。それは俺も串満も、『Killer's BAR』創業当時から所属していた海かい域いきだって、頷かざるを得ない事実だった――――なのに。

　草木も寝静まる夜中、俺が暴走族の一団に近付いた瞬間、まるで宿年の怨おん敵てきでも見つけたかの如く、奴らは襲いかかってきたのだ。木刀に釘バット、メリケンサックと、間違っても小学生に向けるものではない武器で。

『クソが…………！』

　口が悪いのは昔から。汚い言葉を吐き捨てて、俺はじっと機を待っていた。

　これだけの騒ぎが続けば、俺が目的を果たすチャンスだっていくらでも生まれ得る。

　そう思い、暗闇と埃の中、俺はじっと耐えた。

　じっと、じっと、じっと、じっと、静寂が辺りを包むまで――――と。

『……？』

　そこでようやく、俺は異常に気がついた。

　静かなのだ。

　あれだけうるさかった怒鳴り声が、綺麗に消え失せている。まさか暴走族に、こっそり捜すなんて能がある筈もない。俺は慎重に、身を潜めていた場所から抜け出した。

『…………!?』

　久々に肺一杯に吸い込む外気。

　それにたっぷりと混じっていた臭気に、俺は、否応なしに気づかされた。

　独特の鉄臭さ。微かすかに甘い苦味。

　何回も、何十回も嗅いできたその臭いを辿って、俺は駆けていった。

　嫌な予感に突き動かされるように走った俺は、路地の角を一つ曲がったところで、




『やぁ刃じん、奇遇だね。こんなところで逢うなんて』




　――それに、出遭ったのだ。

　彼女は、酷ひどく楽しそうな顔をして、そこにいた。学校指定のダサい体育着がよく似合いそうな体育座り。真っ赤なワンピースを着ている彼女を――――しかし俺は、人間として見ることさえできなかった。

　彼女は、郷弥視央は、堆うずたかく積まれた男たちの肢し体たいの上に、優雅に腰かけていたのだ。

　全身をべったりと、赤黒い血で染め抜いて。












『…………視、央……!?』

　驚愕する。戦せん慄りつする。恐怖する。慄がく然ぜんとする。

　あり得ないあり得ないあり得ないあり得ない。

　脳がどれだけ否定を叫んでも、目の前の事実は消えてくれない。殺人鬼の俺でさえ手が出せなかったこの徒と党とうを、惨さん状じように追い込んだのは間違いなく、君くん臨りん者しやたる視央なのだ。

　悪戯いたずらっぽく舌した舐なめずりをして、視央は笑う。

『もう、なんだよ刃ってば。せっかく逢えたのに、つれないなぁ。だぁい好きな刃のために、私がこぉんなことをしてあげたのにさぁ』

　巫ふ山ざ戯けたように口にするが、しかし彼女がしたことは尋常ではない。

　微かに響く呻き声。屍し血ざん山けつ河がの材料となっている暴走族共は、全員がまだ生きていた。動けなくなるくらいに痛めつけ、山のように盛り付ける――――正に悪魔の所業だった。

　こんなこと、殺人鬼として成せい熟じゆくした今の俺でも、できる気がしない。

『視央…………お前が、やったのか……？』

『そうだけど、そうじゃないよ』恐るおそる訊ねる俺に、視央は嘲あざ笑わらうようにしながら返す。『もしかして、この大男共を私が一人で伸しちゃったと思ってる？　やだなぁ、私がそんな疲れること、自分でやる筈ないじゃないか』

　疲れること。

　…………なんなんだ、その言い草は。

　人殺しが苦でなければ――――お前は平気で、こんな蛮ばん行こうをやらかすのか？

『なんで、なんでお前が…………こんなこと、俺にだって――』

『だから、刃のためだよ。そうでなければ、こんな面倒なことはしないもん。それなりに苦労はしたけれど、でも、その結果が今の刃の顔なら、悪くはないかな』

　言いながら、視央は甘いお菓子でも頰ほお張ばったように、にたりと笑った。

　その時の、俺の顔。

　きっとそれは、言いようもなく歪んでいたことだろう。今までも散々に見せつけられてきた異常性。その全てを塗り替えるような凄せい惨さん極まりない光景をまざまざと見せられて――――俺は、恐怖していたのだから。

　自らの手を汚さずに、なんらかの後ろ暗い手段を使い。

　たかが俺一人だけのために、数十人の暴徒を相手取り。

　その全てを制圧して、それを俺に見せびらかしてくる。

　底知れない狂気に包まれた幼い彼女を見て――――恐怖せずには、いられなかった。

『ほら、お膳ぜん立だてはしてあげたんだし、さっさと殺しちゃえば？』そんな俺の心中など気にもせず、視央は楽しげに俺へと問いかけてきた。『それとも、どうやってこんな惨状を作り出したか、知りたいのかい？　君が望むなら、教えてあげてもいいよ？』

　血で染まった指が俺を指し示し、彼女は妖よう艶えんに笑う。

　蛇のように、狐のように、悪魔のように、化ばけ物もののように。

　殺人鬼を脅すに際し、これ以上はないという手段をもって、彼女は謳うたう。




『刃、君の身体に直接、ね…………』




　それは非情で、そして非常に分かりやすい。

　殺人鬼程度、いつでも殺せるという――――視央からのメッセージだった。
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「…………チッ」

　瞼まぶたを持ち上げた途端に眼球を突き刺してくる陽光に向かい、俺は高々と舌打ちをした。

　まったく、悪夢でも見たかのような最悪の目覚めである。……実際、悪夢を見ていたのだから、強あながち間違いでもないけれども。

　薄い瞼を透過して、直射日光が赤々と目を刺激してくる。ついさっきまで曇っていたのに、天気は気き紛まぐれだから困る。結局昨日は考え過ぎで目が冴さえてしまい、一いつ睡すいもできなかったのだ。少しはこの睡眠不足な殺人鬼に、慈じ悲ひの心を見せてほしいものである。

　と、そこまで脳内で盛大に愚ぐ痴ちったところで、薄ぼんやりとチャイムの音が聞こえた。

「……あー、授業、終わっちまったか？　それとも、始まったとこか……？」

　どっちでもいいか。

　呟きながら、俺は横おう臥がの姿勢を継続させる。まだ眩しいので、目は開けられないが。

　瞳ひとみ子こと『Killer's BAR』に赴おもむいた、その翌日。

　この日は珍しく、俺は二時間目以降の授業をサボることに決めていた。屋上の隅っこで、誰にも邪魔されずのんびりと睡眠。頭の悪いこの学校じゃ、サボりや早退は日常茶飯事だし、大して目立つこともあるまい。

　空から梅つ雨ゆの今年はいい感じに雲だけが出てて、昼寝には最適だと思ったんだが…………流石、腐っても屋上。晴れた時の陽射しぱねぇ。

「…………視央の奴、夢にまで出てきやがって」

　まったく、堪たまったものではない。

　現実でさえ奴は、俺にとって迷惑極まりないことしかしてこない。瞳子をけしかけたのだってそうだ。なのに、あいつ自身は俺に刃向かわれないよう、策を巡らし網を張っている。俺が殺人鬼だという事実を公表するという有言の脅迫と、それに。

　視央自身にも、俺以上の殺人が可能だという、無言の脅威。

　戦せん慄りつするほど直球の、殺害予告。

　八年前、まざまざと見せつけられたのは――――逆らえば殺すという、言葉よりもずっと分かりやすいメッセージだった訳だ。

「……チィッ」

　思い出すだに忌々しい。

　小学生の、しかもあの郷弥視央の細腕じゃあ絶対に敵わないだろう凶行。示し唆さしたのがあの女め郎ろうであることは間違いないが、肝かん心じんの実行犯については、今に至るまであいつは口を閉ざしたままだ。切り札のようにチラつかせるだけで、脅迫のように仄ほのめかすだけで、一向に詳しく話そうとはしない。

　終しまいには、『詮せん索さくしたら…………分かってるよね？』と矛先の攻撃範囲を広げてくる始末。弱味を握られているだけでも心休まる暇がないというのに…………本当、迷惑なことこの上ない。

「…………ったく、せめて夢の中でくらいは、あのバカと無縁でいさせろっつーの。こちとら視央の所せ為いでどれだけ迷惑被ってるか――」

「――へぇ、私は刃の迷惑になっていたのか。自覚していなかったなぁ、ごめんごめん」

「今更謝られたって――――、……え？」

　あれ？　今俺、会話してたか？　誰と？

　いや待て、そんなの決まって――

「み、視央っ!?　なんで――」

　まるで突き飛ばされるように目を見開き、視界を取り戻した先に見えたのは。




　真っ黒なレースで彩られた、年齢不相応な視央の下着だった。




「っ!?」

「ふふん、どうした刃。顔が真っ赤だぜ？」

　ザザザザァッ！

　痛々しい音を立てながら、俺は思い切り後退する。尻しり餅もちを搗ついたような無様な格好で、手で地面を擦こすって虫みたいにだ。

　何故なら、視央はよりにもよって、俺の顔面の真上で仁王立ちしていたから。

　しかも、白と紺のセーラー服の、スカート姿で。

「て、てめぇ一体、一体なに考えてやがるっ!?」

「えー？　別になにも考えてないよ」豊満な胸を自信一杯に張りながら、視央は惚とぼけた声を出す。「強いて言うなら、私の身体で刃に性的興奮をしてもらって、誰もいない屋上で二人の身体を餓が狼ろうが如く貪むさぼり合おうそうすれば私がどれだけ刃のことを好きなのか分かってもらえるかなぁ――――とかその程度のことだよ。うん、大したことではないな」

「充分大したこと過ぎんだろっ！　割ととんでもないことだよそれはっ！」

「冗談だよ、半分は」半分は本気だったという衝撃の事実を告白しつつ、視央はその場にずけずけと座り込む。「なに、愛しの刃と少しお話がしたくってね。教室に行ってみたんだが、罪つみ忌き輪りん廻ねに聞いたところ、一時間目が終わってすぐにどこか行ってしまったそうじゃないか。仕方なく私は、刃を捜して三千里していたんだよ。お陰で随分と時間を食った」

「授業サボってまで、俺をからかいに来たのかよ……」

「サボるっていうのはさ、参加義務のあることに対して不当に参加を拒むことだろう？　あんな低レベルな授業に参加義務を課すなんていうのは、最早それだけで体罰だぜ」

　屁理屈捏こねてる時は生き生きしちゃってまぁ。同じ穴の先客たる俺だけど、呆れてものも言えねぇよ。

　――――しかし、気にはなる。

　視央は一応、表面上は社交的な優等生で通しているし、授業をサボるなんて非行、そうそうやるとは思えないんだよなぁ。パブリックイメージというものがあるのだし…………どうも一昨日辺りから、こいつの行動は奇妙である。

　熱烈なアプローチをかけてきたり。かと思えば、見ず知らずの少女を引っ付けてきたり。と思いきや、翌日にはこうして、俺と二人きりになったり。

　行動の一貫性に、あまりにも欠けてやしないか？

　悪い意味でものすごく頭がいい、そんな視央にしては…………おかしいのである。

「まぁ、そんなことはどうでもいいんだよ刃」授業をサボった件なのか、それとも俺が不審に思っている件なのか。どちらにしろどうでもよさそうに、視央はゴミでも捨てるかのような仕種と共に言う。「私は君とお話ししに来たんだ。それ以外のことはどうでもいい。さぁ、私と一〇七のどうでもいい話題と一つの重要な話題についてお喋りしよう」

　除じよ夜やの鐘かねレベルで喋るネタがあるのかよ、俺とお前の間に。

「…………俺、今からでも授業出てこよっかな」

「そう露ろ骨こつに避けるなよ刃、萌もえてしまうじゃないか」

　……どうしてそう、的確に俺が耳みみ障ざわりだと思う台詞を吐けんだろうなぁ、お前は。

　あんまり学校で、殺意が湧わくような言動はやめてほしいというのに…………。ただでさえ酷い息苦しさが、胴体全てを絞り上げられているかのように増していく。

「冗談はともかく……昨日は一人も殺せなかっただろ？　瞳子がいた所為で。あの子は人目を引くからねぇ」まるで見てきたように、それでいて白々しく視央は言う。「もしかして、溜まってんじゃないかなぁと思ってさ。よかったら私が抜いてあげようか？　幼おさな馴な染じみの余計なお節介というのは、二次元じゃお約束だろう？」

「三次元に持ち込むんじゃねぇそんな因いん習しゆう」

　大体俺は、お前を幼馴染みなんて平和な呼称で表す気はない。

「で、今話題に上がった瞳子だけど、どうだった？」

「どうだったって…………なにがだよ」

「んー？　いや別に。ちょっと訊いてみただけさ、どうもしないならそれでいい」

　今のところは、まだ。

　意味深にそう呟くと、視央はわざとらしく「あぁ、そうだそうだ」と、スカートのポケットを弄り始めた。胡う散さん臭さ抜群の一連の動作から出てきたのは、矢や鱈たらと平べったい、最新型の携帯電話だった。

「刃さぁ、今日、携帯電話忘れてない？」

「は？」

　言われて、学ランの中を探ってみる。いつも通りの位置に、いつも通りなナイフの感触が感じられるが…………一つ、それとは明らかに形状をことにするものの存在が、まるで感じられない。

　…………携帯電話、家に忘れてきたらしい。

　……ま、まぁ仕方あるまい、昨日は一睡もできなかったのだし、判断力が鈍っていたって不思議ではない。どうせ、使う用途もほとんどない代しろ物ものだし、なくたって困らないからな。…………うん、仕方ない。仕方ないんだよ、これは。

「やっぱりね」露骨に呆れたような仕種を見せ、視央は自分の携帯電話を差し出してくる。「授業中にさぁ、知らない番号から引っ切り無しに電話が掛かってくるんだよ。五分に一回くらいのペースで。もしや私のストーカーくんかなぁ、と思ってかけ直してみたんだけど…………どうやら電話の主は、君に用があるらしいんだよね、刃」

「…………俺に？」

　言われて俺は、長方形の画面に指を滑らせる。

　出てきた通話履歴には、見覚えのある番号が並んでいた。一一桁の、携帯の電話番号。それを見た瞬間、ぞわりと、背中を嫌な予感が掠めていった。

　〇から始まる一一桁の数列――――それは、足あし洗あらい邸やしき串満の電話番号だった。
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『まず先に言っておくが、お前の返答次第では、俺はお前との契約を破棄させてもらう覚悟がある。生なま半なかな気持ちで答えるなよ、事と次第によっては、俺がお前を殺す』

「…………!?」

　無機質な、強しいて言うならば機械質な声だった。

　機械を通しているのだから当たり前かもしれないけど、でもそれ以上に、串満の声は冷たかった。電話口から聞こえる声で、耳の奥からじわじわと、全身が凍りついていくようだった。冷徹な怒りの声は、俺の体温を一気に奪っていく。

　ここまで激昂した串満の声を聞くのは、いつ以来だ？

　長い付き合いがある俺でさえ、計はかり知れない静かな怒号。堪らずに俺は「ちょ、ちょっと待てよ串満」と声を上げていた。

「急にどうしたんだよ。……もしかして、昨日の件か？　瞳子をいきなり連れてったのは謝るし、その後の乱々との小こ競ぜり合いだって、あれは――」

『俺が何故、「Killer's BAR」なんてものを始めたのか、お前は知っている筈だな、刃』

　まるで、俺の言葉など耳に入っていないかの如く、串満は追及の手を緩めない。

　鬼さえも切り伏せそうな剣けん幕まくで、しかし静かに、淡々と、きっと無表情のままで彼は、俺に声をぶつけてくるのだ。

『一三年前、俺は妻と娘を殺された』声が僅わずかに潤うるみ、串満の感情を覗かせる。それでも串満は、わざと心を殺し尽くし、平坦な声で続けた。『生きたまま無上の苦しみを加えられ、犯され穢けがされ嬲なぶられ甚いた振ぶられ、苦痛と絶望の中で殺された。楽しんで、面白がって、愉快がって殺人を行う、下げ衆すの犯罪者によってだ。俺は、それが我慢ならなかった』

「……………………」

『犯罪者は警察に逮捕されても、身柄の安全が保障され、裁判という公平な場所に立たされ、生きながら罪を償つぐなうという微温ぬるま湯ゆに浸かるのみ。そんなので被害者の気が晴れるか。苦しみが和らぐか。喪失感が埋め合わされるか――――だから俺は、自分で直接犯罪者を狩ることにした。お前のような、決して犯罪者たり得ない殺人鬼を使ってだ、刃』

　語る言葉に、熱が入っていくのが分かる。

　その話なら、もう何回も聴いた。そして充分に分かっているし、理解している。足洗邸串満。この男の、止めようもない悲しみと、怒りと、そして狂気を。

　俺は誰よりも、知っている。

『なのに、貴様は犯罪者に堕だしたのか、刃』

　その狂気が、俺に向けられている。

　戦せん慄りつせざるを得ない事実に、俺の頭は上手く回らない。口から漏れ出る荒い息を、押さえることすらまともにできない。

「く、串満、一体なにを言って――」

『惚けるなよ刃。お前が昨日、持ってきた死体だ』

　昨日、『Killer's BAR』に持っていった、死体。

　それは確か、笹ささ蓋ぶた孔こう輝きという名前の男で、俺が一昨日の夜に殺した――

『お前は、俺の知る限り最も純粋な殺人鬼だ。快楽でも性欲でも生活でも事故でもなく、殺人のみを求める殺人鬼。お前と出会ったからこそ、俺は「Killer's BAR」を作った。お前の殺人には、必要性だけがあって遊ゆう戯ぎ性せいはなかった筈だ。なのに、なのに』

「お、落ち着け串満！　俺には、お前がなに言ってんのかさっぱり――」

『なのに、なのにだ何故だ何故だ何故だ何故だ何故だ何故だ何故何故何故何故何故――』




『何故――――何故笹蓋孔輝の死体には、眼がん球きゆうが残っていないんだっ!?』
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　六月一二日、水曜日。時刻は午後二時丁度。

　少なくとも午後三時半までは授業のある学校を無断で早退した俺は、太陽光線に焼かれながらも、ある建造物の前に立っていた。

　西洋のお城みたいな、豪ごう奢しやな屋敷。

　昨日、眼めノの宮みや瞳子を送り届けた場所、郷弥邸ていである。

「……いつ見ても、無駄にでかい屋敷だよなぁ。ケッ、金持ちめ」

　貧乏人の僻ひがみ根性は、こんなところでも正常に発揮されるらしい。視線と罵ば言げんで一ひと頻しきり毒づいた後、俺は屋敷の裏手へ向かって歩き出した。

　夜よ闇やみに紛れるつもりのない、いつも通りの学ラン姿。学校から直接来たため、鞄かばん等も標準装備だ。ふらふら出歩いているとこの上なく目立つ格好だが、そこに関しては、あまり警戒する気もない。元よりこの場所は、人通りなど滅多にないのだ。

　カツカツと小気味よい音を立てて歩くと、五分もしない内に屋敷の真裏に辿り着く。切り立った崖がけの如く聳そびえる、蔦つただらけの壁。侵入口は、容易く見つけることができた。

「あそこ、でいいか……」

　狙いをつけたのは、二階の一番端にある部屋の、罅ひびの入った窓。ごてごてと装飾の多い壁は、登ってくれと言わんばかりに足場が揃っていた。

　ひょいひょいと、テレビで見たロッククライミングの要領で二階へと登る。

「ったく、なんで俺がこんなことを…………まぁ、放置しとく訳にも、いかねぇしなぁ」

　二階の窓枠に足をかけ、ナイフをガラスに突き刺しながら、俺は独りごちる。

　串満から掛かってきた、あの奇妙な電話。それを切った後、俺はすぐにこの場所へと向かった。授業など、とても受けられる気分ではなかったのだ。

　……あそこまで激昂していた理由は瞭りよう然ぜんとしないものの、しかし、困惑する理由は分かった。笹蓋孔輝の死体から、抜き取られていた眼球。それは確かに、不自然極まりない。

　腐って融とけたのだと言い訳はしておいたが…………仮に、仮にだ。

　一昨日の夜、死体の処理をすると言って笹蓋孔輝の死体を持ち帰ったのは、この家に住む視央と、居候である瞳子だ。眼球を取り出したのがあの二人だとすれば、辻つじ褄つまは合う。――――ならば、どうしてそんなことをした？　する必要があった？

「っ、とぉ」

　割れたガラスから手を突っ込み、窓の錠じようを開ける。ぽっかりと開いた入り口に、俺は自分の身体を滑なめらかに滑り込ませた。こんなスパイ映画のような真似は初めてだったが、案外できるものだな。これも日頃の殺人の賜たま物ものか。別に嬉しくはないけど。

「…………やっぱり、いくらなんでも広過ぎんだろ」

　埃だらけの、饐すえた臭いが充満する部屋を見て、俺は呟く。

　見たところ、この部屋はまるっきり使われていない空き部屋のようだ。それでも、俺が暮らしているアパートのリビングが、優に三つは入りそうなくらいに広い。こんな冗談みたいに広い部屋が、一体どれだけあることやら。

　俺の記憶が正しければ、この郷弥邸にお手伝いさんはいないし、視央の母親だという人間もいない。

　ならば矢や張はりこの屋敷は広過ぎる――――普通に暮らしている、だけならば。

「殿てん真まのおじさんは、不幸を研究していたとか言ったな…………つまり、この屋敷そのものが実験施設だったと考えれば……」

　辻褄は、まぁ合わなくはない。

　とはいえ、そんな枝し葉よう末まつ節せつはどうでもいいのだ。重要なのは、俺の抱いた疑念の解消。

　何故視央と瞳子は、笹蓋孔輝の死体から眼球を奪ったのか。

「……取り敢えず、見て回るか」

　当てがないままに、俺は探索を開始する。

　三階建ての屋敷は、廊下の往復だけでも息が上がるような広さをしており、部屋も嫌がらせかと思うくらいに多かった。一つ一つの装飾品は豪ごう勢せいを極め、如何にも金持ちが住んでいそうな造りをしている。

　なのに、そのほとんどが空き部屋だった。

　ロクに掃除も為されていない、埃や蜘蛛の巣にまみれた廃はい墟きよ。こんな場所で視央や瞳子が生活しているのかと思うと、素直に、奴らの神経を疑うしかない。

「…………ん？」

　手掛かりどころか、ここが不幸に関わる研究所であるという禍まが々まがしささえ感じられないまま、探索を続けていると。

　ふと、奇妙な違和感に襲われ、俺は立ち止まった。

「なんだ……？」

　侵入してから早三〇分。ふらふらと探索している内に辿り着いたのは、一階の廊下だった。二階や三階のものと同じ、埃だらけの煤すすけた場所である。

　そんな廊下で、一ヶ所だけ。

　丁度一メートル四方程度の壁だけが、ぽっかりと、埃の被害を免れていたのだ。壁の白があまりにも鮮やかで、そこだけが正方形に絵の具で塗られているかのようだった。

　そこの横も、上も、すぐ近くの床でさえも、埃まみれだというのに。

「……不幸の研究所、なんて得体の知れないものだしなぁ。まさかとは思うが……」

　言って、俺は真っ白な壁に手をついて、上へと押し上げるように力を込めた。

　果たして――――壁はするすると上へ昇っていき、地下へ続く階段が現れた。

「…………またべったべたな」

　驚くよりも先に、呆れが来た。

　呆れるよそりゃ。壁をスライドさせたら隠し階段がー、とか、一体いつの世代のゲームだよ。殿真のおじさん、子供好きではあったが、マジで感性が子供のままだったとは。

「とはいえ、ここが一番怪しいよな……」

　敵も罠もないボス戦へのルートが一気に開いてしまって、微妙な心持ちなのだけど。

　首尾がよ過ぎることに一いち抹まつの不安を抱えながらも、俺は階段を下りていく。所々に設置された、時じ代だい錯さく誤ごなランタンの明かりだけが、地下での数少ない光源となっていた。

　いつまで続くかも分からない階段を、一段一段、慎重に進んでいく。

　一体何分歩いただろうか。階段を下り切る頃には、俺の息はすっかり上がっていた。

「ったく……はぁ、殿真のおじさんは、一体、なんのつもり、で……」

　いかん、疲れて喋り方が瞳子みたいになっとる。

　息を整えて深呼吸…………といきたいところだけど、埃と煤とに支配されているのは、この場所だって同じらしい。肺がさっきからズキズキ痛いのは、疲れの所為だろうか埃の所為だろうか。ともかく、この場所で深呼吸はしたくない。

「はぁ、はぁ…………、ここ、は……？」

　――――階段を下りると、そこは暗闇だった。

　闇に慣れてきた目に映るのは、分厚い黒表紙の本たち。それが黒塗りの本棚にぎっしりと押し込まれ、左右の壁一面にあるのだから、もう視界は黒一色である。自分の肌の色だけが矢や鱈たら鮮せん明めいで、少し怖いくらいだった。

「……ここは、殿真のおじさんの書斎、か？　この暗さじゃ、本なんて読めないだろうけど」

　そして読めたところで、きっと俺には意味不明なのだろうけど。

「…………それにしても」

　なにか違和感がある。

　ここに下りてきてから、俺が絶えず感じている、得体の知れない悪お寒かん。殺人鬼としての経験が、なにかを小声で呟いているような気がしてならないのだ。

　この書斎には、きっとなにかがある。

　いつでもナイフを取り出せるように構えながら、俺は恐る恐る進んでいく。普段の数倍ゆっくりと、足を一歩一歩慎重に踏み出して――――と。

　ぱきっ

「……？」

　なにかを踏んだような音がした。

　ある程度の硬さを持ったものが、俺の足によって踏み砕かれる音。

　屈み込み、足元で音を立てた物体をよく見てみる。黒くて硬くて、まるで石のようにも見えるそれは、指先に力を込めるだけでも簡単に割れてしまった。パラパラと、破は片へんたちは素直に重力に服従し、地面へと落ちていく。

　その瞬間、弾けるように香ったのは。

　嫌というほどに嗅かぎ慣れた――――乾き切った血の臭い。

「――――っ」

　瞬間、世界が急に明度を増したように思えた。

　床を覆うザラザラとした触しよつ感かん――――それらは全て、すっかり乾いてしまった人間の血だったのだ。

　恐らくは、部屋中に点在する黒々とした部分は、残らず、全部。

「なんだ…………？　これって、いや、でも」

　一気に鼻び腔こうを突いてくる、濃厚な血の香り。酩めい酊ていしたようにふらふらとよろめいて、体当たりするように本棚に身体を寄せると、

「っ！　うっ、ぷ……」

　吐き気を催もよおすほどの臭気が漂ってきた。

　常人ならば数分もすれば正気を失うだろう、血みどろで血塗れの空間。血の臭いにはすっかり慣れてしまった俺でも、胸がむかむかするようだった。黒革の本からさえ、噎せ返るような異臭が立ち上っている。

「いや、これは…………」

　鉛なまりのように重い腕を引き摺り上げ、本の表紙に触れてみる――――と、ざら、というおおよそ本の装丁からは連想されない音が耳じ介かいを擽くすぐった。

　黒い革表紙だと思っていたそれさえも、乾いた血。

　書斎中の本にも、そして本棚自体にも、所々に触れればペキペキと剝がれる血のコーティングが施されている。

　自分の感じていた悪寒の正体を、遅ればせながらようやく、摑むことができた。

　この書斎中に振り撒かれた、夥おびただしい量の人間の血――――それが、俺の殺人鬼性を刺激していたのだ。

「……どういう、ことだ？」

　答えてくれる人間はいないと、そう分かってはいても、呟かずにはいられなかった。

　あまりにも、おかしいのである。

　人目を忍ぶような入り口に、やけに仰ぎよう々ぎようしい雰囲気。十中八九、ここは殿真のおじさんが利用していた場所なのだろう。人知れず不幸の研究を行っていた、『Killer's BAR』より奇々怪々な伏ふく魔ま殿でん。眼ノ宮瞳子を被験者とした、実験施設の末端。

　そんな重要な場所を、こうまで血で汚したまま放置するものか？

　まるで石の如く乾いた血。死体嫌いの俺は正確なことなどなにも知らないが、この血がばら撒かれてから、ざっと一週間程度は経っていると見ていいだろう。殿真のおじさんが不幸を研究するような狂科学者マツドサイエンテイストなら、部屋のこの惨さん状じようを看かん過かする筈などあるまい。

　一週間前――――それは確か。

　殿真のおじさんが、消息を絶った頃ではなかったか。

「っ、まさか、視央の奴――」




「ふふん、どうかな刃。我が家のお宅探訪は順調かい？」




「っ!?　っの、おぉっ!?」

　声が聞こえた瞬間、俺は反射だけでナイフを取り出し、さながら自動機械の如く声の主に切りつけ――ようとして――、結局、なに一つ達成できなかった。

　学ランから得物を取り出すことも。振り向き様にそれを振るうことも。

　その全てが、封じられていたのだ。

　密着せんばかりの零ゼロ距離まで近づいていた、郷弥視央その人の身体によって。

「み、視央…………!?　な、なんで……!?」

「人の家に不法侵入しておいて、その言い草はないんじゃないかい？」至極真っ当な、正当な、それ故に異常極まりないこの空間では浮きまくることを、視央は平然と言ってくる。「おまけにこんな隠し部屋まで漁ってくれちゃって……。刃、君にはがっかりだぜ？　私は空き巣なんてちゃちな軽犯罪には目もくれず、ひたすらに人を殺し続ける君のことが、世界で一番大好きだったのにさ」

　白と紺のセーラー服。夜を染め抜いたように真っ黒な髪。

　血で染まった書斎とは実にミスマッチな姿で、視央はくすくすと笑ってきた。

「なんで、お前はだって…………が、学校は――」

「言ったろ？　あんな下らない授業に参加義務を課すことは、それだけで体罰と同義だ。私も刃とお揃そろいで、無断早退してきたクチだぜ？　どうせ怒ってくる奴もいないんだし、気楽なものだろう？」

「てめぇ…………！」

「おいおい、君程度の計算が外れたことを、そんな大仰に嘆なげくなよ」

　言いながら、視央は俺に背を向けて、ふらふらと反対側の壁へと歩いていく。五秒もしない内に背凭もたれ代わりの本棚に到達した視央は、大きな胸をたゆんと揺らしつつ、身体をそれに預けていた。

　血で塗り固められ、死の香りを放ち続ける本棚に。

「それにさ、実際丁度いい頃合いだったんじゃないか？」血の臭いに包まれていることなど微み塵じんも気にしていないかのように、視央が悠然と語りかけてくる。「刃、君は私に訊きたいことがあるだろ？　学校を早退した理由とか、そんな簡単なことじゃなくってさ」

「……あぁ、そうだな。丁度いいから訊かせてもらおうか」

　開き直って俺は、両腕をだらりと下げた。

　殺意は保ったまま…………それでも、この疑惑は本人に直接訊くしかないだろう。

　人間一人分程度は優にありそうな、夥しい量の乾いた血液――――そこから導き出される疑惑は。

「視央、お前…………殿真のおじさんを、殺したのか？」

「うん、そうだよ」

　あっさりと。

　悪戯がばれてしまった子供のように。

　悪びれるどころか、寧むしろ誇らしげに、視央は頷いた。

「この部屋の血は、全て我が親愛なるクソ親父おやじのものだ。これだけの血が流れたら人間はどうなってしまうのか、ふふん、殺人鬼の刃なら知っているだろう？　あぁ、生あい憎にくだけど肉や骨はここにはないよ。全て処分させてもらった」

「処分って……一体、どうやって……」

　いや、死体の処分方法だけじゃない。

　ここまで凄惨で力尽くな殺人を、視央は一体どうやって行った？

　彼女自身が殺した訳ではあるまい。なら、誰が？　視央はそいつに、どうやって自分の言うことを聞かせた？　郷弥視央――――この鬼き女じよは、一体どんな力を持っている？

　既に何回も頭を過り、そして目の前の少女に潰された筈の疑問が、ぐるぐると廻る。

「……なぁんか、刃が関係ないことに気を向けている気配がするなぁ」乱暴に頭を掻きつつ、視央は鬱うつ陶とうしげに眼を細めて言う。「どうやって、とか、そんなことは今問題じゃないんだよ、刃。死体の処分方法なんて、人の殺し方と同じくらい、那な由ゆ他たの如く存在するじゃないか。焼いてもいいし融とかしてもいいし、なんなら食べたっていいんだから」

「っ…………いや、それよりも」

　悔し紛れのように語気を強め、俺は視央を詰きつ問もんする。目尻が痛くなるくらいに目を尖らせても、心臓が千切れていくかの如き不快感は消えてくれなかった。

「それよりも……お前、なんで殿真のおじさんを、殺したんだよ……！」

　なんで。どうして。何故。動機――――それこそが、最も重要な違和感だった。

　殺人鬼である俺は、誰でも構わず好き勝手に殺す。もしも我慢ができなかったら、クラスメートだって両親だって、平気で殺してしまうかもしれない。自分がそういう類たぐいの異常者であることは、激しく厳しく自覚している。

　でも、視央は違うだろ。

　確かにこいつは狂ってる。頭がおかしいし、犯罪紛いのことだって涼しい顔をしてこなしてしまう。噓だって吐くし、常人には耐え難い禁きん忌きをずけずけと踏み荒らせる。

　しかし、だけど、でも。

「お前は、お前は言っていただろうが。八年前に、俺に自分の力を誇示してきたあの時に。…………お前は、殺人なんて面倒なこと、進んでやることはしないって――」

「だから、今回は進んで殺やったんだよ。まぁ例によって例の如く、私が直接殺った訳じゃないけどね」まるで昨日の夕食について語るかのような軽い口調で、視央は言う。「種明かしはしないし、詮せん索さくも許さないよ。とはいえ、死んだクソ親父も、あの瞳子でさえ、私の手駒については知らないのだけどね。これを機に私の謎を、とか考えんなよ？　女はミステリアスでいてこそ美しいんだから」

「…………お前――」

「それに刃、私はこうも言った筈だぜ？　刃のためだったら、人殺しみたいな面倒臭いことだって、積極的に殺ってあげるって。…………ふむ、どうだったかな。なにしろ人生を半分も遡さかのぼる訳だから、原文ママというのは難しいのだけれども」

「……？　…………殿真のおじさんを殺したのが、俺のため、だと……？」

「うん。だって奴は、邪魔だったからね」

　邪魔だった。

　たった一言、視央は簡潔に述べてみせた。

　実の親を殺した、その動機を。

「っ、どういう――」

「君が知る必要はないよ、刃。それに驚く必要も、戦せん慄りつする必然もない」にやにやと意地悪い笑みを浮かべた視央は、麻薬中毒者のような蕩とろけた目で俺を見つめてくる。「君みたいな例外を除けば、人が人を殺す理由なんて、極論すれば『邪魔だったから』の一言で解決するんだぜ？　レールの上に石ころが乗っかっていたら、誰だって蹴飛ばすだろう？　今回はたまたま、それが実の父親だったってだけの話だ。線路上の石全てを蹴り散らしている刃に比べれば、いくらか良心的なくらいだろ」

「……お前、狂ってるよ」

「狂ってる？　私が？」

「あぁ、お前がだよ。郷弥視央」

　堪らずに、俺は吐き下すようにしながら言った。

　きょとんとした顔の視央には、きっと俺がなにを厭いとっているのかさえ、判然としないのだろう。第三者から見れば俺も視央も、平気で人を殺す人でなしの、同類にしか見えないかもしれない。

　それでも、我慢ならないのだ。

　殺人鬼とも殺人狂とも違う、言葉で表せないほどに忌まわしいこの存在が。

「自分の都合だけで、ただの我儘のために、理知的に人を殺せるお前の方が――――本能で殺している殺人鬼なんかより、よっぽど狂ってる……気持ち悪いんだよ……！」

　一般人のように衝動で殺すのでもなく。

　殺人鬼のように本能で殺すのでもなく。

　殺人狂のように狂気で殺すのでもない。

　冷静に考えて、論理的に思考して、総合的に演算した結果として人を殺すなんて――――それはもう、人間業ではないだろう。自分と同じ人間を、障害物に例えられる視央の感性は、矢張り異常の一言に尽きる。

　極めて人間的に、理性的に人を殺せる人間ほど、恐ろしい奴はいない。

「……そうがたがた言うなよ、たかが父親一人殺したくらいで」ショックでも受けたようにそっぽを向いて、視央は唇を尖らせながら言った。「……とはいえ、殺人鬼の癖に情に厚い刃にしてみれば、少々酷な話だったかな？　なら、なにかお詫わびの一つでもしなくちゃねぇ」

　反省の色なく、懺ざん悔げの気配なく、後悔の念さえなく平然と俺に笑いかける視央を見て――――俺は、ナイフを握ることさえできなかった。

　今ほどに己の境きよう遇ぐうを嘆いたことはない。もしも、もしも目の前にいるのが郷弥視央でさえなかったら、こんな気持ち悪い奴、すぐにでも殺してやるのに。

　一二年前の致命的なミスが、それを許してくれない。

　八年前の血みどろの恐怖が、なにも許してくれない。

　一二年の苦手意識の蓄積が、一切を許してくれない。

「不法侵入については不問に付すとして…………そうだな。どうせなら君が知りたがっているであろうことを教えてあげるよ――――まず瞳子だけどね、あの子は普通の人間だよ」

「…………？」

　頼んでもいないのに、わざわざ情報を開示してくる視央。

　しかも、俺がこの屋敷に侵入した当初に知りたがっていた、瞳子に関する情報だった。

「まぁ、唯一問題があるとするならば、今彼女が持っている偽ぎ眼がんくらいかな」

「偽眼って……あの」

「瞳子の母親である眼ノ宮愛まな子こが、あの偽眼を作ったというところまでは話したっけね。彼女は眼球の研究家であり、数多くの人工眼球を作っている。…………けど、所詮は死んだ眼球の集まりだ」

「死んだ、眼球……」

「生きてないってことさ」まるで試すように俺を見つめて、視央は言う。「生きてないものは機能しない。死んだ眼球をいくら繋ぎ合わせても、それは眼球型の死体でしかないのさ。死んだら髪は伸びない、死んだら爪は伸びない。怪談噺ばなしの似え非せメカニズムと一緒なんだよ。瞳子の偽眼だって、そのままじゃただのガラス玉以下。機能させるには、それ相応のものが必要なんだよねぇ」

「っ……!?」

　あからさまなまでに作為的な単語。

　それを聴いた瞬間、おぞましい想像が脳内を駆け巡る。血塗れの部屋より、郷弥殿真の死よりもずっとずっと、けばけばしく異常な想像が。

　そもそも俺は、この場所に、一体なにを探りに来たんだっけ――――？

「……視央、お前は」

「ダメだよ、刃。サービスタイムはここまでだ」口元に人差し指を当て、下手なウィンクまでしながら視央は言う。「別に推理小説を気取るつもりもないし、ラスボスを張る予定もない。けど…………女の秘密を、あれこれ詮索するものじゃないぜ？」

　言って、視央は夢遊病者のようにふらふらと、書斎の奥へと進んでいった。薄闇には不似合いな白と紺のセーラーは、あっという間に視界の中から検索不可能になる。

　……自分の企みまで、むざむざ漏らすような真似はしない、か。

　血と埃がブレンドされた臭いにも、もう大分慣れてきた。不本意ながらそれが、余計に俺を冴え渡らせたらしい――――殺人鬼である、俺のことを。

「……串満か。俺だけど、早急に頼みたいことが――」

　学ランから取り出した携帯電話に、声をかけてみる…………が、返事はない。

　あぁ、そうだった。今日は携帯を、家に忘れてきたんだった。

　耳元に当てていたナイフを仕舞い込みつつ、俺は郷弥邸を後にした。






[image: ]













　もし仮に万が一の確率で、俺の事情と素性を詳つまびらかに知っている人間から『お前の一番の旧友は誰だ？』と問われたら、それが正確でないと分かった上で、俺は足あし洗あらい邸やしき串くし満みつの名前を挙げるだろう。

　足洗邸串満。

　本所七不思議の一つを司つかさどっていそうなこいつは、自分で告白していた通りに大分不幸な過去を背負っているし、誰が見ても明らかな狂気に取り憑つかれている。俺や海かい域いき、乱々みだらを始めとする殺さつ人じん鬼き諸君からは、徹底した合理主義者として扱われる彼ではあるが、その内情たるや、俺たち以上に苦茶苦茶の滅茶滅茶だ。精神構造なんて特に、目も当てられない惨さん澹たんたる有様。

　俺たちが起こした殺人の隠いん蔽ぺい、捜査の攪かく乱らん、死体の始末等、やるべきことが多いからとはいえ、よくもまぁ未だもって警察勤めを続けられるものだと思う。殺人鬼が学生やっているより、よっぽど不自然である。素直に感心する。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　っつーか、なんの話をしていたんだっけか。別に用もないのに褒めそやすほど、俺は串満のことが大好きという訳でもないのだが。

　まぁしかし、今回ばかりは賞賛の言葉を送らずにはいられないだろう。

　昨日、郷さと弥み邸ていに侵入した後。俺の出した唐突な要望に、串満は早急に、寧むしろ嬉き々きとして迅速に応えてくれたのだ。

　…………きっと奴は、俺に友情なんて感じてないし、信用だってないかもしれない。犯罪者を狩るための、都合のいい道具程度にしか思っていないかもしれない。所詮俺と串満は、契約によって繋がっているだけの二人なのかもしれない、けど。

　今回ばかりは、心からの感謝を捧げよう。

　俺の胸の閊つかえが一つ、これから取れるのだから。

「…………あ、あの、殺人鬼さん？」

　真っ暗闇の中、前だか後ろだか右だか左だか上だか下だか分からない方から声がした。

　転うたた寝ねでもするように目を閉じていた俺は、呼びかけられてようやく瞼まぶたを持ち上げる。寝ていた訳ではないのだが、やけに身体が重い。ここ数日、訳の分からない事象が多過ぎたせいだろうか、身体が疲労を訴えてきていた。

　もう少しだけ、耐えてくれ。せめてあと、一日だけは。

「…………瞳ひとみ子こ、か」

「？　は、はい。わたし、ですけど……」

　二つ折り式の携帯電話を開き、時刻を確認する。『23:01』という文字が浮かぶ液晶画面を見て、俺は素直に感心した。

　俺が今日、待ち合わせ場所に指定したのは、入り組んだ路地裏のかなり奥の方、地元民でもなかなか知らない隠れ家的な場所だ。一体どういう用途でできた空間なのか、地面には太いパイプなどが敷かれ、僅わずかな熱気を漏らしている。

　こんな場所に、指定時刻から一分程度の遅れで辿り着けるとは。

　それもまた、左眼がん窩かに宿した偽ぎ眼がんの能力なのだろうか。

「ど、どうしたんです、か？　もしかして……寝て、ましたか？」

「別に」

　そっけなく返すと、瞳子は目に見えて落ち込んだ。酷ひどく悲しそうに下を向き、その大きな右目を潤うるませている。

「……殺人鬼さん、機嫌、悪いですか？」

　庇ひ護ご欲よくをそそる上目遣いで、俺の方をじっと見つめてくる瞳子。

　一五年にも及ぶ監かん禁きん生活という下地が、たった三日で完全に覆い尽くされてんなぁ。あのお喋りなクラスメートに囲まれた結果か、彼女の口調は随分と流りゆう暢ちようになっていた。あまりにも訥とつ々とつとしたあの調子に、もう苛つかされることがないと思うと、心の底から安らぎを感じられる。

「…………機嫌は、別に悪かねーよ」

「じゃ、じゃあその、は、早く行きません、か？　えと、ひとごろし、に」昨日は準備のために丸一日休みを頂いた所せ為いだろうか、瞳子は焦るようにして言ってくる。「は、早く行かないと、えと、その、ま、魔ま眼がんが……魔眼が、なにを引き起こすか――」

「瞳子。その前に一つ、俺に言っておくべきことがあるんじゃねーか？」

　耳を貸さず、目も合わせないまま、俺は冷たくそう問いかけた。

「へ…………？」

「昨日の昼、串満から電話があってな。俺とお前が初めて会った夜に、俺が殺していた男。そいつの死体から、眼がん球きゆうがなくなってるって報告を受けた」

「…………！」

「瞳子。笹ささ蓋ぶた孔こう輝きの死体から、眼球を抜き取ったのは、お前だろ？」

「…………」

「……視み央おから、聴いた」気まずそうに目を逸らし、スカートの裾を握ったまま動かない瞳子に、俺は語りかける。「お前の偽眼は、死んだ眼球を繋ぎ合わせて作ったものだそうだな。でも、死んだ眼球はもう機能しない。生きた眼球と同じように機能させるためには、なにかが必要だって」

　例えば死体を加工した人造人間フランケンシユタインの怪物は、電気という脳信号の代だい替たい物ぶつなしには動かなかった。

　眼球を繋ぎ合わせた偽眼は、ならば、代替物になにを欲する？

「偽眼を正常に機能させるために必要なもの――――それが、他人の眼球だったんじゃないのか？」

「……………………」

「どうなんだよ、瞳子」

「……………………」

　果たして。

　眼めノの宮みや瞳子は、俯いたままぽつりと、「…………はぁ」という溜ため息いきを漏らした。

　酷く憂ゆう鬱うつそうな、絶望しているかのような息を。

「……視央ちゃん、ですか。殺人鬼さんに、それを教えたの……」

「……瞳子……？」

「…………その通り、ですよ」

　まるで、死刑の執しつ行こうが決まった囚人のように蒼あお褪ざめて、瞳子は呟く。

　世界の終わりでも映してしまったかのように、彼女の右目には光がない。涙さえ、浮かんではいない。例えようのない悲しみと虚無のみが、彼女の瞳を満たしていた。

　この俺と、同じように。

「殺人鬼さんの、言う通り、です」儚はかなげな、寂しげな声で瞳子は言う。「わたしは、偽眼は、視力を正常に保つべく、他の眼球を必要と、します。新鮮な、死んで間もない、或あるいは生きている人の眼球がないと…………偽眼は、機能しません。それどころか、わたしの、残った右眼球を、取り込んででも、機能を、維い持じさせようとします。…………殺人鬼さん、わたし、右目がどれくらい、見えていると思い、ますか？」

「…………」

「もう、色程度しか、識しき別べつできないんですよ」自じ虐ぎやく的てきな寂しい笑みを浮かべつつ、瞳子は語る。「ほとんどが、偽眼に食われちゃって…………もう、ものの輪りん郭かくすら、覚おぼ束つかない。ぼんやりとして、澱よどんで、崩れちゃってる――――それが、わたしの世界、なんですよ」

「……だから、笹蓋孔輝の眼球を」




「はい、食べました」




　自分自身を否定するかのようにはっきりと、瞳子は、そう口にした。

　死体から抜き取った眼球を、食べたのだと。

　人食、人肉食らい、アントロポファジー。いやこの場合、カニバリズムと言うべきか。

「ぎ、偽眼は元々、そういう仕様、なんです。人の眼球を、食べないと、使えない…………だから、わたし、一〇年くらい前、から……人の、眼球を……」

「……なんで、だ」

　瞳子が死体の眼球を抜き取って、食べていた――――それに関しては分かった。

　一昨日の夜、俺が殺人をしないことを残念がっていた理由も把握した。瞳子は人殺し自体を求めているんじゃない、殺した人間の眼球が欲しかったのだ。だから今日だって、開口一番、人殺しをねだってきた。

　全ては、眼球を食らうために。

　自分の視力を維い持じするために。

　……けど、納得いかないことが一つだけある。

「…………なんで、なんでそんな仕様になってんだよ、瞳子。それを作ったのは、お前の母親だろう？　お前の母親は、眼ノ宮愛まな子こは、自分の娘に、他人の死し骸がいを食わなきゃなんねーようなもんを使わせるのかよ」

　ロクでもねー母親だな。

　苦々しく吐き捨てると、瞳子はくすくす笑いながら「そう、ですね」と返してきた。

「でも…………ずっとマシ、なんですよ。今までの、魔眼の所有者と、比べてみたら…………。全身を虫に食われても、なおも死ねずに苦しむ、ことも、ない。飢うえと渇きと、熱と、それに圧によって苦しむ、ことも、ない。道端で、いきなり人に、切り殺されることも、ないですし…………自分の指、食べさせられることも、ないでしょう…………？」

「……………………」

「それにあの人、研究バカ、でしたから。い、一応、優しいとこも、あったんです、よ？　…………どこか、行っちゃいました、けど」

　……あぁ、そういえば二ヶ月前から行方不明とか、言ってたっけな。

　年がら年中海外で仕事してるばっかりで、一向に連絡も寄よ越こさねーうちのバカ親も大たい概がいバカだけど…………こいつの場合は次元が違う。ここまで来ると、殿てん真まのおじさんではなく、その愛子とかいう女が魔眼を持ち出している可能性だってあるだろう。

　その推測すら、あいつの手の平の上かもしれないけど。

「……ごめんな、さい…………殺人鬼、さん」

　と。

　唐突に、突拍子もなく、突然死の如ごとく突然に、その声は聞こえてきた。

　ぼろぼろと、右目から大粒の涙をこぼしつつ、瞳子は繰り返す。譫うわ言ごとのように、なにかに憑ひよう依いされているかのように、「ごめんなさい……ごめんなさい……」と。

「……なににだ、瞳子。なにに謝る」

「だ、だって、だって……」温度を感じさせない俺の問いに、瞳子はすっかり元に戻ってしまったどもり口調で答える。「……わ、わたし……ずっと、殺人鬼、さんを……黙って、て…………ご、ごめんな、さい……」

「…………」

「き、気持ち悪い、です、よね……こんな、が、眼球を……食べる、だなんて…………気持ち悪、い、です、よね……？　最低、ですよ、ね……？」

「…………」

「で、でもわたし、……殺人鬼、さんに……嫌われたく、なくて…………だか、ら……」

「…………」

「……ごめんな、さ――」

「それ以上、俺に謝るな」

　言って、俺はようやく動き出した。

　パイプを踏み締める脚には、自然と力が入る。なんなら踏み砕いてしまいそうなほど強く強く、そして速く動き続ける。「え、あ……」と戸惑いの声を上げながら、ふらふらついてくる瞳子を引き離さんばかりのペースだ。

　それでも不思議と、疲れは感じない。

　ひたすらにがつがつと、乱暴にパイプの上を進んでいくのみだ。

　――――今までの情報を、分かりやすくまとめよう。

　偽眼は、その機能を維持するために他人の眼球を必要とし、瞳子は死体の眼球を抜き取って、食べていた。もしもそれをしなければ、瞳子自身が光を失う。

　……成程、随ずい分ぶんと自分勝手な理由だ。利己的で、自己中心的で、他人の迷惑なんて考えちゃいない理由である。それがどんな不幸や事情を下敷きにしていたとしても、到底許されるものではないだろう。そんな思惑の下もとに殺人を期待していたなど、この上なく醜みにくく、性根の腐った発想だ。

　――――だが、それがどうした。

「さ、殺人鬼、さん…………？」

　後ろから聞こえてくる、荒い息遣いに構うことはない。いつの間にかパイプは消え失せ、真っ平らな地面を俺たちは踏み歩いていた。

　鬱うつ陶とうしい隘あい路ろ。道順は把握しているが、それを逐一こなすのが煩わずらわしいのは変わらない。月明かりがまるで役に立たない路地裏を、俺は経験だけを頼りにひた進んだ。

　やがて、そいつは現れる。

「…………ん？　なんだよお前は」

　路地の片隅にいたのは、顔面をピアスで過剰装飾した男だった。ボロボロの服装は、ファッションのつもりなのだろうか。やや低い身長の所為で、まるで似合っていないが。

「お前が取引相手か？　まだガキじゃねーか。まぁ別に、なんでもいいんだけ――」

　男の言葉には耳を貸さず、みしみしと、足の骨が軋きしむような速度で俺は進む。

　血走った目が、俺のことを睨んでいた。今更のように不審を覚えたようだが、もう遅い。既に俺は、男に肉薄していた。

「っ、おいおま――――」

　男がなにか言いかけた、気がした。

　それよりも速く――――俺は学ランからナイフを取り出し、男の喉のどを掻かき切っていた。

　頸けい動どう脈みやくを断ち切られ、盛大な血ち飛沫しぶきが噴き上がる。

「…………っ!?」

　声を出すことの叶わない男が、見開いた瞳どう孔こうだけで驚愕を表現してきた。苦しみに喘あえいで暴れようとするのを、俺は脇腹を一刺しするだけで制する。傷口から風呂場の玩具おもちやが如く血を噴出させる男。俺はそいつの髪の毛を摑み、首にナイフをねじ込んだ。背骨の外れる嫌な音が、壁に反射してうるさいくらいだ。――――やがて男は、ぐにゃぐにゃとした肉にく塊かいになり果てる。

　ちょろちょろと、緩んだ水道のように血が流れ出るだけだ。

　これがいずれは腐って、虫が湧き、骨を晒さらして融とけていくのだろう。

　気持ち悪い。

「……っ!?　さ、殺人、鬼、さん…………な、なにを……？」

「見て分かんねーか？　これが、人を殺すってことだよ」

　今更な、遅過ぎるくらいの当たり前な講こう釈しやく。

　苦しみ、のたうち回り、喘ぎ悶もだえて藻も掻がき回って、それでも逃れ得ない最上の苦痛。血と生命を垂れ流した後には、なにも残らない無の極地。

　これが、死だ。これが、殺人だ。

　これが俺の、殺人鬼の日常であり。

　これこそが俺の――――殺人鬼の、生きる術すべなんだ。

「……こ、これが……こんなの、が……」

「気持ち悪いだろう？」

　だけど、これが俺だ。

　言いながら俺は――――男の眼がん窩かに指をねじ込んだ。

　ぐにゅり、と不気味に柔らかい感触が、指先を通して全身に蔓まん延えんしていく。思わず鳥肌が立ちそうになるのを、俺は歯を食い縛って堪えた。

「っ!?」

　涙はすっかり涸れてしまったのか、瞳子のカッと見開かれた瞳孔が俺を凝視していた。唇は溺れてしまったかのように蒼あお褪ざめ、全身がわなわな震えている。

　だからといって、今から行うことをやめようとは、思わないけど。

　何故なら俺は、殺人鬼だから。

「食え」

　ブチブチィッ、と嫌な音を立てて、男の身体から眼球が毟むしり取られる。ぶら下がったままの視神経の束が、生の余よ韻いんを未練たらしく手放さないまま、ぴくぴくと痙けい攣れんしていた。

　俺はそれを、瞳子へと押し付ける。

「…………っ!?」

「てめぇは、なんでそんな重要なことを黙ってた……！」キッと閉じられた瞳子の唇に、抉えぐり抜いたばかりの眼球を押し当てる。下手くそな口紅を塗りたくりつつ、俺は呻くように言っていた。「眼球を食べなきゃなんねーなら、最初からそう言っておけばよかったろうが。てめぇがなにも言わずに失明してたら、俺は視央になにを言われていたと思う？　てめぇの我わが儘まま一つで、俺の人生まで狂わそうとしてんじゃねぇよ、ボケが」

「っ、で、でも――――ぅむぅっ!?」

「舐めてんじゃねぇぞ、眼ノ宮瞳子」

　僅かに開いた唇の隙間から、俺は男の眼球をねじ込んだ。形容し難い柔らかさを持った眼球は、するりと瞳子の口へと這は入いっていく。万一にも吐き出されないために指までねじ込んで、俺は、ドスの利いた声で続ける。

　俺はただ、瞳子にぶつけてしまいたかったのだ。

　胸の内で渦を巻く、どうしようもない苛立ちを――――殺人鬼としての、自尊心を。

「気持ち悪い？　嫌われる？　最低？　お前は一体なにを言ってんだよ。たかが眼球を食べる程度のことで、どうして俺がそんなことを思うと、勝手に決めつけてんだよ。何度でも繰り返すがな――――俺は、殺人鬼だぞ？　あの女め狐ぎつねから受けた依頼くらい、この上なく完璧にこなせるんだよ」

「…………！」

「たかがこの程度の異常でビビるか。たかがこの程度の下げ手て物もので引くか。殺人鬼を舐めるのも大たい概がいにしろ――――この俺を、見み縊くびるんじゃねぇよ。眼ノ宮瞳子」

　言って、俺は瞳子の口から指を離した。

　血と唾液とで、べったべたに汚れた指。そのずっと以前から、死によって穢けがれた指。

「…………ぅっ」

　それが抉り取った眼球を、瞳子はこくん、と嚥えん下かしてみせた。まるで飴あめ玉だまを嚙かまずに呑み込むかのように、強引な食し方。痩せっぽちの瞳子の喉が、びくびくと痙攣さながらに動くのが分かった。

　ぺろり、と小さな舌が唇を舐める。

　血の赤で化粧をした瞳子が、ゆっくりと、顔を上げた。

「…………あ、」

　目の前でいきなり人を殺されて、その眼球を、無理矢理口に含まされて。

　顔を血で汚された少女は――――柔らかな笑みを浮かべて、こう言ってきた。

「……ありが、とう……です。殺人鬼、さん……」












「…………」

「その……わ、わたしの、ために……だから、ありがとう、です……」

「…………」

　ありがとう？

　なんだ、それは。

　人を殺して、褒められたことはあった。労ねぎらいの言葉をかけられたこともあった。けれど――――感謝の言葉は、初めてだった。

　俺の殺人に、本来価値なんてない筈なのに。

　呼吸と同じ、単なる生命維持活動に過ぎないのに。

　何故、何故に俺は――――こんなにも、心が安らいでいる？

　あの溢れんばかりの虚きよ無むは、どこに行ったのだ？

「…………ちっ」

　堪たまらずに吐き出した舌打ちは、でも。

　どうしてだろうか、いつものように上手くは鳴らせなかった。





†






　今日俺が殺した男の名前は、喜き々き津つ臨のぞむというらしい。

　詐さ欺ぎや窃せつ盗とうの常習犯であり、補導歴だけで履歴書が埋まりそうな問題児だったそうだ。最近は麻薬の売買にも手を出し始めたという生きつ粋すいの犯罪者が、今回はターゲットに選ばれたという訳である。串満が急きゆう繕づくろいで用意した奴なので、やや罪状が軽い気はするが。

　自業自得、因いん果が応おう報ほう、天てん網もう恢かい恢かい疎そにして漏らさず。

　なんて、殺人鬼の俺には言われたくないだろうけど。

「…………串満さん、怒ってました、ね」

「あー、うん、まぁしょうがないか。あいつもあいつで、かなり狂ってるからな」

　水み無な月づきという字面に偽りなく、一向に梅雨入りの気配を見せない快晴の空。一昨日と同じ満天の星空に見下ろされながら、俺と瞳子は、並んで堂々と通りを闊かつ歩ぽしていた。

　喜々津の死体の処分、つまりは『Killer's BAR』からの帰り道である。

　件くだんの魔眼とはなんの関係もない、言うなれば俺がいつも行っているルーチンワークの歯車だった喜々津だが、死体を放置する訳にもいかない。例によって例の如く、持ってきておいた鉈なたやリュックで上手いこと死体を運び、串満に処分を依頼したのだ。

「……ごめん、なさい。殺人鬼さん。その……わたしの、所為で、怒られて……」

「単純にお前の所為、って訳でもないと思うけどな」

　串満は、俺や海域、乱々なんかとは明らかに趣おもむきを異にする、殺人狂である。ルールなく決まりなく規則なく規制なく、好き勝手に人を殺している俺たちとは違い、あいつの中には絶対的なルールがある。『眼球を抉り取る』という行為は、串満の中のルールに抵触してしまったようだ。言い訳なんか聞きゃしねぇの、あいつ。

「『喜々津が暴れたからナイフが目に刺さっちまって、引き抜いたら眼球はどっか飛んでってた』って、非っ常に論理的な言い訳かましてやったのに、怒ど鳴なり散らしてくるんだもんなぁ。ありゃ、串満自身の問題だよ。踏み込みたくねぇ」

「そう、ですか……？」

「親しき仲にも、って奴だ」

　間違いなく、あるのは礼儀ではないけどな。

　こんな物ぶつ騒そうな話をしながら歩いたところで、我が町ではなんの問題もない。午前〇時を過ぎた今の時間、出歩いている奴なんてほとんどいないのだ。丁度見えてきた、去年の暮れに進出してきた二四時間営業のコンビニも、その明かりが虚むなしいばかりである。

　と、そこで不意に、瞳子が立ち止まった。

　煌こう々こうと明かりを漏らしている、道端にぽつんと建ったコンビニを見つめて。

「？　瞳子？」

「あの、殺人鬼さん。中途半端に、食べると……逆に、お腹って、空いてきません、か？」

　媚こびるような上目遣いで、しかし遠慮なく空腹を訴えてくる瞳子。

　こいつ…………さっき食べたあの眼球を呼び水にして、腹空かしてきやがった。どういう神経だよ。寧ろ食欲なんてなくなるんじゃねーのかよあんなことしたら。

「わ、わたし、ケーキ一個で、いい、ですよ？」

　さり気なくいい品をねだるな。コンビニスイーツがいくらすると思ってんだ。

「……悪いが瞳子、俺、今日は金持ってねーんだよ。家で夜食でも食え」

「っ……!?　さ、殺人鬼さんは、わたしに、死ねと言うの、ですか……？」

「お前の家の食生活はどうなってるんだよ」

　っつーか、まともな生活を送れているんだろうか、こいつらは。

　前日に見せつけられた、郷弥家の如何いかんともしがたい現状を思い浮かべながらも、俺はその場からゆっくりと立ち去ろうとする。先立つものがなければ、店になんて入っても仕方がない。長く伸びる影を見つめながら、俺と瞳子は――




「あっれぇ？　刃じんくんじゃぁん、それに瞳子ちゃんもぉ？　隅っ然～♪」




　聞き覚えのある声がして、俺は思わず足を止めた。

　声の主は、大きなコンビニ袋をぶら下げた、一人の少女だった。ポニーテールに、あまりにも露ろ出しゆつ過か多たな格好。真夜中において彼女の格好は、本来以上の淫いん靡びさを持って街灯に映えている。

　…………あれ？　誰だっけ。こんな奴、クラスにいたっけか？

　目をごしごしと擦り、もう一度少女を凝視する。特徴を拾い上げ、更に口調からもヒントを探し、記憶の中で照合してみる。

「………………………………あ！　お前、乱々か」

「…………僕をなんだと思ったんだよぉ、刃くんはぁ」

　不服そうに頰を膨らまして少女――――もとい、撫なで胎はら乱々は俺のことを睨む。

　生粋の死し姦かん愛好者にして殺人鬼、通称『死体に恋する殺人鬼』。変人揃いの『Killer's BAR』の中でも、屈指の変人であり変態。

　そんな彼女が、コンビニ袋をぶら下げて、俺たちの前に普通に現れたのだ。

　…………似合わねー。生活感溢あふれる姿が超似合わねー。違和感しかないわー。

「……なんだか失礼なこと、考えてんじゃないのぉ？　刃くぅん？」

「いや別に？　私用中に見ることがなかったから、珍しいと思っただけさ。なぁ瞳子」

「は、はい。そ、それに……一昨日、会った時、より、若く見えて…………く、クラスメートの、誰かかと、思っちゃい、ました」

「若いと言われれば、それで女の子が喜ぶとかぁ、そういうのは違うからねぇ……？」

　そう言って、がさごそとコンビニ袋を漁る乱々。その辿たど々たどしい様子と、ひょいひょい揺れるポニーテールとが相あい俟まってか、マジで子供にしか見えない。

　一種心和む風景を見せつけられていると、唐突に乱々が「ほらぁ」と言って、今買ってきたのであろう品物の一つを見せつけてきた。

「僕は大人だし、二七歳だし。こぉいうのも、大人の特権で買えちゃうんだよぉ？」

　突きつけてきたのは…………エロ本だった。

　真っピンクの表紙で、真ん中に裸に剝むかれた女の子のイラストが描かれた奴。さり気なく値段を見てみると、『特価二四〇円』と書かれていた。……微妙にセコいな、こいつ。

「……年齢確認、されなかったのか？」

「おっぱい見せたら買えたよぉ？」

　…………このコンビニの店員緩いなぁ。本社に連絡してこの町から追放してやろうか。

「もう三十路近い大人なんだからさぁ、少しはぁ、敬ってほしいんだよねぇ」

「殺人鬼が堂々となに抜かす。…………ん……？」

「？　どぉかしたぁ？　刃くん？」

「いや、乱々、その指――」

　その指、どうしたんだ？

　訊ねつつ、俺は乱々の指に目をやる。エロ本を力強く握り締める指には――――五指全てに残らず、絆ばん創そう膏こうが貼ってあったのだ。

　指だけじゃない。もう片方の手にも、首筋にも、脚にも、きっと服の裏にも貼ってあるのだろう。所々から血が滲み、いつもより儚はかなげな雰囲気を醸かもし出している彼女は、明らかに満まん身しん創そう痍いだった。

　よく目を凝らせば、コンビニ袋の中には、包帯や絆創膏も詰め込まれている。

「あぁ、これぇ？」ほんの少し目を逸らして、乱々は下手くそに笑顔を作って答えてくる。「ちょぉっとねぇ、最近激しいプレイをしちゃってさぁ。ついうっかりぃ？」

「惚とぼけんなよ。死体としか寝ないっつーお前が、どこでどうしてそんな怪我を――」

「心配してくれるのぉ？　嬉しいなぁ――――あっ、刃くんちょっとぉ、動かないでねぇ」

「え？」

　言ったかと思うと。

　乱々は軽やかに俺の元まで歩み寄り――――俺の右手を、摑んできた。

　そして、手の甲に真っ赤な舌を、這わせてきたのだ。

「っ!?　み、乱々……？」

「…………キヒヒッ」












　お馴染みの、気味が悪い笑い声。三下の吸血鬼を思わせるそれを漏らしながら、乱々は慣れた舌遣いで俺の手を撫でていく。ゾクリ、と背中に迸ほとばしる感覚。下腹が締めつけられるような、甘い苦く悶もん。訳の分からない状況に、俺はただただ、流されるしかなかった。

　――――五分か、一〇分か、はたまた一瞬で終わっていたのだろうか。

　ぴちゃり、と水音を立てて、ようやく乱々は俺の手から離れていった。

「キヒヒヒヒッ、刃くんってば、後始末はちゃぁんと殺やんなきゃダメじゃんかぁ。手に美味しそうな血が残ってたからぁ、食べちゃったよぉ。キヒヒヒヒヒヒヒッ」

　血……？

　それは…………さっき殺した、喜々津臨の血か？

　……死人の血を、嬉々として舐め取っていたのか？　それこそ、吸血鬼みたいに。

「さぁて、明日は海域くんと待ち合わせだしぃ、今日は早めに寝よっかなぁ」ぼんやりと立ち尽くすしかない俺を後目に、乱々は薄ら笑いを浮かべて言う。「念入りに、シャワーも浴びとかないとねぇ…………キヒッ、キヒヒヒヒヒッ。会えてよかったよぉ、じぃんくん♪　キヒッ、デート中にごめんねぇ」

　言って、乱々はふらふらと、夜の闇へと消えていった。

　風に触れると妙に冷たい、唾だ液えきだけを克こく明めいに残して。

　……なんだったんだ？　今のあいつは。

　なんか、いつもの乱々とは様子が違ったような――

「…………殺人鬼、さん？」

「っ!?」

　えらく冷たい、重々しい声が、俺の隣から聞こえてきた。

　瞳子、である。

　いつもいつでもおどおどとして、弱々しい声を上げるだけだった瞳子が…………何故だろう、少女漫画チックな右目を精一杯に尖らせて、俺のことを見つめていた。

　睨むまでは行っていないけれど……瞳子にしてみれば、精一杯のガンつけなのだろう。

　尤も、それより地鳴りの如く低い声の方が、俺には恐ろしかったけど。

「……えと、ひ、瞳子？」

「…………帰りま、しょうか。殺人鬼、さん」

　ぶつ切りにされた言葉に、どす黒く塗り潰された、禍まが々まがしさすら覚える意志が覗く。

　それがなんなのかも分からず、また訊ねることもできないままに――――俺たちは、家路に就くことになるのだった。





†






「ねぇ切きり原はら、一つ言わせてもらってもいい？」

　日付が変わった金曜日、時刻は午前一〇時半。

　二時間目の、拷ごう問もんにも等しき化学の授業が終わった直後、前の席に座る罪つみ忌き輪りん廻ねが、三日三晩は寝ていないかのような不機嫌顔で詰め寄ってきた。

　私立故ゆえか時流に乗ったのか、土曜日にも授業がある我が加か賀が峰みね高校において、週末のテンションは恐ろしく低い。疲れが溜まっているにも拘かかわらず、一向に訪れない安息日。その苛立ちを全てぶつけるかのように、罪忌の般はん若にや顔がおは恐ろしかった。

「な、なんだよ罪忌……？　俺、今日は特になにもしてない、ぜ？」

「別に一昨日、あんたが授業サボった件とかどうでもいいんだけど。でもまぁ、それについては先生たちから私への評価が悪くなるから、是非やめやがってくれない？」

　うわぁ、荒れてんなぁ罪忌の奴。

　優等生を絵に描いたような普段の様子からは、一切想像できない凶暴さ加減である。その内こいつ、直接的な暴力を振るってくるんじゃねぇだろうな？

「あんたさぁ、授業中にずっとガリガリガリガリ、机とか引っ掻きまくってるでしょ。齧げつ歯し類るいじゃないんだからさぁ、やめてくんない？　うるさくて集中できないのよ」

「…………？」

　言われて、俺は自分の机を眺めてみる。

　俯ふ瞰かんした机の端っこには、成程確かに、シャーペンで机をひたすら引っ掻いたような跡が残っている。芯が折れても、ペン先だけで引っ掻き続けたのだろう。木製の天板は、彫ちよう刻こく刀とうで削ったかのように抉れていた。

「……俺、こんなこと、してたのか？」

「気づいてなかったの？　切原ちん」

　にょき、と首を伸ばしてきて、隣の席から恋こい思しも参戦してきた。

　最近は休み時間の度たびに瞳子の元へ益やく体たいもないお喋りに行っていた癖に、四日目にして飽きたらしい。継続性のない奴である。続けられても迷惑だろうけど。

「切原ちん、授業中はすっごい顔してシャーペン弄いじってたよ？　もうなんか、まるで机が親の仇かたきみたいな感じでさ。ガリガリガリガリィッ！　って」

「俺も見たぜー」

　ご丁寧にジェスチャーまで付けてきた恋思に触発されたのか、恋思の前に座る彩あやの井いまで参加してきやがった。お前ら、どこまで人の奇行に興味津々なんだよ。

「今にもシャーペンとか折りそうだったもんなー、お前。俺は先生の話無視してガン寝してたんだけどさー、あまりにも怖ぇもんだったから目が冴えちまったぜ」

　真面目に起きてろよ。…………いや、俺に言われたくはねーだろうけど。

「無自覚とか…………危ないんじゃないの？　切原。ちゃんとカルシウム摂ってる？」

「…………」

　視線を逸らし、意識を遙かなる大空へと解き放つお「無視してんじゃないわよ独り暮らしが」痛い痛い首を捻ひねんな呼吸が止まるっ！

「なんだっけ？　あんたは両親が海外出張の独り暮らしだっけ？　……男の独り暮らしって、栄養偏かたよりそうよね。まさかと思うけど、肉ばっかりとか？」

「舐めんなよ罪忌コラ。俺だって人並みに料理くらいはするわ」

「じゃあ質問だけど、昨日の夕食はなに食べたの？」

「……………………」

　再び目せ「無視してんじゃないわよコルァッ！」ぐぉおぉう肩持って揺さぶんな酔う酔う酔う酔うっ！

　……流石に、今の罪忌には本当のことを話せない。昨日の夜、俺はなにも食わずにそのまま寝たなんてことは、絶対に、口が裂けてもだ。言えばきっと口を裂かれる。

　仕方ないんだよ。特に学校がある平日なんか、帰ったらすぐ支度して獲物探しに出かけてんだし、そうでなくとも大概は『Killer's BAR』に入り浸びたりだ。自分で料理するのもしち面倒だし、家で食べる時は基本出前かレトルトである。

　学生と殺人鬼を両立させつつ、なおかつ両親のいない環境で生活をする。

　それが如何に面倒か、お前らに分かるか？　いや分かんないだろうけど。分かってほしくもないけど。

「……取り敢えず、苛々してんなら寝てなさいな。休み時間の間だけでもさ」

「…………そう、すっかなぁ」

「っていうか是非そうして。私の学業をこれ以上妨ぼう害がいしないためにも」

　さいですか。

　そう言われてしまえば仕方がない。傷だらけになってしまった机に両腕を横たわらせ、枕代わりのそれに顔を埋める。賑やかな教室内の喧けん騒そうは、しかし今の俺には丁度いい、波音代わりになっていた。

　――苛々、ねぇ。

　自覚はないのだが、しかし物証にも目撃者にも事欠かないのなら、確かなことなのだろう。無意識下有意識下に関わらず、俺は、ストレスを溜め込んでいるということだ。

　でも、それは何故だ？

　昨日の夜、それはいくらか解消された筈はずではないのか？

　昨夜、俺は瞳子を問い詰めた。お陰で偽眼の代だい償しようについては分かったし、何故あいつが俺につきまとわされたのかも分かった。慢まん性せい的てきに眼球を食べなければ視力を維持できないあいつは、殺人鬼の俺の傍そばにいることで、いつでも眼球を補給できるという訳だ。人殺しや殺人を勧めてきたのも、これで得心がいく。

　明らかになっていないのは、魔眼の行方か。

　とはいえ、それについて俺がどうこう言うことはない。視央の言葉が真実なら、魔眼の持ち主は遅かれ早かれ、俺に殺されるという不幸に見舞われる筈だ。なら、それを気長に待つしかあるまい。

　視央の狙いについては…………皆目分からない。

　しかしまぁ、それだっていつものことだろう。際立って苛立つようなことではない。

　なら、なんだ？

　俺をここまで苛つかせている、まだ解決していないストレッサー。

　瞳子？　視央？　串満？　海域？　乱々――――乱々？

「……………………」

　そういえば、昨夜の乱々は様子がおかしかった。

　いきなり人の手を舐めてきたりと、頭がおかしいのは相変わらずだったが――――纏まとっている雰囲気が、違うように思えた。

　酷く血を滲ませ、死を間近に控えたかのように儚げで、それでいて悪魔の如く貪欲であり、危機にして嬉々とした鬼気迫る凄絶な笑み。

　全身に蔓延はびこっていたあの傷跡。何故だろう、あれが気になる。あの一つ一つに刃を突き立てたら、一体どうなってしまうのだろうか――――違う、どうしてあんなに怪我をしていたのだろうか。乱々ほどの実力者をぐちゃぐちゃに壊すことができたら――――違う。なんだ？　さっきからベクトルの違う思考が、ノイズの如く混入してくるでも分からない抗あらがえない。気になる気になる。撫胎乱々のことが気になるのだ。気になるし気に食わない。眼球は食えても気は食えない。思えば三日前に会った時にも、彼女は矢や鱈たらと俺に絡んできたし、昨夜だって訳の分からない主張をしてきたしお前の年齢なんてどうでもいいだろうが変態臭いワードを撒まき散らすな歩く有害人格め目め障ざわりだ気に食わない気に入らない鬱陶しい死なせたい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ――――




　――――――――――撫胎乱々ヲ殺シタイ――――――――――




「――――っ!?」

　がばっ、と俺の上半身はバネ仕掛けの如く跳び起きた。

　心臓の鼓こ動どうが速い…………息も荒々しい。額には、気持ちの悪い冷や汗がびっしりと張りついていて、悪夢でも見たかのような心持ちだった。

　悪夢？

　そう、悪夢だ。あんなの、あんなの悪夢以外の何物でもあるまい。

　撫胎乱々への、暴力的なまでの殺意――――何故、何故こんなものが……

「き、切原？　大丈夫？」

　誰かの声が聞こえる――――けど、今はそれどころじゃなかった。

　なんだこれは？

　俺の中の、殺人鬼の部分が酷く疼く。撫胎乱々のことを、ズタズタにして殺したいと、殺意がざわめき叫んでいるのだ。

　今までこんなこと、一回もなかった。確かに俺は、乱々と仲がいいという訳ではない。かといって、決して険悪でもなかったのだ。寧ろ『Killer's BAR』に集まる奇人変人の中では、親交はある方だった。

　殺す理由なんかない。

　殺したい理由なんか、もっとない。

　いきなりだ。突然、なんの前触れもなく、あいつへの苛立ちと殺意が胸の内から降って湧いたかの如く――――そうまるで。

　あいつを殺すように、誘われているかのように。

「…………！」

　――――あぁ、そういうことか。

　猛たけり狂う殺人鬼を、人間である俺は冷めた目で客観視していた。陽が高く、人々に埋没した俺は、今はただの人間だ。好き勝手に動き、暴れ、壊す訳にはいかない。

　抑え切れない殺意は、情じよう動どうは、夜が深まってからじっくり片づけよう。

　いつもよりも激しい、痛みさえ伴う息苦しさに抗うように、俺は目を閉じる。

　靄もやに包まれた脳の隘あい路ろを行くのに疲れた俺の意識は――――しかし、睡魔を受け入れることもできずに痛み続け、夜を待ち侘びるしかなかった。
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　当然のことながら、世の中にはある程度の年齢を重ねないと見ることを許されない光景というものが存在する。

　包み隠さず言ってしまえば、エロ本とか、エロサイトとか、そういうの。あとは、あまりにもショッキングな死体の写真や、臓ぞう物もつの映像とかだろうか。医療番組とかじゃ、手術の様子は全面モザイクみたいになっていることもよくあるし、まぁ、必要な処置なのだろう。幼おさない感性を健全な方向へと導くために。

　ただし、一般的な感性から見ればの話だが。

　殺さつ人じん鬼きの俺からすれば、やってもいいしやらなくてもいい、無駄な抵抗にしか見えない。当時五歳の俺には、男女の営みなんて意味も分からねーし、死体どころか人肉を見たこともなかった。それなのに、俺は当たり前のように殺人を犯した。その事実を鑑かんがみれば、子どもを過剰なまでに防御しようとする情じよう操そう教育は、まるで功を奏していない。いや、功を奏する以前に意味がない。

　親がどんな風に育てようと、躾しつけようと、教育しようと、調教しようと。

　殺人鬼は殺人鬼になるし。

　性犯罪者は性犯罪者になる。

　ストーカーはストーカーになるし。

　変態は変態にしかなれない。

　根本的な部分から誰も彼も誤解しているけれど――――そういう奴は、生まれた時からそういう奴なのだ。

　そういう奴以外には、なれないのだ。

　まぁなにが言いたいかというと、この俺は、殺人鬼たる切きり原はら刃じんは、死体やら肉片やらのグロ映像、通称Ｒ‐18Ｇ画像を、当然の如くモザイクなし、それどころかディスプレイを通すことさえなく肉眼で、それも飽きるほどに見てきたのだが（というか、自分自身で作り上げてきたのだが）――――Ｒ‐18止まりの絵面は見たことがなかったのだ。

　小学五年生になるまで。

　殺人歴が六年目に突入するまで、ただの一度も。

　当然のことじゃないかという声も尤もつともだが、しかし俺が殺人の領域として選んでいるのは、夜の路地裏。変態的な情じよう事じが、いつ行われていても別段おかしくはない場所だ。当時の俺も期待していた訳ではなかったが（今の俺だって、期待なんかしちゃいない）、しかし犯罪者や身寄りのない人間ばかり殺すのに飽きていたのも、また事実であった。

　そんなある日。

　俺がいつも通りに人を殺そうと、いつも通りに路地裏を徘はい徊かいしていた、その時だった。




「ひぅ、あっああぁんっ！」




　ゾクリ、と背中が震えるのを感じた。

　それも恐怖を感じてではない、未だに言い表し方が判然としないのだが、なんだろう、一種の本能が反応しての、武者震いだったのかもしれない。

　幼い脳でも、艶あでやかさを感じることのできた嬌きよう声せい。

　真っ暗闇と言っても差し支えのない、月明かりさえ斑まだらな路地裏。そんな中から聞こえてきた声に、俺が興味をそそられない訳がなかった。一〇〇円ショップで購入した包丁を手に、俺は闇の中を掻かい潜くぐっていった。

　誰にも見つからないように、足音を忍ばせて。

「ひん、ひん、ひぃぃぃんっ！　ふあぁ……あん、あっ、も、もっと、もっとぉ……！」

　自分が思っていたより、声の発生源は近かったらしい。声に次いで聞こえてきたのは、今までに聞いたこともない濃厚な水音。くちゅり、ぐちゅりという粘ねん性せいに富んだ音は、無闇に心臓の鼓こ動どうを高めていった。

　ドクン、ドクンと心音がうるさい。

　過剰なまでの駆く動どうが、額の汗となって現れる。

　カラカラに乾き切った口は、妙に甘ったるい空気を嚙む。

　全身に百足でも這はっているかのような、独特の感覚が身体中に広がっていく。

　今の俺なら断言できる――――当時の俺は、その声に興奮していた。

　女の、いやらしく甘美な喘あえぎ声に。

「あ、あ、あ、あぁぁぁあぁぁぁああぁあんっ！　くる、くるくるくるきちゃうぅっ！」

　やがて、その声はボリュームと盛り上がりとが同時に絶頂を迎え、しばしの沈黙が降りた。

　月が、俺の真上を照らすように輝いていたのを、何故だか覚えている。上はおろか、後ろだって向いた覚えはないというのに。

　ただ、スポットライトみたいに月明かりがそれを映し出した時。

　俺は、そこに殺人鬼を見つけたのだ。

　俺自身と同じ――――でも、あまりにも違う。

　違い過ぎて、なにも分からなくなってしまうほどに狂い果てた。

　そんな殺人鬼を、俺は視界の中に収めることになった。




「ん、くぅ～…………あれぇ？　なんなのかなぁ？　君は？」




　そこにいたのは、一糸纏まとわぬ裸体を惜しげなく晒さらした女と――――死体だった。

　死体。

　男の、死体。

　首を狩られ、手足を鉈なたで地面に縫い付けられ、女の性処理にいいように使われている、肉にく塊かいだった。

　女は、自分が殺した男の死体と、褥しとねを共にしていたのである。

「キヒヒヒヒッ、やだなぁ。僕の濡れ場をご鑑かん賞しようだなんてぇ、ませたお子様だなぁ。どぅしよっかなぁ、キヒヒヒヒッ、今日はもうたぁっぷり楽しんだから、もう帰ろうと思っていたのになぁ……」

　言いながら女が構えたのは、血でべっとりと濡れた鉈だった。

　いや、血で濡れていたのは、なにも鉈だけではない。凶器を構えながらも、まだ死体の上に正座して動かない女の身体もまた、真っ赤な血で彩られていた。

　ほどよく膨ふくらんだ乳房も、なだらかな曲線を描くうなじも、痩やせ過ぎな感も否めない腰も、未だ死体と結合したままの局部も、男の身体を根こそぎ弄もてあそんだであろう手足も。

　真っ赤な血のドレスで、着飾らされていた。

「……見たところ、君は小学生、だよねぇ？　キヒヒッ、っていうことはショタかぁ――――新ジャンルを開かい拓たくするのもぉ、悪くはないかもねぇ」

「……俺を、殺そうっていうのか、あんた」

「撫なで胎はら乱々みだら、だよぉ」

　ずちゅぅ……

　なおも色気を含んだ水音を奏でつつ、乱々はその場で立ち上がった。同時に、男の死体で唯一隠れていた部分が露あらわになり、ぬらぬらと濡れたそれは、力なく倒れていった。

　足を伝って、血ではない体液がとろとろと垂れていく。

　その度に唇をひくひくと歪ませながら、乱々と名乗った女は続けた。

「あんた、なんてぇ、そんな風に呼ばないでよぉ。これからぁ、一緒にキモチイイことするのにさぁ、興きよう醒ざめだよぉ」

「俺は切原刃。殺人鬼だ」

　相手の名乗りに、俺は正直に名乗り返していた。

　小学校では、それなりに真面目な児じ童どうとして通っていたからだろうか。条件反射に近い礼節は、こんな時でも違和感なく俺を縛ってきていた。

「？　切原、刃……殺人鬼？　…………へぇ、それはまた、立派な名前を持っているねぇ。まるで殺人鬼を絵に描いたような名前だぁ」

「ふん、あんたこそ、死体相手に興奮する変態に相応しい名前じゃないか。親はなに考えて名前をつけてんだ？　っていうか、よく役所が受理したよなぁ、そんな変てこな名前をよ」

「……キヒッ、キヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒ――」

「……ははっ、ははははははははははははははははは――」

「「――――はぁっ!!」」

　威い勢せいのいい掛け声を吐いて――――そのまま俺たちは、殺し合いに突入した。

　小回りの利くナイフと、威力は抜ばつ群ぐんの鉈。身体能力の低い俺と、事後で疲ひ弊へいしている乱々。一進一退の攻防は、結局二人共の体力が尽きることで決着を見た。

　引き分け、だった。

　尤も、初めから殺そうという意志なんかほとんどなかった。言うなれば、クラスの中でただ一人ラクロスのできる女子がいて、そのクラスにラクロスができる転校生がやってきたから、ラクロスで遊んだとか、そんな感じだ。

　…………片仮名が多くて分かり辛いな、我ながら。

　要するに俺たちは、同じ殺人鬼同士、楽しく遊んでみただけだったのだ。

　互いの命を懸けて、殺し合った。

　ただそれだけのこと。

　生まれついての殺人鬼。理由の有無にも憎悪の多た寡かにも関わらず、人を殺す殺人鬼と。

　生まれついての色しき情じよう狂きよう。死体に欲情して死体の全てを愛し尽くし、欲を満たす殺人鬼。

　切原刃と、撫胎乱々。

　できるなら生まれない方が良かったであろう二人の人外は――――こんな、腐れ縁の友達みたいに出遭ったのだった。
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『Killer's BAR』には、いくつかのルールが設定されている。

　別に達成が著いちじるしく困難な規則ではない。俺からすれば、守らないでいられる方が不思議なくらいに緩いルールなのだが、それでも、過去にはこの規則を破ったことで串くし満みつに消された殺さつ人じん鬼きが何人もいた。所詮は社会からのはみ出し者、規則だのなんだのは不得意なのである。

　そんなルールの中に、『「Killer's BAR」に所属する殺人鬼同士での殺人は禁ずる』というものがある。要は、俺が海かい域いきや乱々みだらを殺すことはできない、ということだ。

　…………俺は今日、その規則を破ることになるかもしれない。

　正確には、破らざるを得ないかもしれない。

　人通りが消え失せる午後一〇時過ぎ。こうして道端に立っているだけでも、止め処どなく湧き出てくる殺意。自身が殺人鬼だと自覚してから、ここまでの殺人衝動に襲われることは滅多になかった。一、二週間程度ならば俺は我慢が利く方だし、欲望に負けて見み境さかいなく殺し続けていれば、あっという間にこの町はゴーストタウンと化してしまう。串満のお陰で死体は出ないとはいえ、失しつ踪そう者しやが出ることに変わりはないのだから。

　かといって、ここ以外で殺人をするための遠出だって、頻ひん繁ぱんに行ける訳ではないし。

　だから俺は、自分の殺人欲求を抑える術すべを、体得している。

　健全なる人間生活と、安全なる殺人鬼生活。その両立を崩さぬよう、俺は一二年にも亘わたって自身を律してきた。

　その自負と精神力を以もつてしても、抑え切れない膨ぼう大だいな殺意。

　その奔ほん流りゆうの行き着く先は、同じ殺人鬼である彼女。

「…………チィッ……！」

「……っ、さ、殺人鬼さん、すみません、遅く、なっちゃって……」

　とてとてと、郷さと弥み邸ていの正面玄関から出てくる瞳ひとみ子こ。相も変わらぬ黒のゴスロリ姿だが、心なしフリルが減っているように見える。闇夜でも目立たぬようにという配はい慮りよだろうか、浅はかにもほどがあるけれど。一番目立つ箇所がまるで自重していないし。

　無駄に広大な郷弥邸の真っ正面。きっと肩身の狭い思いをしているであろう民家のコンクリートブロックに任せていた身体を、ひょいと持ち上げる。両足が地面を踏み締める感覚。それを確認して、俺は足早に、なんの当てもなく歩き出した。

「っ、ま、待ってください、殺人鬼さんっ」

　慌てて追いかけてくる瞳子。彼女の矮わく軀いじゃ、駆け足にならないと追いつかないようなスピードだ。郷弥邸から一〇〇メートルも離れていないのに、早くも瞳子は息を切らし始めていた。

「ど、どうし、たん、ですか……？　きょ、今日の、殺人鬼、さん……変、ですよ…………が、学校、でも……」

「…………瞳子」

　少しでも気を緩めれば、瞬く間に爆発してしまいそうになる声。努つとめて平坦な口調を保ちつつ、俺は彼女に質問する。

「視み央おが、前に言ってたな。魔ま眼がんは、その所有者に寄き生せいするって。……それ、外すことはできるのか？」

「……？　…………えと、む、無理、です」記憶を探るように視線を宙に泳がせながら、瞳子は言う。「か、完全に寄生、し切っちゃったら、完璧な切除、は……不可能、です。抉えぐり、抜いても、魔眼の欠片が、残っちゃって…………そこから、魔眼は再生、します。殿てん真まさんや、おかあさんなら、できたと思う、んですけど……」

「……チッ」

　そりゃなんともまぁ、ご都合主義な展開だな。

　完璧に魔眼を取り出すことができる二人は、もういないんだから。一人は失しつ踪そうし、もう一人は実の娘に殺されて。

　まるで、でき過ぎた舞台装置みたいに、都合がいい。

「あ、あの、殺人鬼さん。な、なんで、そんな、ことを……？」

「魔眼の所有者がはっきりしたからだよ」思い浮かべるだけで、脳のう髄ずいに刺すような痛みが走る。顔が歪みそうになるのを堪こらえつつ、俺はその名前を口にした。「撫なで胎はら乱々みだら。…………覚えてるか？　昨日も会ったし、三日前にも会ってる」

「そ、それは、覚えてます、けど……」

「あの色しき情じよう狂きようの殺人鬼が、魔眼を持ってるんだよ。間違いない」

「…………!?　ど、どうして、それが」

「あいつの格好を見たろ？　傷だらけで、絆ばん創そう膏こうや包帯だらけだった、あの姿を」

　誰だって怪我なんかするし、傷だって作るし、絆創膏や包帯のお世話になることくらいあるだろう。――――けど、昨日の乱々はあまりにもそれが多かった。

　多過ぎた。

　薬も過ぎれば毒になる――――普通も過ぎれば、異常と違いない。

「魔眼の所有者は、代々不幸に襲われてきたんだろ？　だったら、あんな大量の怪我をしていてもおかしくはない。……それに」

「それ、に……？」

「俺は、あいつのことを殺したくて殺したくて、殺したくて仕方がないんだよ……！」

　キリキリと、頭を万まん力りきで締め上げられているような痛みが走る。

　はっきりと自覚したのは、罪つみ忌きたちに言われて仮眠を取ろうとした、正にその時だった。以来、学校ではもう授業どころではない。寝ることさえ儘ままならない。四時間目が始まる前には、堪たまらず屋上に緊急避難したほどだ。胸の奥から滾こん々こんと湧き出てくる殺意。一歩間違えれば、教室の中で誰かを殺していたかもしれない。

　そんな殺意の向かう先が、撫胎乱々なのだ。

　どうしようもなく、どうかしているとしか思えず。

「あの傷も、この殺意も、魔眼の所せ為いだと考えれば、なんの矛盾もねぇだろ……！　だから――」

「だから…………殺人鬼さん、み、乱々さんを、殺す、んですか？」

　怖ず怖ずと、瞳子が俺に訊ねてくる。

　まるでそれを、瞳子自身さえ望んでいないかのような、寂しげな口振りで。

「……瞳子？」

「わたしは、わたしは、嫌、です。……乱々さんが、殺人鬼さんに、殺される、のは…………なんか、嫌、です」

「…………」

「だ、だって、殺人鬼さんと、乱々さんは……仲よし、ですよね……？」

「…………」

「み、見てれば、分かります。わたしは、見ることだけは、すごい、ですし……だから、ダメ、だと思うん、です。仲がいいのに、それなのに、殺し合うなんて……」

「……魔眼の」自分自身に言い聞かせるような低い声で、俺は絞り出すように言う。「お前の取り戻したいもののためには、乱々を殺すしか、ねぇんだろ？　……だったら、仕方のない話――」

「さ、殺人鬼さんは、いいんですかっ？」

　今までにない、強い語調。

　詰きつ問もんするかの如く俺を睨み、瞳子は言ってくる。叫び一歩手前の、強きよう靭じんな意志を持った声で。

「殺人鬼さんは、殺人鬼さんは、乱々さんが死んでも、いいんですか？　だって、死ぬって、昨日の、あの人みたいになるって、ことでしょう？　もう、喋ってくれないし、動いてもくれない、肉の塊かたまりになるってこと、ですよ？　それでも、いいんですか？」

「……………………」

　瞳子の問いに応えることなく、俺は淡々と歩を進めていった。

　…………言われるまでもなく、そんなことは分かっている。分かっていて、だから、まだ俺は未み練れんたらしく迷っているのだった。

　魔眼を手に入れるためには、乱々を殺さなくてはならない――――正直に言って、それは決して気の進むようなものではなかった。かといって、乱々を殺さなければ、魔眼は手に入らない――――それはつまり、視央によって、人間としての俺の日常が破壊されることを意味している。

　……決して住みよい訳ではない、俺がいること自体が不自然な日常だ。人を殺すこともできない、息が詰まりそうな世界。けれども俺は、そこで生きていたいんだ。大人になっても、ネバーランドへの執しゆう着ちやくを捨て切れない子供のように。

　それを壊すことなんて、そもそも考えられないというのに、それなのに。

　そこに追い打ちをかけてくるのが――――未だに湧き上がり続けている、気が狂いそうになる殺意。

　殺したい。

　撫胎乱々を殺したい。

　撫胎乱々を殺したい。撫胎乱々を殺したい。撫胎乱々を殺したい。撫胎乱々を殺したい撫胎乱々を殺したい撫胎乱々を殺したい撫胎乱々を殺したい撫胎乱々を殺したい撫胎乱々を殺したい撫胎乱々を殺したい撫胎乱々を殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ殺シタイ――――ナデハラミダラヲコロシタイ。

「うるっ、せぇ…………！」

　ようやく吐き出せたのは、呻うめき声のようなそんな言葉だけ。

　ズキズキと痛む頭を、ぐずぐずと悩む頭を、抱えながらも俺は進む。

　当てはないけれど、目指す場所は決まっていた。

　瞳子も、もう口を開くことはない。彼女の顔を見ることさえ、俺にはできなかった。静まることのない殺意が、目的地に向かうにつれてどんどんと強くなっていく。

　漂ってくる、濃厚な血の香り。

　香かおってくる、濃密な死の匂い。

　――――ぐらりと身体を傾けて、俺たちは路地裏へと這は入いっていく。なんの手がかりも確証もなかったけれど、でも導かれるように、吸い寄せられるように、俺の身体はここへと辿たどり着いたのだ。

　六年前、初めて乱々と出遭った場所。

　出遭って、数秒後には刃を交わしていた場所。

　糸で手た繰ぐり寄せられた人形の如く、俺はそこへと這入っていった。爆発し、暴発しそうになる殺意に、最早ストッパーはなかった。

　噎むせ返るほどに鉄臭い空気。言いようのない淫いん靡びな雰囲気。本能を刺激する甘いスメルの混じった臭気は、立ち入る者を否応なしに反応させる。

　阿あ片へん窟くつを想起させる鬱うつ屈くつとした場所――――そこに、彼女の姿はあった。

「う…………!?」

「…………おやぁ、遅かったねぇ」

　堪らずに声を上げた瞳子に反応して、彼女は、にやけた面をこちらに向ける。

　彼女はいつも通り、そして六年前と同じように、全身を血で染め上げていた。未だ乾いていない血は、ぽたぽたと、彼女の身体から少しずつ流れ落ちていく。それでも彼女の一糸纏まとわぬ裸体には、丁度いい服代わりとなっていた。

　この上なく死と血の臭いの染み込んだ、真っ赤なドレス。

「そぉろそろさぁ、来るんじゃないかと思ってたんだけどぉ…………キヒッ、でもまぁ、来てくれたんだから、帳ちよう尻じりは合ったんだよねぇ」

　裸に剝いた死体の上に跨またがりつつ、彼女は甘い響きを含んだ声で言う。

　見間違える筈はずがない。ここまで異常な殺人鬼は、俺の知る限り他にはいない。

　彼女の犠牲となっていたのは、待ち合わせ相手に指名されていた波は止と場ば海域であり。

　死体との情じよう交こうに耽ふけっていたのは、『死体に恋する殺人鬼』撫胎乱々だった。
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　ほんの少しだけ、波止場海域の話を。

　言うなれば、思い出話を。

　……………………とは言ったものの、大した思い出はねぇなぁ。あの通り、孤独が好きで人とつるむのが嫌いで、常にコートで身を隠していた奴だ。あいつがどういう経けい緯いで殺人鬼になったのかさえ、俺は知らない。

　知らなくても、別によかった。

　串満が『Killer's BAR』を始める際に、俺と一緒に所属することになった殺人鬼。付き合いだけなら一番長い、一番長かった殺人鬼。

　殺人鬼としての俺の日常に、海域がいるのは当たり前だった。

　俺が人を殺している時、どこかで海域も人を殺しているのが当然だった。

　それが今――――目の前で、波止場海域が死んでいる。

　吸血鬼のように心臓に鉈なたを突き立てられ、殺されている。

　光を失った胡う乱ろんな目は、ただのガラス玉みたいに景色を映し出す。自分の死体を裸に剝むき、欲望の捌はけ口として利用している女の顔を、機械的にただ映しているだけだ。

　彼の血が辺り一面に敷き詰められ、まるでダンスパーティの会場のようだ。脱ぎ散らかされた二人の服は、元がどんな色だったのかも分からないほどに血で濡れてしまっている。得も言われぬ死臭を漂わせる海域の上から――――乱々は、ゆっくりと立ち上がってみせた。

　股また座ぐらから、死体の一部を抜き取って。

　死体の胸部から、得物を抜き取って。

　己の裸体を恥じることなく、体液と愛液を垂らしながら、俺たちの方へと向き直った。

「久し振り、でもないのかなぁ？　刃じんくん、それに瞳子ちゃん。改めて、ん、自己紹介でもしとこっかぁ？　どうも僕はぁ、君たちの知っている僕とは、ちょぉっと立ち位置が違うみたい、だしぃ？」

　びくびくと、小刻みに身体を痙けい攣れんさせながら、乱々は言う。

　死体と目ま合ぐわっていた、その余よ韻いんでも愉しんでいるのだろうか。彼女の上半身と下半身の狭間、ぽっかりと開いた穴からは、赤黒く染まる涎よだれがぽたぽたと垂れている。今にも蕩とろけてしまいそうに上気した頰ほおは、無上の悦よろこび一色に染まっていた。

「僕は撫胎乱々っていうんだけどぉ…………君たちはぁ？　どうやらぁ、僕の友達とかではもう、なさそう、だねぇ」

「ほざくな、最初から俺は、お前の友達になった覚えなんざねーんだよ」

「……そっかぁ」

　残念そうに呟きながら、乱々は得物を構えた。

　痩やせ型の彼女の身体には不釣り合いなくらい、大きく禍まが々まがしい無骨な鉈。幾人もの血を吸ってきたのであろうそれには、びっしりと錆さびが浮かんでいる。先端からは、あの海域の血が滴り落ち、地面を更に血の海へと染め上げていく。

　利き手である右手で鉈を構えた拍子に――――それは、見えた。

　乱々の右みぎ肘ひじに深々と埋まっている、気持ちの悪いなにかが。

「なら、なぁんのためにここに来たのかなぁ？　見知らぬどこかの誰かさん。僕は、君たちのことなんか知らないからぁ、遠慮なぁくぶっ殺しちゃうよぉ？　キヒヒヒヒッ」

「……一つ、確認させろ。乱々」

　割れんばかりの頭痛を、今すぐにでも暴れ出しそうになる獣を必死で抑えつつ、俺は声を出す。

　犠牲者の血だけを纏った、乱々の裸体。決して豊満とは言えないものの、情欲を滾たぎらせずにはいられないそれを見てもなお、俺は乱々に、殺人欲しか抱いてはいなかった。あの胸にナイフを突き立てたい、あの穴から全身を裂いてやりたい――――そんな狂った欲望だけが、脳内で渦を巻いている。

　――――けど、確認しなければ。

　押し潰されそうになる理性を力尽くで踏み止まらせ、声を、言葉を「お、教えてください、乱々さんっ！」……が、耳に届いたのは、俺の声ではなかった。

　小さな鈴が必死で藻も掻がいているような、甲高い声。

　俺の隣で、わなわなと震えている瞳子が、それでも必死に、声を上げていたのだ。

「……？　なぁにかなぁ、瞳子ちゃん？」

「それ、それって、どうしたん、ですか……？」

「それってぇ、どれのことぉ？」

「魔眼、です…………あなたの、右腕に埋まっている、その魔眼のことです！」

　彼女には珍しい詰問するような口調を、乱々はぼんやりとした顔で受け流す。

　右腕――――そう、右腕なのだ。

　正確には右腕の、尺しやつ骨こつの真ん中辺り。腕時計より肘寄りのその部分に、ぎょろりと。

　黒に近い紫と白という、気持ちの悪い反転した色彩をした眼球が、埋まっている。

　矢や張はり…………あれが、魔眼か。

　持ち主に不幸を齎もたらし、所有者が死ねば次から次へと寄生を繰り返す、異形の眼球。

「魔眼は、魔眼は持ち主が死なない、と、寄生はしない、です。……乱々さん、あなた、誰を、殺したんですか……!?」

「誰でも殺してるよぉ。だぁって、僕は殺人鬼なんだしぃ」くねくねと腰を動かしながら、乱々は歌うように言う。「僕はねぇ、死んだ男の人が好き、なぁんだぁ。キヒヒッ、海域くんもねぇ、なかなかいい具合だったよぉ？　キヒッ、お子様には刺激の強ぉいお話だったかなぁ？」

　あ、でもぉ。

　ふと思い出したように、乱々が声を上げた。

「二ヶ月前、だったかなぁ？　なんとなく、そう本当に『なんとなく』、殺したくて殺したくて仕方がなくなっちゃって、だから殺しちゃった女の人がいてさぁ、その人を殺してから出てきたんだよねぇ。この変な眼ぇ。それ以来、なぁんだか他人に殺されそぅになるのがぁ、日常茶さ飯はん事じになっちゃった。それってぇ、この眼の所為、だよねぇ？」

「……そ、その」

　ガチガチと歯をぶつける音が、頭痛を押し退けてまで聞こえてくる。

　――――少なからず撫胎乱々のことを知っているものが聴けば、今の言葉はあまりにもおかしい。死し姦かん愛好者である乱々が殺すのは、自分と交わることができる男性だけの筈だ。彼女が女性を殺すだなんて、そんな無意味なことはない。殺人鬼としての犯行が露ろ見けんする可能性を考えれば、そんな無駄なことはしない筈なのだ。

　それ、なのに。

「その、女性って…………まさか」

「形見ならあるけどぉ…………要るぅ？　初めてレズっちゃった記念にさぁ、とっておいたんだぁ」

　あぁんまり、気持ちよくはなかったけど、ねぇ。

　言って、乱々は脱ぎ散らかしていた自分の服を蹴り飛ばしてくる。

　すっかり血に染まり、赤黒くなったその服からは――――ころん、と、小さな球体が転がり出てきた。

　眼球の形をした、趣味の悪いイヤリング。

　それを見た瞬間、瞳子は力なく、膝から崩れ落ちていった。

「………………おかあ、さん……？」

「あぁ、やぁっぱり肉親だったんだぁ」胸に付いた血を指で掬すくい取り、ぺろりと舐なめながら乱々は言う。「初めて会った時にさぁ、なぁんか面影が見えたんだよねぇ。そっかぁ、やっぱり親子だねぇ。キヒッ、悪いことしちゃったかなぁ？　でも、僕は謝んないよぉ？」

　だって僕は、殺人鬼だからねぇ。

　そう言って乱々は、俺たちの方へひたひたと、小さな歩幅でにじり寄ってきた。右手には鉈、瞳には殺意――――すぐに、俺は理解できた。

　撫胎乱々が、俺たちを殺すつもりだって。

「あ、あぁあ…………う、噓うそ、です……よね……？　なんで、どうして…………」

　ゴスロリ服のスカートが血に侵食されるのも構わず、瞳子はその場に力なく座っている。右目からこぼれる涙を拭ふくことさえ、彼女にはできなかった。

　母親の、眼めノの宮みや愛まな子この形見と思しき、眼球型のイヤリングを握り締め。

　もう会えない母親に語りかけるように、譫うわ言ごとをこぼす。

「どう、して……どうして、死んじゃって……るんです、か……？　もう、もう会えない、なんて……そんな、どうして、どうして…………」

「だぁからぁ、僕が殺人鬼だからだって、言ったじゃぁん」

　面白がるように、愉快がるように、乱々が巫ふ山ざ戯けた声を上げてくる。舌舐めずりと共に俺の顔を見ると、彼女はより一層愉ゆ快かいげに笑ってみせた。

　――なんだよ、これは。

　殺意が上塗りされていくのが分かる。魔眼だかなんだかに誘発されていた、あの膨大な殺意が瞬く間に塗り潰されていく。

　全身を掻き毟むしってやりたいほどの苛立ちに。

　心臓を鷲わし摑づかみにされているような悲しみに。

　ズキズキと、胸が痛むのだ。

　訳が分からないし、この感情がなんなのかさえ定かではないけれど――――ただ。

　俺は乱々に対して、極めて自発的な殺意を、抱かざるを得なかった。

「君たちが捜してたのって、この眼球、だよねぇ？」聞いていて苛々する上うわ擦ずった声で、乱々が右腕を掲げながら語ってくる。「だったらぁ、あんまり渡したくはないなぁ。だぁってぇ、これを持っていればぁ、男の方から勝手に寄ってくるんだもぉん。この二ヶ月間、実に充実してたしねぇ。キヒッ、すっかりがばがばだよぉ」

「…………」

「キヒヒヒヒッ、ごめんねぇ。僕はまだぁ、いっぱい、いぃっぱい、気持ちよくなりたいんだよねぇ――」

「…………うるせぇよ、乱々」

　絞り出すようにして、俺は唸うなった。

　もうこれ以上は、耳みみ障ざわりだし、目障りなんだ。

　隣で崩れ落ち、無言でボロボロ涙をこぼしている瞳子も。乱々の右腕に埋まっている魔眼も。ぽたぽたと血を滴したたらせている胸も。艶なまめかしく揺れる腰も。いやらしく上気した頰も。血のように赤く淫靡な舌も。甘く蕩けた双そう眸ぼうも。

　波止場海域の血を衣装の如く纏った、撫胎乱々そのものさえ。

　言いようもなく、目障りだった。

「もう、お前は黙れ。喋るんじゃねぇ。俺が――――全部、終わらせてやる」

「……六年前ってさぁ、そういえば決着、つかなかったっけぇ。ここで白黒、ううん、赤黒付け合うっていうのも少しは素敵、かも――――ねぇ！」

　ぴちゃり、と一つ、水音がした。

　血が奏でたのか、はたまた愛液がこぼれたのか。そんなの、どちらでも構わない。

　聞こえるか否かの境界線上に立つそれを合図にして――――俺と乱々、殺人鬼と殺人鬼との殺し合いは、唐突に幕を開けたのだった。
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　ガヂィンッ!!

　殺し合いの狼煙のろしは、鈍い金属音と汚い火花だった。

　俺のナイフと、乱々の鉈。互いに投とう擲てきされたそれが二人を結ぶ直線の中点で激突し、弾き飛ばし合う。その衝突が起こる前から既に、俺たちは真っ直ぐに走り出していた。

　火花が線香花火みたいに空中に残存している、そんなタイミングにはもうとっくに。

　俺たちは、お互いの凶器を空中でキャッチし、その刃で鬩せめぎ合いを演じていた。

「ぐぅうううううううううううううっ！」「ぎぃいいいいいいいいいいいいいっ！」

　単純な膂りよ力りよくでは俺が勝るが、如何せんナイフでは刃が小さ過ぎる。そもそもこいつは純然たる殺人用で、獲物ではなく敵がいる場合の戦闘なんて、作る上で想定されちゃいないのだ。使い道に似合わない華きや奢しやなフォルムが、俺の足を引っ張っていた。

　とはいえ、あくまで力の面じゃ俺が勝っているのだ。いくら大振りな鉈を相手取っているとはいえ、後れを取るなんてことはない。すぐに優勢に――

「よっ、とぉ」

　と。

　力の抜ける掛け声と共に、乱々が一歩後ろへ下がったのだ。

　当然、鉈も連動して一歩分後ろへ移動し、俺の鬩ぎ合う相手が、一瞬、消失する。

「っ!?」

　前に全力でベクトルを傾けていた身体は、呆気なく重心を失って倒れそうになる。そんなうってつけの隙を見逃すような神経を、殺人鬼は有しちゃいない。

「死ねぇっ！」振り下ろされる鉈は、間違いなく俺の脳天狙い。「てめぇが死ねぇっ！」勿もち論ろん、俺だってただで死ぬつもりはない。強引にでも身体を捻ひねって、ナイフを振るう。

　ガヂィンッ！　という、二度目の金属音。

　刃と刃が正面衝突した結果、俺は地面に叩きつけられ、乱々は後ろへとよろける。

　事ここに至って気付く――――このフィールド、乱々の方がやや有利なのだ。

「痛つつ……」

　立ち上がり、そして感じるのは、靴くつ越しの地面の感触。

　生命活動を停止している殺人鬼、波止場海域。奴の血が、ただの路地裏を最悪のコンディションに変えていた。

「キヒヒヒヒッ、どぉしたのぉ？　どぉしたのかなぁじぃんくぅんっ！」

　ポニーテールを優雅に揺らしながら、裸の乱々は突貫してくる。

　真一文字に鉈が振るわれるが、そんなのは当然回避。厄介なのが二撃目だ。返す刀で鉈を振るうならまだいいものの、乱々が行ったのは、鉈の側面を使っての打撃だった。

「うぉっ!?」

　攻撃範囲の広いそれは、後ろへ引くだけでは避け切れず、横への回避を余よ儀ぎなくされ――

「っ!?」

　――足が。

　足が、滑った。

　地面に満まん遍べんなくばら撒まかれていた、波止場海域の血液によって。

「キヒヒヒヒッ、キッヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒッ!!」

　哄こう笑しようが漏れてきて、俺の中の不快指数を一気に上昇させる。

　当然、無ぶ様ざまを晒さらした俺に向かって、乱々は鉈を振り下ろしてくる。ナイフにしろ鉈にしろ、殺傷能力という点じゃ似たり寄ったりだ――――一いち撃げき決けつ殺さつ。一撃でも相手に食らわせられれば、それで勝負は決まったようなものだ。尤も、俺たちは普段勝負なんかやらないから、そんな当たり前はなんの意味も持たないのだけど。

　今回みたいなイレギュラーは、そりゃ勿論例外として。

「ばいばい、刃く――」「っ、殺人鬼さんっ！　左ですっ！」

　だがな、イレギュラーはお前だけじゃないんだよ、乱々。

　夜とか、路地裏とか、そういう一般常識にはまったく囚われない大声に従って、俺は左手を伸ばす。すると、そこにはなんとも都合のよい壁があった――――思い切り、手の平でそれを押してやる。

　建物自体を動かすほどの怪力なんか俺にはない――――当然動くのは、俺の身体。

「、ぅえっ!?」

「お返しだ」

　軌き道どう上に獲物を見失い、空振りが確定した鉈を握る乱々に向かい、俺は軽くナイフを振るう。

　驚くほどに手応えに乏とぼしい身体。それでも、切れば血は出るらしく、乱々の踝くるぶしからは一気に血が噴き出した。

「痛つぅ……っ！」

　小さく苦く悶もんを叫びながら、しかし乱々の動きは止まらない。無事な方の足を一歩踏み出し、まだ地面に転がったままの俺に鉈を振り下ろしてきたのだ。下から見上げる俺では、遠近感覚が「脚っ！　早く曲げてっ！」聞こえた声に、反射的に身体を折り曲げる。

「っ!?」

　ガァンッ！　と派手な音が響くが、俺が感じているのは振動だけで、痛みはまるでない。リーチが足りなかった鉈は、その刃先を虚むなしくアスファルトに突き刺すだけだった。

　体勢を立て直し、更に一歩後ずさる。決して鉈が届かないような、そんな距離にまで。

「ふぅ――――助かったぜ、瞳子」

「…………殺人鬼、さん」

　今も後ろで見守っている筈の依頼人に向けて、心からの感謝を送る。互いに顔を合わせないままの会話は、しかし滞とどこおりなく行われる。

　やや上擦った鼻声に、しかし弱さはどこにもない。小さく鼻を啜すする音が聞こえると、瞳子は「殺人鬼さん」と、明めい瞭りようさを増した発音で二度呼びかけてきた。

「魔眼を、魔眼だけでも……お願い、ですから…………わたし、わたし、もう――――おかあさんを、これ以上は……！」

　そこで、瞳子の声は途切れた。なにを言いたいのかも判然としないまま、嗚お咽えつの音に紛れて、聞こえなくなった。

　……魔眼だけでも、ね。

　母親を殺された憎しみに、俺と乱々の関係性。芽生えてしまったなけなしの良心。そういった諸々を考こう慮りよした上でのことなんだろうが…………無茶を言ってくれる。訥とつ々とつとした口調が迷いをより一層強調しちゃいるが、俺の方はそれ以上である。

　殺し合いなんてバカげた真似、俺はまだ生しよう涯がいで三回くらいしか経験していないというのに。その上足場は最悪だなんて、難易度が高過ぎるだろうに。

　尤も、足場に関しては今し方、解決したようなものだけど。

「…………なんでかなぁ……？」

　呟いて、血をドクドクと流し出す踝を眺める乱々は、とても、とても複雑な表情をしていた。怒っているような、不思議がっているような、信じられないでいるような。

　五秒ほど、じっくりと傷口を見下ろした乱々は、ようやく顔と得物を持ち上げて、俺のことを真っ直ぐに見てきた。

「なぁんでかなぁ？　なぁんで刃くん、僕の脚なんか狙ったの、かなぁ？」

「決まってんだろうが。こんなお前にとって有利なフィールドじゃ、俺が殺しにくくってしょうがねーんだよ。だから、条件をイーブンにさせてもらったまでだ」

　言いながら俺は、指で真下を指してみせた。

　波止場海域の、いや今は他ならぬ乱々の血も混ざり合って、血だらけになっている地面。こんなぬるぬるとした地面の上では、靴は滑って滑って仕方がないのだ。裸足はだしで、指で地面を摑める乱々と違って、俺には動き難くてしょうがない舞台だったのである。

　なら、相手の機動力を奪ってしまおう。

　どうだ？　極めて合理的な判断じゃないか？

「んぅ、そぉじゃないんだよねぇ、僕の言わんとしていることはさぁ」しかし乱々は、何故か不満そうに頰を膨ふくらませて言った。「ねぇ刃くん、君はさぁ、本当に僕を殺そうとしているのかなぁ？」

「……あぁ？　なに言ってやがる」

「だぁってさぁ、今の数秒で、一体何度、刃くんは僕を殺せたと思っているのかなぁ？」

　鉈をだらりと下げて、乱々は問いかけてくる。

　極めて不満げに、物足りないと言わんばかりに。

「最後に倒れた時だってぇ、刃くんがナイフをぉ、僕の心臓目掛けて投げればさぁ、十中八九殺せたんだよぉ？　僕、今裸なんだし、防御力はないんだから」

「……………………」

「それに、僕たちは殺人鬼なんだよぉ？　剣士でも侍でもないんだ。凶器と凶器で正面衝突、出会い頭の鍔つば迫り合いなんかさぁ、やる必要ないんだよぉ？　分かってるぅ？」

「……勿論、分かってるよ」

「じゃぁ、もっと真剣に、殺しに来なよ。いつもの、無意味な殺人なんかとは違う。生命維持じゃなくって生命を持続させるために、今度こそちゃんと、僕を、殺しに来てよ、刃くん」

　少なくとも僕は、次からは。

　本気の本気で、刃くんを殺しに行くから。

　そう言った乱々の目は、本当に殺伐としていた。互いに肩を並べ、茶を飲み合って駄だ弁べった日のことなど、なにも感じさせない、怜れい悧りな殺気のみが込められた視線だった。

　容よう赦しや忌き憚たん遠えん慮りよなど、粉こな微み塵じんさえも存在しない。

　徹底された、殺人鬼の目つき。

「……はっ」

　それを見て俺は――――鼻で笑った。

　笑ってやった。

　そうか、そうだよな乱々。お前はまだ、それだけしか知らねーんだよな。

「…………なにが、可お笑かしいのさ、刃くん」

「いや別に。ただ……」

　呟いて、一瞬俺は、瞳子の方へ意識を向けた。

　眼ノ宮瞳子。

　眼球を食べなければ光を失う、悲ひ劇げきの少女。

　彼女は俺に、ありがとうと言ってくれた。俺が生命維持のために、呼吸が如く当たり前に行っている、意味なんかない筈だった殺人に対して――――ありがとうって。

　俺の無意味な殺人は、少なくとも、あいつの光を守ることはできた。

　それがほんの少しだけ、心地よかったんだ。

「ただ……意味がある殺しっていうのも、悪くはねーものかもしれねぇぜ？」

「あっそぉ――――そんなの、知らないけどねっ！」

　言うと乱々は、俺を真っ二つに切り裂かんと、再び突貫を仕掛けてきた。

　脚を切り裂かれたことで、機動力が落ちると踏んでいたのだが――――甘かった。

　寧むしろ自分の血を見たことで闘争心が滾たぎってきたのか、乱々はひたすら暴力的に、その凶器を振るってきたのだ。スピードは落ちるどころか、増しているようにも思える。力強く繰り出された斬撃を、俺はかなり大おお袈げ裟さに背後へと飛ぶことで回避した。

「キヒッ、キヒヒヒヒヒッ！　どうしたのかな刃くん、僕が少し本気になったら、途端に逃げの一手、かいっ!?」

　口上の合間にも、乱々は攻撃の手を緩めない。

　今の彼女に、真っ当な考えなどほとんどないだろう。服というある種の鎧を脱ぎ捨てたことにより、駆く動どうの自由度が増した腕を出で鱈たら目めに振り回し、鉈の刃で結界を作っているのだ。近付けば切り刻まれる、しかも自分から敵に向かっていく結界を。

　厄介なことこの上ない。

　だけど…………まぁしょうがないだろう。

　殺さなければ取り除けない、そんな風に持ち主から太たい鼓こ判ばんを捺おされる、魔眼なら。

　こうするより他に、手立てはあるまい。

「キヒッ、キヒヒッ、キッヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒッ！　なんにも、なぁんにもできないんだねぇ刃くぅん。だったら大人しく、細切れにされちゃいなよぉっ！」

「舐めんなよ、三下が」

　虚こ仮けにするような台詞に言い返しながら、ついでに俺は反撃を開始していた。

　手にしていたナイフを思い切り、渾こん身しんの力を込めて、乱々に向かって投擲する。

「っ、ふんっ！」

　ガキィン、と嫌な音がして、当然のようにナイフは弾き飛ばされる。無闇矢鱈に振り回される鉈によって、出鱈目極まりない明後日の方向へと。

　これで一瞬だけ、鉈の動きを止められた。

　その隙を逃がすような、殺人鬼俺ではない。

「、えっ？」

　乱々が腕を伸ばし切り、鉈を停止させた、その一瞬。

　瞬きの間に過ぎ去りそうなその時間の内に、俺の身体は、乱々の懐ふところに這は入いり込んでいた。

　すかさず取り出すのは、二本目のナイフ。先程投げたものよりもやや小型で、刃だけが異様に大きいタイプのものだ。

　俺はそのナイフを、さながら忍者の放つ苦無のように真っ直ぐ、狙いすました上で乱々の右腕へと投擲した。

「っ!?」

　上腕二頭筋、俗に二の腕と呼ばれる部分に、ナイフは深々と突き刺さる。ぐぢゅり、という奇妙な音と、僅かばかりの血ち飛沫しぶきを同時発生させて。

「ぐ、ぅうううううっ!?」

　ブォンッ！

　苦し紛れに鉈を振るうが、そんなのが俺に当たる筈もない。無理もなくその鉈を回避した時にはもう、乱々は、俺から数歩分だけ距離を取っていた。

　――それしか、取れなかったのか。

　ほんの数歩、後ずさることしかできない無様を、俺は少し悲しい目で見ていた。

「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……」

　二の腕という体たい幹かんに近い部分に杭くいを打たれ、もう乱々は右腕を自由に動かすことなど儘ままならない。荒い息、それに額をぐっしょりと覆う脂汗が、それを如実に物語っている。乱々自身にも自覚があるのか、彼女は愛用の得物を右手から左手に持ち替えた。

　左手。

　利き腕ではない、明らかに使い勝手の悪い方の腕。

　その手で真っ先に行ったことは――――己の髪を、切ることだった。

　うなじを遺い憾かんなく晒し、しかしそれでも相応の長さは有している、ポニーテールを。

　彼女は鉈の鋭い刃を以もつて、ブチブチと切り裂いた。

「…………なんだ、傷をつけられて傷心ってか？」

「そのギャグ、全然面白くないよ、刃くん」

　痛みに顔を歪めながらも、冗談には辛うじて答えてくれる乱々。

　自ら切り取った髪を、乱々はするすると肩の近くに巻きつけていく。左手と口だけで器用に結ばれたそれは、しっかりと止血の役割を果たしていた。

「これで、別に不利はないね」言いながら、乱々は再び、鉈を右手に持ち直す。「意外だよ、刃くんに獲物を甚いた振ぶる趣味があったなんて。いつもなら、今の一合で終わってた筈なのに、なにをやってるの？」

「同じ質問に、二度答える趣味はねーよ」

「訂正、なにを企んでいるの？　刃くん。ねぇ、分かっているよねぇ？　僕たちの決着には、もうどっちかが死ぬしか方法がないって」

「……………………」

「いい加減、この殺し合いだって冗長だよ。次で終わらせよう。次で――――終わらせてよ」

　得物を構える姿は、しかし当たり前だけど、さっきよりも酷ひどく弱々しかった。

　殺人鬼っていうより――――ただの、一人の不幸な少女みたいに。

　仮令たとえそれが、言いようのない笑みを浮かべていたとしても、だ。

　まるで、死にたがっているかのように。

　俺に、殺されたがっているかのように。












「……いいぜ、終わらせてやるよ」

　俺はそう呟いて、懐から三本目となるナイフを取り出した。

　今度のは、嫌になるくらい手に馴染む一品をチョイスした。鋭く研がれた刃やいばは比類なき切れ味を発揮し、鉄以外なら大抵のものは切る自信がある一本だ。勿論、ボール紙に例える程度の強度しかない人間の身体など、簡単に両断できるだろう。凶暴で大振りな刃は、獲物を見つけて舌舐めずりする獣の瞳どう孔こうみたいに、ギラリと煌きらめいた。

　こいつで、終わらせてやるよ、『死体に恋する殺人鬼』。

　そう宣言することの代わりに――――俺は一気に、乱々との距離を詰めた。

　数歩分はあった筈の距離を、一気に、一歩で、一瞬で。

「死ねよ、撫胎乱々」

「っ、こっちの台詞だよ、切原刃っ！」

　俺のナイフが振るわれるより早く、乱々の鉈が俺を解体せんと迫る。

「っ!?」

　――――だが、ここで致命的なミスが起きる。

　それはきっと、乱々自身の間違いではなく、手抜かりでもなく、油断でも慢まん心しんでも愉悦でもなくて。

　恐らくは、魔眼を有していたからこその、不幸。

　彼女は気付いていなかったのだ――――右腕に生えるそれが、獲物を誘おびき寄せる催さい淫いん剤ざいなどではなく。

　持ち主に不幸を齎す、曰いわく付きのアイテムであることに。

「痛、え、あ――――」

　鉈を振り被った、その瞬間。

　俺の五体を引き裂かんとしていたその凶器が、ずるりと、彼女の手から滑り落ちたのだ。

　理由は明白だった。二の腕、乱々が凶器を握る腕に刺さっていたナイフが、腕の駆動に耐え切れず、抜け落ちてしまったのだ。ずるりと抜けたナイフは、からぁん、と音を立てて地面に墜落し――――それに伴い、痛みが埋め火のように再燃したのだろう。

　さながら炎のように噴出した血と同時に、その痛みは。

　乱々の指から、力を奪っていった。

　……まぁ、そういうのも狙って、わざと小さいナイフを使ったんだけどな。

「残念――――不幸な結末だったな、乱々」

　慰めにもとどめにもならない、下らなく甘い言葉を囁ささやいて。

　それを、ほんの少し嬉しそうに聴いている瞳子の顔を、目に焼きつけて。

　俺は、容よう赦しやなくナイフを振るった。




　ぐぢゅっ――――――――




　直後、断だん末まつ魔まが闇に木こ霊だまする。
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　ずっと、考えていたことがある。

　割れんばかりの、所いわ謂ゆる自殺頭痛と称してもいいような激痛に苛さいなまれながらも、それでも絶えず、考えていたことだ。学校で授業を受けている時でも、屋上で痛みを嚙かみ殺していた時でも、ここに来る道すがらでさえ、ずっと、ずっと。

　直前に瞳子から聞いていたというのもあるし、実際に寄生しているところを見たから余計に言えるのだけど、やっぱり魔眼は、人間に引っ付いてくっ付いて、寄生して自身を保つ性質を持っている。成程それならば、取り除く方法はそいつを殺すしかあるまい。

　しかし、例えば寄生がそこまで進んでいなかったら？

　寄生といえば多くの人は、身体の中ちゆう枢すうに入り込み、支配するような様を思い浮かべるのではないだろうか。レウコクロリディウムなんて、その代表格みたいなものだ。

　しかし乱々の場合、魔眼は右腕に埋まってこそいたが…………あれに『寄生』という言葉を当て嵌はめるのは、如何なものだろう、少し躊躇ためらいがありはしないだろうか。

　もしも、もしも魔眼が脳に直結していたり、それでなくとも内臓のどれかと複雑に絡み合ったりしていたら、それは殺す以外に除去の方法はないだろう。

　だが、今回の場合――――撫胎乱々の場合。

　ただ右腕に魔眼が埋まっているだけならば――――腕を切り落とせば、取り除けるんじゃないか？




「かっ、はぁ……あ、ぐぅううう……つっ、はぁ、はぁ……」




　俺の足元では、乱々が苦く悶もんに身体をひん曲げ、涙と嗚お咽えつを漏らしながら呻いている。

　彼女の右肩は、出来損ないのハムみたいな様相を呈ていしていた。骨やら筋肉やら血管やら、普段日の目を見ることなんてあり得ない人体の立たて役やく者しや共が揃い踏みして、グロテスクな映像を全力でアピールしている。髪で止血をしていたお陰か、出血は奇跡的なくらい少なくて済んでいた。だからこそ中身がよく見えて、大出血しているよりも寧ろ気持ち悪さは増しているのだが。

　右肩。

　だからつまり、右腕はない。

　切り取られ切断され断絶され強ごう奪だつされた、乱々の右腕は今、俺の手の中にあった。

　ご丁寧にも、鉈を握っていた時の、そのままの形で。

　血にまみれ、骨張った感触を更に硬くして。

　肘の辺りに、魔眼を、埋め込んだままで。

「ぐっ、ぅ……じ、刃、くん…………！」

「これでお終いだろ、乱々」恨めしげな視線をぶつけてくる乱々に、俺は得意気に言ってやる。「その様じゃ、もうまともに人を殺すことなんてできねーだろ。殺人鬼としてのお前は、ここで終了だよ。俺は見事、『殺人鬼・撫胎乱々』を殺してみせた訳だ。…………言っても詮せんなきことだけど、これで少しは、海域の奴も報むくわれるだろうよ」

「なんで……なんで、なんでだよぉっ!?」

　地面に這はい蹲つくばり、全身を今度は己の血で濡らしながら、乱々は吠える。

　怒っているような、悲しんでいるような、今にも泣きそうなか弱い瞳で。

「なんで、なんで殺してくれないのさっ!?　僕は、僕はもう…………刃くんにだったら、殺されても、よかったのに、なんで、どうして……」

「…………乱々、お前やっぱり――」

「だって、だって僕は……海域くんを、殺して……だからもう、串満に…………うぅ、あぁああああぁぁぁああ…………」

　痛みと、そして悔しさからであろう。止め処なく流れる涙は、乱々の顔をぐしゃぐしゃに濡らしていく。

　…………乱々が、俺に殺されたがっていることは、途中で気づいていた。

　海域を殺すという、『Killer's BAR』のルールに反する行為をしてしまった乱々は、俺たちが駆け付けた時には既に、殺される以外の選択肢を失っていたのだ。仮に俺のことを殺せたとしても、後で串満に殺されていただけの話。彼女に残された自由は、自分を殺す人間を選ぶ権利だけだった。

　俺に殺されるか、串満に殺されるか。

　最後の決断で、乱々は、俺のことを選んだ――――それを俺は、踏み躙にじったのである。

　撫胎乱々を、生かすという方法で。

「なんでとか…………知らねーよ、このバカが」強硬性硬直の原理ですっかり固まってしまったらしい右腕を、バスケットボールでも扱うようにぽんぽん投げ上げたりしつつ、俺は言う。「俺はなんとなく、お前を殺したくなかっただけだ。そこにどうしてとかなんでとか、疑問吹っ掛けられても困る。殺したいっつー感情に理由がないのに、殺したくないっつー感情には理由があるなんて、そんな訳分かんねーことがあるかよ」

「…………刃、く……ん……」

「てめぇの被ひ虐ぎやく趣しゆ味みに、俺を巻き込むんじゃねぇよ――――ほれ、瞳子」

　吐き捨てるように言うと、俺は瞳子に向けて、今回の戦利品を差し出した。

　ぽーん、と、本当のボールみたいに軽く放って。

「え？　わ、わ、わわぁっ!?」

　いきなり放られた人の腕を見て、瞳子は少なからずまごついたようだったが、しかし意外なことに、瞳子は乱々の右腕だったものをやけにいい姿勢でキャッチした。

　右腕、だったもの。

　それはもう、ただの肉の塊かたまりだ。人体としての尊厳を一切失った、ただの蛋たん白ぱく質しつ。

「ご注文の、お前のものだった魔眼だ。その状態でも、特に支し障しようはないだろう？」

「え、あ、は、はい……」

　受け取った腕をしげしげと見回し、それから瞳子は一つ、小さく頷いた。

　どうやら、魔眼の回収は成功したようだ――――俺はなんの所為か、盛大な溜ため息いきを吐いた。

　終わったという達成感か、やるべきことを失った虚きよ無む感かんか。

　よく分からない感情が、心の内壁を擽くすぐってくる。

　しかも、それは俺だけじゃないようで――




「さ、殺人鬼さん――――ありがとう、ございました」




　涙はもう、とっくに拭われているというのに。

　そんな風に、やけに明るい顔で言った瞳子の声も、また。

　なんとも言いようのない、寂しげな色を滲ませていた。
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「入学してからもう一〇〇万回くらいは言ってるけれども、何故に我々には土曜日の休みがないのじゃボケーっ！」

「そうだそうだーっ！　俺たちは権力の横おう暴ぼうに対して正当なる抗こう議ぎをかますぞこんちくしょーっ！」

「朝っからうるせぇんだよバカコンビっ!!」

　ガゴンッ!!

　どこに向かって叫んでいるのかさえ定かでない、我がクラスを代表するバカ二人の脳天が、素敵な打楽器二重奏を演じていた。演奏者たる俺は、賞しよう賛さんもなにも欲しくはなく、ただただいつも通り、机に突っ伏すだけだったけど。

　本日の土曜日授業が不服なのは同感だが、ここまでうるさいのは俺の許容範囲外である。

　こちとら昨日のあれこれで疲れているのだ。恐らくは、まともに部活とかやってる奴よりもずっと、全然違う意味で。

　だから、授業の前くらいは寝かせてほしい。

　ようやく安心して満まん喫きつできる、人間としての日常を取り戻したのだから。……一応は。

「……切きり原はらちん、いつもより手ぇ早くないかな？　なんかこう、やり遂げた顔してるけどさ」

「うるせぇ、疲れている時はこんなもんだよ」

「ふぅん、切原ちんも疲れるんだ。意外」

　俺をなんだと思ってんだよ、恋こい思し。

　……まぁ確かに、自分でもここまで疲れるとは思ってなかった。想定外もいいところだ。報ほう酬しゆうが『平穏な日常』という大それた代しろ物ものなのだから仕方がないのかもしれないが…………いや本当、それにしたって疲れた。

　――――あの後。

　乱々みだらと死闘を演じ、無事に魔ま眼がんを回収したその後。寧むしろそっちの方が、俺的には大変だったようにさえ思う。

　海かい域いきの死体の処理に、ばら撒まかれた血の始末。更には乱々の治療など、やるべきことは山積していた。出血が少なく済んだ乱々を、すぐに『Killer's BAR』に担ぎ込み、串くし満みつに手当てをさせる――――まずはそこにこぎつけるまでが面倒だった。

　乱々は、意識を失ってるし。

　右腕がないから、普通の通りを歩けばかなり目立つし。

　そもそも全身血まみれで真っ裸ぱだかの女を背負って歩くこと自体、色々な意味で拷ごう問もんだったように思う。お陰で、学ランが一着ダメになったよ。あんな血みどろ、二度と着られるか。

　それ以上は、語れば愚ぐ痴ちだらけになるだろうから、割かつ愛あい。

　…………乱々の今後については、俺も分からん。殺さつ人じん鬼きとして、『Killer's BAR』のルールを破ったという事実は消えない。後はもう、串満の胸三寸だろう。できることなら、あいつには生き続けてほしいと思うが。

　自分でも、よくは分かんねーんだけどな。

「……………………」

　よく分からないと言えば――――あいつもそうか。

　眼めノの宮みや瞳ひとみ子こ。

　彼女はあの後、切り取った乱々の右腕を後生大事に抱え、献けん身しん的てきに俺たちの後始末を手伝ってくれていた。あいつにしてみれば、無事に魔眼は見つかったのだし、目的も果たせて万々歳…………その筈はずなのに。

　いつまで経っても、瞳子は寂しげな目をしたままだった。

　べたべたと、俺にくっついたままだった。それも酷ひどく、虚うつろな目をして。

　母親を殺されていたことが、余程ショックだったのだろうか……生あい憎にく俺は、滅多に顔を合わせないというだけで両親共に健在なので、あいつの気持ちは計りしれなかった。

　それに、分からないことはまだある。

　俺自身の、心のことだ。

　魔眼を手に入れた時の、あの瞳子のなんとも言えない寂しげな目。悲しげな瞳。

　それと同時に――――何故俺まで、寂しさみたいなものを感じてしまったのだろうか。

　自分のことなのに、意味が分からない。

「……………………はぁ」

　溜ため息いきを漏らし、気前良く幸せをどこかへと放流してやっていると――――見計らったかのようなタイミングで、掠かすれたチャイムが鳴り響く。授業五分前を告げる予鈴である。俺は結局、まともな睡眠も取れないままに、授業に臨のぞむ羽目になったという訳だ。

　いつも通りに。平常運行で。

　誰にも脅おびやかされることのない、平穏な日常の中で。

「ん、んー…………あ、れ？」

　背筋を思い切り伸ばし、脊せき椎ついがゴキゴキと不気味な音を立てるのを聞きながら、俺は教室の中を見渡してみた。特に意味はない、言うなれば意識を無理矢理にでも覚かく醒せいさせるための手順の一つ。

　そんな何気ない動作の最中、俺はあることに気が付いた。

　眼ノ宮瞳子――――この一週間足らずですっかりクラスに溶け込んでしまった瞳子の姿が、今日に限って見当たらないのである。

　机の脇に、小さな鞄かばんは掛かっているというのに。

「視み央おがどっか連れていったのか……？」

　――――そう考えた時に、ふと、俺は思い出してしまった。

　思い出したくもないし、思い浮かべたくもないのに。

　郷さと弥み視央。

　瞳子を俺にくっつけてきたあいつの目的は……そういえば、なに一つ分かっていない。

　殿てん真まのおじさんの殺害にしろ。罪滅ぼし云うん々ぬんの戯たわ言ごとにしろ。

　解決していない奇々怪々が、あいつの下もとにはまだ堆うずたかく積もっている――――

「…………はぁ、面倒臭ぇ」

　憂ゆう鬱うつな溜息が、肺の中の空気を根こそぎ奪い取っていく。いつも通りの、胸むな糞くそ悪い息苦しさと同時に、再びチャイムが鳴り響いた。

　乱暴に教室へと侵入してくる教師。問答無用の時間通りに、容赦なく始まっていく授業。時の流れには逆らえぬまま、俺は自身を人間の中へと埋まい没ぼつさせていった。
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「…………まさか、本当に見つかるとはねぇ」

　殺人鬼さんが、きっと真面目に授業を受けているであろう時間帯。

　晴れ空の下、わたしこと眼ノ宮瞳子と、郷弥視央ちゃんとは、屋上の片隅に腰かけていました。互いにフェンスを背せ凭もたれ代わりにして、隣り合っているのに目も合わせないまま。独り言が偶然会話になっているかのような調子で、奇妙な会談を開いていました。

　白と紺のセーラー服姿の視央ちゃんは、引き攣つった笑みを浮かべていて。

　黒のゴスロリ服を身に纏まとったわたしは、まるでお人形みたいに無表情で。

「持ち主に不幸を齎もたらし、次から次へと宿主を変えて蠢うごめく最悪の眼がん球きゆう、魔眼。…………そんな代物が、こうも早く見つかるとは、予想外だったぜ。それもまさか、撫なで胎はら乱々が有していただなんて……想像の斜め上過ぎる」

「……珍しいですね、視央ちゃんが予想を外すだなんて。明日は吹雪ですか？」

　唇を僅わずかに吊り上げて、わたしは笑ってみせました。皮肉なんて器用なことはできませんから、もっと露ろ骨こつな、小バカにするような台詞と共に。

　流れる川の如く滑なめらかな口調…………今のわたしを、殺人鬼さんが見たらどう思うでしょうか。緊張の抜け切ったわたしは、ついつい自分の素地を晒さらして喋っていました。

「とはいえ、わたしも予想外でしたよ。……殺人鬼さんってば、本当にすごいですね。乱々さんを殺さなかったのは、流石に予想外過ぎましたが」

「あの男は頑がん固こだからねぇ。まったく、一体誰に似たのやら」優位性でも示そうとしているのか、視央ちゃんは懐かしむように言葉を吐いてきます。「大方、撫胎乱々を殺したら、自分の殺人鬼としての日常が崩れるー、とかなんとか思ったんじゃないかな。ただでさえ、その時点では波は止と場ば海域が殺されている訳だしね。それだけでもう、刃じんにとっては最悪なんだよ。少しでも日常へのダメージを減らそうとした、苦肉の策が腕の切断だったんだろうね。まったくいじましいことをするよ」

「…………殺人鬼としての日常、ですか」

「要するに、あの女は刃の日常にきっちり組み込まれているという訳さ。殺して殺して殺して殺す、それだけの下らない日常に、欠けてはならない要員としてね。本人は無自覚なんだろうけど…………あー、忌々しいなぁ撫胎乱々。今度殺させておこっかなぁ？」

「……優しいんですね、殺人鬼さんは」

　わたしは思わず、そう呟いていました。

　自分でも驚くくらいに優しい声。まるで教室でクラスメートのみんなと話しているようでした。隣にいるのは、視央ちゃんなのに。

「……本当、視央ちゃんに聴かされていた通りの人、でした」

「おいおい、聴かされていた、だなんて人聞きが悪いなぁ。瞳子だって嬉き々きとして聴いていたじゃないか、この噓うそ吐つきめ」

「……………………」

　唐突に飛び出す非難の言葉。

　わたしはそれに対して、否定の言葉を口にできませんでした。

　嬉々としていたことについても、そして噓吐きという言葉についても。

「噓吐きめ」

「……二回も言われる筋合い、ないんですけど」

「なんならあと二億回ほど言ってあげたっていいんだぜ？　人の男の前じゃ猫を被って、可愛い子振っている瞳子には、噓吐きくらいじゃ足りないくらいだよ」

　愚痴でもこぼすかのように、視央ちゃんは言いました。

　自分のことを棚に上げて…………視央ちゃんの面つらの皮の厚さには、ほとほと呆れ果てるわたしです。憂鬱を溜息に乗せて吐き出しても、気が晴れる気配はありません。

「……えぇそうですよ。わたしは噓吐きですよ。えぇ、えぇ」開き直るようにそう言って、わたしは声のトーンを一個上げました。「ところで視央ちゃん、一つだけ訊きたいことがあるんですけど、構いませんよね？　わたしと視央ちゃんの仲ですし、事と次第によっては、視央ちゃんにも利益のある話ですから」

「……君さぁ、私以上に性格悪いよな。話があるというなら聴くけど――」

「では遠慮なく。えーっと、どう言うべきでしょうかね、そう――」




「視央ちゃんは、一体いつ、わたしを殺す予定ですか？」




　世間話の延長みたいに、自然と放ったその文言に、視央ちゃんは、顔からすぅっと笑みを消失させました。

　無地の仮面みたいに表情を崩した彼女は、唇を歪いびつに湾わん曲きよくさせて「……なんの話、かなぁ？」と苦し紛れを吐きます。

「生憎、私には君を殺す予定なんてこれっぽっちも――」

「別に、誤魔化さなくていいですよ。全部分かっちゃってますから――――いえ」

　見えちゃってますから。

　ぐり、と眼帯の奥で偽ぎ眼がんを蠢うごめかせ、わたしは淡々と語ってみせます。

「殺人鬼さんも散々気にしていたみたいですけど――――まぁ、あの人の言う通りですし、思う通りですよ。視央ちゃんは、郷弥視央は、自分に利益のないことはしない人間です。況ましてや恋する男の子に、別の女を宛あてがうなんて真似、する筈がないですよねぇ？」

「…………」

「罪滅ぼしだとか、そんな尤もらしく噓臭い理由を言ってましたけど――――本当は、殺人鬼さんに動機を与えるのが目的、だったんですよね？」

　動機――――殺人の、目的。

　無意味に人を殺し続ける殺人鬼さんに、理由を与えることこそが、視央ちゃんの狙い。

「折を見てわたしを殺せば――――消しちゃえば、殺人鬼さんの中には動機だけが残りますよね」颯さつ爽そうと事件を解決する名探偵のように、わたしは真相をズバズバと突いていきます。「それを支えることで、殺人鬼さんに取り入ろうとしたんでしょう？　分かりますよ、視央ちゃんって本当に、殺人鬼さんのことだと口数が増え――」

「…………ふふっ」

　と。

　朗ろう々ろうと語るわたしを遮るように、視央ちゃんが微かすかな嘲ちよう笑しようを漏らしてきました。

「……？」

「ふふっ、ふふふふふふふふふふ…………支える？　その言い方じゃ、温いねぇ」

「っ…………なにを」

「刃はね、本気で私のことが嫌いなんだよ？」

　歪な笑顔の裏に、寂しさをなみなみと湛えながら。

　視央ちゃんは、誇らしげに自じ嘲ちようしてきました。

「私がこんなにも刃のことを愛しているにも拘かかわらず、刃は私のことを蛇だ蠍かつが如く嫌っている。その感情を引っ繰り返すには、瞳子、君が語ったような策ではまだまだ不足だ。方法論は同じでも、ふふん、精神論ではまだまだ幼いねぇ」

「……どういう、ことですか？」

「考えてもみなよ、瞳子」

　言いながら、視央ちゃんはわたしの胸元にある、白い円柱状のケースを見てきました。

　カメラのフィルムケースにも似たそれには、昨日、殺人鬼さんが回収してくれた魔眼が、薬液と共に収まっています。黒に近い紫色をした外縁部に、中心に灯る雪の如き白。黒目と白目が逆転したそれを眺めて、視央ちゃんはまた、くすくすと笑いました。

「君が刃に与える動機は、魔眼捜し無差別殺人だけじゃない。偽眼の視力維持可哀想な女の子助けもそうだろう？　私が重視したのはそちらの方でね、究極的には、魔眼なんてどうでもよかったんだ」

「…………」

「刃はああ見えて、案外意味のないことをするのが嫌いな、みみっちい奴だからね」自慢話でもするかの如く得意気に、胸を張りながら視央ちゃんは言います。「自分の殺人が、幼いたい気けで可哀想な少女の視力を支えている――――そんなヒーローチックな感動を抱けば、もうそれは病みつきになる。慈じ善ぜんも偽善も、とどのつまりは同じだという好例さ。要は人助けをしている自分に酔っている訳だ。アルコールなんかよりよっぽど根深く性質悪く、ね。そんな奴からアルコール殺人の目的を奪ったら、どうなると思う？」

「……………………」

　わたしは考えます。経験もなにもない、視央ちゃんの言う通り心理にも暗いけど、それでも必死に考えます。

　人の行動から支柱を奪ったら、どうなるのか。

　依存しているものを無理矢理に消去したら、どうなるのか。

　眼ノ宮瞳子のために殺人を犯す切原刃から、わたしそのものを消し去ったら――

「簡単さ――――壊れるんだよ」

　わたしが答えを導き出すよりも早く。

　そして残ざん酷こくに、視央ちゃんは口を開きました。

「柱を失った家は壊れるしかないだろう？　それと同じだ、人間だって壊れるんだよ。大事な大事な殺人の支柱を失って、刃はまた、無意味に人を殺すだけの自動機械に成り下がる。今よりも、そして以前よりもずっと酷い、動く肉にく塊かいとおんなじさ。――――そんな可哀想な刃の心の隙間を、私が埋めてあげるのさ」

「…………」

「欠如があれば欠落があれば欠格があれば欠陥があれば、人はそれを埋めたがる。理屈じゃない、本能でね。己の殺人に理由を求める、そんな欠落を埋めてあげられるのは、この私をおいて他にいないだろう!?　この私が、この私が、この私こそがっ！　唯一、刃を救ってあげられるんだよなんて素晴らしいんだろうそうは思わないかなっ!?」

　一度持ち上げて、そこから落とす。

　落ち果てて零落おちぶれた人に、もう一度恵みを齎す。

　それは、典型的な洗脳の手口に似ていました。自分の大切なものを、当たり前を壊された時、人間は笑ってしまうほどに弱く脆もろいのです。そこに付け入ることさえできれば、どんな異常も、人は呑み込んでしまいます。

　かつて多くの残虐な皇帝が、嗜し虐ぎやく的てきな殺人者が、狂気的な宗教家が行ってきたように。

　わたし自身を殺人鬼さんの大切なものに、当たり前にすることが、視央ちゃんの狙い。

　その先に待ち構える、真の狙いのための布石。

「……でも、それがもうできないんでしょう？」笑顔で熱弁を振るう視央ちゃんに向かって、わたしは冷ややかな目で返しました。「魔眼、見つかっちゃいましたからね。わたしが殺人鬼さんの傍にいる理由…………消えちゃいました、から」

「…………痛いところを突いてくるなよ。ったく、本当に性格が悪い……」

「……手伝って、あげましょうか？　視央ちゃん」

　と。

　珍しく不機嫌な顔の視央ちゃんに、わたしは、甘ったるい声をかけてあげました。

「…………なに？」

「だから、視央ちゃんを助けてあげるって、そう言っているんですよ。わたしが」

　くすりと笑って、わたしはそう言ってみせました。

　さっきの視央ちゃんよりもずっと、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの笑み。それを見る視央ちゃんの目は、今まで見たことがないくらい胡う散さん臭げで、不機嫌で…………あぁ、なんでしょうか。

　すっごく、気分がいいです。

「……なんのつもりだい、瞳子。助けるだなんて……随分と偉くなったもの――」

「視央ちゃん」面と面とを突き合わせ、わたしは、熱くなる胸を押さえながら言いました。「わたしは、殺人鬼さんが――――切原刃さんのことが、大好きです」

　唐突に、それでもしっかりと、わたしは言います。

　それはわたしの、宣戦布告、でした。

　……空気がどんどん冷えていくのが分かります。しかもそれは、底の方にマグマのような熱さを秘めた、嫌な冷たさでした。視央ちゃんにしては珍しい負の感情が、空気越しに伝わってくるようです。

　心臓をきゅって、握られているような不快感…………今更、やめられませんけど。

「瞳子……私はさぁ、大たい概がいの妄言は聞き流してあげられるくらいにお優しいつもりだけど、流石に今の台詞は看かん過かできないなぁ。……誰が誰を好きなんだって？」

「…………言っときますけどこれ、視央ちゃんの所為、ですよ？」酷く静かな視央ちゃんの怒ど気きに、わたしは冷たく答えました。「わたしに殺人鬼さんのことを話してきたのは、視央ちゃんだったじゃないですか。毎日毎日、同じ人の話ばかり聴かされていたら、それは、気になりますよ。殺人鬼さん、どんな人なんだろうって――――ずぅっと思ってました。ずぅっと」

「……………………？」

「一〇年も経って、ようやく初めて、目の前で殺人鬼さんを見て…………感動さえ、しましたよ。カッコよかった、です。憧れていた、その通りの人でなしでした。今でもまだ、あの人の前じゃ緊張して、震えちゃうくらいですよ」

「…………瞳子――」

「あの人に比べたら、その他の全部がなにもかも、すっごく下らないことに思えちゃうくらいに大好きです。隣を歩けるだけで、もう天にも昇るような心地で…………でもですね。流石にそんな夢見心地を五日も続けたら、もっと欲が出てくると言いますか――」

「いい加減にしろよ、瞳子」

　ぞわり、と寒気が背中を撫なでました。

　蛇のように鋭い目が、わたしのことを睨んできます。どうすれば人間に、仮にも人間に、ここまで憎悪に満ち満ちた視線を生み出せるのでしょうか。視央ちゃんに見られているだけで、全身を矢で貫かれているようでした。

「さっきからべらべらと、人の男のことを好き勝手に語っているけどさぁ。結局君はなにが言いたいんだ？　返答によっては、君の命もなくなるけど」

「…………いいですよ、別に。命くらい、どうなっても」投げやりな調子で言いながら、わたしは右目を閉じました。「わたしにとってはもう、刃さんこそが全てなんです。あの人こそが命そのものなんです。あの人に比べたら、おかあさんなんてどうでもいい。魔眼だって、どうでもいいです。形見だとかなんだとか、そんなのどうだっていいですよ。あの人さえいればいい。あの人の隣にいられれば、それでいいんです。ずっとずぅっと、あの人の隣にさえいられれば…………」

「……？　瞳子、君はなにを――」

「そのためならわたし――――手段、選びませんよ？」




　そう言ってわたしは、手にしていた魔眼をケースごと、高く放り投げてみせました。




「………………………………は？」

　これまた視央ちゃんには珍しい、間の抜けた声が響きました。

　それと同時くらいでしょうか。どこからともなく、ぽちゃんっ、という水音が聞こえてきたような、気がします。そういえば屋上の向こうには、用水路があるんでしたっけ。多分、そこになにかが落ちたのでしょう。

　丁度、魔眼が入っていたケースぐらいの、小さななにかが。

「……なにを、しているんだ？　瞳子……？」

「だから、お手伝いですよ。視央ちゃんの野望の、お手伝い」

　露出している右目に強く強く意志を込めて、わたしは鼻息荒く言います。

　白々しく、盗人ぬすつと猛たけ々だけしく、意地悪く嘲笑を浮かべながら。

「視央ちゃんの計画では、殺人鬼さんには、わたしのために殺人を行ってもらわなきゃいけないんでしょう？　だから、一応建前上理由になっている魔眼探索を、これからも続けてもらいましょうよ。そして目一杯、わたしのために人を殺してもらいましょう。そう、わたしのために」

　この段に至って、もう既に視央ちゃんにとっては、状況は完全に詰んでいたと言っていいでしょう。

　邪魔になる者は消してしまいたい――――眼ノ宮瞳子を、殺してしまいたい。

　思っても、それは叶わない夢でした。魔眼を手に入れた、その次の日にいきなりわたしがいなくなれば、どうしたって殺人鬼さんはそれを不ふ審しんに思うでしょう。かといって、魔眼がなくなったと報告を受けた後に始末をしても、どの道不審に思われます。下手をすれば、殺人鬼さんが今以上に、視央ちゃんに対して心を閉ざしていたかもしれません。

　それじゃ、意味がないんです。

　徹底的に心を閉ざされては、いくら策を巡らせようと、洗脳は届きません。

　至極真っ当な、常識外れの思考を打ち破られ――――視央ちゃんは。

「……成程、ね」

　ふぅっ、と。

　まるで憑つき物が落ちたみたいに、独りごちていました。

　ついさっきまでの、あの禍々しい雰囲気が噓のように、視央ちゃんは晴れやかな表情です。でも、わたしのことを見据える目は、もうかつての視央ちゃんではなくなっていました。

　使い捨ての玩具でも見るような、侮ぶ蔑べつさえ含んでいた目は、今。

　憎々しい敵を、視線だけで呪い殺そうとしているかのような、強い目でした。

「っ…………視央、ちゃん」

「ははははは――――訂正するよ、瞳子。君は、君はさぁ、私よりもずぅぅぅぅっと性格が悪い。…………自慢じゃないけど、私は今まで裏を掻かれたことがないんだよ。どんな盤上でも、私の思う通りに駒が動いてくれた――――今回が、初めてだよ。あぁ、気持ちが悪い気持ちが悪い……」

「…………」

「気持ちが悪い上に性格が最悪――――そんな奴に、愛しの刃を渡す訳には、いかないなぁ」

「…………そう、ですか」

「そうだよ――――だって、好きなんだから」

　言って視央ちゃんは、わたしの真正面に立ちました。

　その姿を見た瞬間、わたしにはすぐに分かりました。偽眼に頼らなくても、持って生まれた女の直感が、うるさいくらいに囁ささやいていました。

　郷弥視央は、本気であると。

　姦計を張り巡らせ計画を組み上げて陥れようとした姑こ息そくさには到底似つかわしくない――――彼女の思いの深さを、わたしは思い知りました。

「渡さない…………瞳子なんかに、駒如きには絶対に渡してやらないよ。あれは私のものだ。刃は私だけのものだ。一二年も前からずっと、ずっとそうなのだからな」

「…………わたしだって、負けませんから」

　それでもわたしは、自分の思いを口にする。

　思い返してみれば、ずっと前からそうなんです。殺人鬼さんに人殺しをせがんだり、殺人を勧めたり、納得がいかなければいつまでも食い下がったり――――要するに。

　わたし、結構図々しいんです。

　視央ちゃんとおんなじように。

「必ず、絶対に――――わたしが、刃さんを手に入れて、みせますからっ！」

　それは、決意でした。宣せん誓せいでした。宣戦布告でした。

　ずっとずっと、秘め続けていた思い。口に出せば出すほどに、頰の熱さと比例して、思いが形を成していくのが分かります。

　視央ちゃんの本気にぶつけた、わたしの本気。

　本音と本音とが衝突した後は、火花も出ないで、張り詰めたような沈黙が降り立ちました。まるで永遠のように思われる、無言の睨み合い。お互いに一歩も退ひこうとはしない、頑固で意地っ張りで、忌まわしいことに似た者同士なわたしたち。












「……？　お前ら、なにやってんだ？」

　びくんっ、と二人の眼球が動きます。

　唐突に、背後から聞こえてきた声。…………偽眼を使わなくても、その声だけで充分でした。五日間ずっと、絶え間なく聴き続けていた声。目の前にいなくても、何度も何度も反芻し続けたその声を、わたしが聞き違える筈がありませんでした。

「刃……？　どうしてここへ――」

　きっと、予想だにしていなかったのでしょう。取り繕いながらも慌てようを隠し切れない視央ちゃんが、突然の闖ちん入にゆう者しやに問いをぶつけました。

　わたしの後ろから現れた、殺人鬼さんに。

　切原刃さんに。

　眠そうに、苛立たしげな目をこする、刃さんに。

　わたしの、大好きな人に。

「あぁ？　どうしてもこうしてもあるかよ。一時間目をすっぽかしてどこにいるのかと思ったら…………っつーか視央、お前どういう意図で瞳子を連れ出――」

「殺人鬼、さん」

　刃さんの言葉を遮さえぎるように、わたしは言いました。

　かつん、と靴音を鳴らして、真後ろへと振り返ります。右目の霞かすんだ視界と、偽眼の多種多様な視界。その真ん中に陣取るのは、いつも通りに真っ黒な学ランを着込んで、不思議そうに首を傾げる刃さんでした。

　目にするだけで嬉しくて、言葉を交わすだけで幸せで――――でもそれを、今は全て押し込めます。

　笑顔を隠して、さも悲しそうな、残念そうな表情を浮かべて。

　たった一言、噓を吐きます。

　変わっちゃった日常は変わったままで。

　でも思いだけは変わらなくって。

　噓吐きなわたしの言葉で――――わたしたちの物騒で奇妙な日々は、続いていくのです。




「あ、あの、殺人鬼さん…………その、昨日の、魔眼、なんですけど――」
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「私とか刃じんとか瞳ひとみ子ことかがこれだけ頑張って物語を紡つむいできた訳だけどさぁ、読者が最後に読むのは大抵このあとがきだし、つまりは君の言葉一つで刃の格かつ好こうよさも瞳子の可愛らしさも私の狡こう猾かつさも全て台無し水の泡になるんだけど――――どうだい友とも架か、あとがきは進んでいるかい？」

「ちょっと黙だまっててくれないかな視み央おちゃんっ!?」

　ごめんなさい進んでいませんでした。




　改めまして、初めまして。緋ひ色いろ友架と申します。この度、第一五回えんため大賞にて特別賞を頂き、本書『キルミルカタル眼めノの宮みや瞳子の眼球探し』を世に出すことができました。選考に携たずさわって下さったファミ通文庫編集部の方々、そしてこの本を手に取って下さった貴方に殺人級の感謝を捧ささげます。本当にありがとうございます。

　本書には、切きり原はら刃を始めとする殺人鬼たち、目的のためなら手段を問わない（ついでに作者いじめを躊躇ためらわない）郷さと弥み視央のような人たち等、お世辞にも倫理的によろしいとは言えないキャラクターがたくさん登場します。勿もち論ろん、どんなキャラクターでも自分が好きだからこそ考えたのですが、実際に自分の横にいてほしいかと言えば微妙です。特に視央は…………頭の中でさえすごい言いようですからね。精神が持つ気がしません。刃のことを軽く尊敬しかけました。

『この作品はフィクションです。実在の人物、団体及び実際の出来事とは一切関係ありません』という、この後にも書いてある当たり前の注ちゆう釈しやくですが、念頭にあったのは常にこの言葉でした。作品とは全てフィクションであり、噓偽りであり虚構であるからこそ、現実ではあり得ないような出来事を起こしたい。現実とは異なる世界を描き出したい。そんな思いはずっと持ち続けていました。現実よりも楽しくて、現実よりも物騒で、現実よりも滅茶苦茶で、現実よりも面白い――――折角の非現実フイクシヨンなのですし、現実よりも荒唐無稽フイクシヨンで、馬鹿騒ぎフイクシヨンで、面白可笑しフイクシヨンな娯楽フイクシヨンを作り続けていければ、幸せな生しよう涯がいだったと笑って死ねそうです。

　以下、謝辞となります。担当編集さま、飼い慣らされた犬の如く、放置されたら五秒で死に至る面倒な私を導いて下さり、本当にありがとうございます。大量殺戮ジエノサイド級に素晴らしいイラストで本作を彩って下さったukyo_rstさま、私の頭の中にしかいなかったキャラクターに命を吹き込んで下さり、本当に感謝しております。

　そして最後に、この本を読んで下さった貴方に最終戦争ラグナロク級の感謝を。


緋色友架
















この作品は、第15回エンターブレインえんため大賞小説部門、特別賞受賞作品『眼球探求譚』を改稿・改題したものです。




＊この作品はフィクションです。実在の人物、団体および実際の出来事とは一切関係ありません。
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Tomoka Hiiro




１９９１年生まれ東京引きこもり歴22年目くらい。

文庫本を愛し過ぎた故に、周囲から気持ち悪がられること幾星霜。開き直って頑張った結果、今回第15回えんため大賞特別賞を頂けました。これから小説家として『生』一杯頑張っていく所存です。

ちなみに好きな殺人鬼はゾディアック、好きな妖怪は千々古、好きな悪魔はデカラビア、好きな拷問器具はスペイン式くすぐり器。







イラスト

ukyo_rst

ukyo_rst




１９８４年生まれの微妙なお年頃。

絵以外にまともな趣味と呼べる物がなかったので、念願だった電子ドラムを購入しました。息抜きに遊べると喜んでいたら、叩き終わると手が軽く痺れていて、ペンがぶれる事態が発生。困った。







電子版　ファミ通文庫

キルミルカタル

眼めノの宮みや瞳ひとみ子この眼がん球きゆう探さがし




著者／緋ひ色いろ友とも架か

イラスト／ukyo_rst




2014年1月30日電子版ver.1.0発行

2014年8月7日電子版ver.1.1発行


発行人　青柳昌行

発行　株式会社KADOKAWA

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

http://www.kadokawa.co.jp

企画・制作　エンターブレイン

デザイン　沼田里奈




(c)2014 Tomoka Hiiro

本電子書籍はファミ通文庫『キルミルカタル　眼ノ宮瞳子の眼球探し』（2014年2月10日発行　初刷）を元にして制作しております。




本書に関するお問い合わせ先

エンターブレイン　カスタマーサポート

電話　0570-060-555

（受付時間　土日祝祭日を除く12：00～17：00）
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